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秋田公立美術大学は社会の大きな変動に呼応し、古い概念にとらわれることなく

新しい芸術領域の創造に挑戦する大学です。自然と伝統文化に恵まれた秋田の文

化的資源を活用し、芸術のもつ可能性、公共性を探求し、秋田から全国、世界へ

と、自らの芸術的感性と創造性をいかす社会に貢献する人材を送り出します。

１. 新しい芸術領域を創造し、挑戦する大学
近代日本の芸術教育において、「日本画」「油画」「彫刻」「工芸」「デザイン」「建築」等の
区分が固定され、西洋近代的なものと日本古来のものが並行的に同居している状態を見直
し、現代日本に合った価値観に再構成するとともに、新しい芸術的価値を生み出し、発信
することに積極的に挑戦します。

２. 秋田の伝統・文化をいかし発展させる大学
「地方都市のアイデンティティを再発見し、新たな価値観を創出する」というビジョンと、
「地域の多元化そして深化こそ豊かなグローバル文化を形成する」という理念に基づき、
秋田における芸術創造と人材養成を実現することを通して、芸術の「地方分権」を先駆け
ます。また、秋田が歴史的に培ってきた伝統的な文化、生活様式、技術などを掘り起こし、
その芸術的価値を再評価し、現代の秋田にいかすとともに、芸術・デザイン分野における
新たな展開をもたらす、いわば地域のルネッサンスを目指します。

３. 秋田から世界へ発信するグローバル人材を育成する大学
再構成された芸術領域と地域の芸術・文化に対する深い理解や、「世界」に触れる機会・
交流をもつことを基盤として、変化しつづける芸術表現の中で、アーティストあるいは
デザイナーとしてその潮流をリードするために必要な、多様なルーツと出会い、価値の多
様性を認め、共有できる柔軟な思考を持ち、新しい表現を模索しながらグローバルに活躍
できる人材を育てます。
また、大学自体も、豊かなグローバル文化の形成を目指して、秋田に残る文化・芸術を再
評価し、現代に通じるものとして復興しながら、先鋭的な芸術表現により世界に向けて新
たな価値観を発信していきます。

４. まちづくりに貢献し、地域社会とともに歩む大学
公立大学の責務として、教員全員が自らの専門領域に由来する社会貢献事業を進めるとと
もに、県内外の大学、民間企業、小・中・高の各学校、美術館等の社会教育機関との連携
を積極的に図りながら、地域ブランドの開発や地場産業の振興、芸術活動の展開などに力
を発揮し、地域の活性化に貢献できる人材を育てます。

基本理念
Phi losophy
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秋田公立美術大学は、社会の変化に合わせ、

従来の分野や技法で区分けされた枠組みとは

異なる 5つの専攻を配置。

４年間の学びで領域を横断しながら、自分らしく

未知の領域を切り開いていくことのできる

表現の軸と創造力を獲得します。

秋田公立美術大学で学ぶ
Ⅰ. アーツ＆ルーツ専攻
　　 Arts & Roots

Ⅱ. ビジュアルアーツ専攻
　　 Multidisciplinary Arts

Ⅲ. ものづくりデザイン専攻
　　 Creative Manufacturing Design

Ⅳ. コミュニケーションデザイン専攻
　　 Communication Design

Ⅴ. 景観デザイン専攻
　　 Landscape Design

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

大
学
院

●  教養を深め、社会と繋がり実践的に学ぶ
各センターが、多様な講座やプロジェクトを通じて、教養を深め、卒業後の多彩な
キャリア形成を支援する実践的な学びを提供します。
※本学の社会連携事業をNPO法人アーツセンターあきたに委託しています。

●  視野を広げ、視点を高める
１・２年次では全ての専攻を横断的に学ぶ
ことで視野を広げるとともに、基盤となる
知識と技術を総合的に学ぶ中で、自分自身
の可能性を模索し、学びたい分野や進むべ
き方向性を見出していきます。

●  専門を深める
３・４年次では、１つの専攻に所属し、より高度
な知識や技術の研鑽に努めます。１・２年次に獲
得した広い視野を活かしながら、素材や技法に依
らない、自分らしく未知の領域を切り開いていく
ことのできる表現の軸と創造力を探求します。

美術教育センター ／ 国際交流センター ／ キャリアセンター ／ NPO法人アーツセンターあきた ※
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霜鳥 秋則
秋田公立美術大学 学長

日本海と雄物川の流れに臨む秋田市新屋に位置する

本学。四季折々の変化に富む、この地特有の豊かな環

境の中で学ぶ意義は大いにあると思います。「ひらく」

ことと「こもる」こと。社会との関わりのベクトルを、

時には自然の力によって、または自らの意思で制御し

ながら、学問を深め制作に没頭する環境が秋田公立美

術大学には整っています。

教員や学生による国際的な活動も顕著です。第58回

ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展・日本館キュ

レーターを服部准教授が務め、そのプロジェクトに

石倉准教授が参加しました。またインドやメキシコ、

スイス、南アフリカ等、世界各国の美術系大学の学生

たちが会する実践型ワークショップ「October School」

に、日本からは唯一本学の教員と学生が参加していま

す。年間を通じて国内外から多彩なゲストが講義や

リサーチ等で本学を訪れ、新しい気づきや学びをもた

らしてくれています。

一方で、地域のまつりに学生が参加したり、地域住

民との交流会が催されたりと、学生と地域との距離の

近さも本学の特徴です。地域の空き家を学生の手で

ギャラリーに改修したり、レジデンス施設として活用

するといった試みも。授業や日常生活を通じて、土地

に根付く固有の文化や歴史に学び、それが新たな表現

となって社会へ還元されることを探求し続けています。

秋田公立美術大学は「社会の大きな変動に呼応し、

古い概念にとらわれることなく新しい芸術領域の創造

に挑戦する大学」として、地域から世界を見据え、

開学８年目を迎える今年も挑戦を続けます。

地域から世界を見据える
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Arts & Roots

Multidisciplinary Arts

Creative Manufacturing Design

Communication Design

Landscape Design

Liberal Arts Core

Chapter 1



Arts & Roots

Ⅰ. アーツ＆ルーツ専攻

中村邦生《風狂ハウス》廃材、モニター

存在の根っこを探求

［専攻教員］

藤 浩志 教授 Fuji Hiroshi
アートプロジェクト／地域計画／空間造形

石倉 敏明 准教授 Ishikura Toshiaki
芸術人類学／神話学

唐澤 太輔 准教授 Karasawa Taisuke
哲学／文化人類学

服部 浩之 准教授 Hattori Hiroyuki
アジア現代美術／キュラトリアル・プラクティス

皆川 嘉博 准教授 Minagawa Yoshihiro
彫刻／彫塑表現／テラコッタ彫刻

村山 修二郎 准教授 Murayama Shujiro
絵画／コミュニケーションアート／幼少造形教育

アーツ＆ルーツ専攻では、様々な素材と技法（表現媒体）を使って、「歴史」

や「地域」を芸術表現の源泉とした作品づくりを行います。 まず、歴史や地

域社会の文化的古層に残存する、異文化の伝承・地名・祭事・造形物といっ

た文化資源を、文化人類学などの方法論によって発掘します。次に、それら

が元々の文化の中で担っていた意味や価値を、見慣れた現代社会の造形物の

形の中に組み込んでみます。すると美意識や常識が混乱して、摩擦や違和感

が生じるでしょう。そうした摩擦や違和感をきっかけにして、現代文化を律

している、つまり日常には気づかれていない意味や価値（文脈や構造）を見

つけ出し、平面・立体・映像・音響・写真・インスタレーション・影絵・言

語芸術・パフォーマンス・アニメーションといった、多種多様な媒体と技法

によって表現します。 学生たちは自身の関心に応じてフィールドワークを行

い、日常の中に埋もれている地域の記憶、暮らしの中にある造形や祭り、里

山・里海の動物や植物などを「存在の根っこ（＝ルーツ）」として発見し、こ

れまでにない斬新な表現を生み出しています。
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アーツ＆ルーツ専攻／カリキュラム Arts  & Roots ／ Curr iculum

◉アーツ＆ルーツ導入演習
学生を数人のグループに分け授業を進める。グループによる

フィールドワークや文献調査などを行い、得られた新たな知見を

元に課題を設定しグループによる制作を行う。フィールドワーク

などの調査で得られた成果に対してレポート作成やそのプレゼン

テーションも行ってもらう。最終的には調査を元にした作品をグ

ループごとに制作し発表を行う。本授業は、「アーツ＆ルーツ基礎

演習」、「アートプロジェクト演習」、「アーツ＆ルーツ応用演習」

へと段階的に進んでいく。

◉アーツ＆ルーツ基礎演習
各自、フィールドワークや文献調査などで得られた知見や自身の

興味を元に課題を設定する。その課題に対してプロジェクトを立

ち上げる。そのプロジェクトの一環として調査・研究と作品の制

作と発表を行う。調査するテーマは「ルーツ」に関するものを主

とする。ルーツとは地域のものでも個人のものでも構わない。例

えば、縄文時代の遺跡、民話や説話、来訪神儀礼や修驗芸能、里山・

里海の生活文化から現代の社会課題などまで幅広く対象とする。

◉アートプロジェクト演習
全国各地で行われている様々なアートプロジェクトに参加してそ

の実情を学ぶ。参加方法については積極的に関われる形であれば

特に形式は問わない。アーティストとしての参加、運営としての

参加、ボランティアとしての参加など様々な形が考えられる。

プロジェクトに参加することでアートやアーティストが社会で如

何なる役割を持っているかを考察する。参加したプロジェクトに

ついて運営主体、事業規模、開催日数、告知や来場者の対象者、

集客人数などの具体的な数字を含むレポートを作成しプレゼン

テーションを行ってもらう。他の学生が参加したプロジェクトの

実情を知ることで実際に行われているプロジェクトの多様性も学

ぶ。本演習で、アートの現場を経験し、動向を把握した上で、４

年次に行う「アーツ＆ルーツ応用演習」に向かう。

◉アーツ＆ルーツ応用演習
各自が立ち上げるプロジェクトの計画書を作成し、そのプレゼン

テーション時に得られたアドバイスを基に計画書を修正しプロ

ジェクトを展開していく。プロジェクトとして自身の興味関心の

ある分野に対しての調査・研究を行い、それを元に作品制作を行

う。最終的には作品の完成の後に展示発表までを行う。

◉卒業研究
自ら課題を設定し、目標を実現するための方法論を獲得するため、

４年間の学びを踏まえた総合的なガイダンスを実施する。卒業研

究の期間に中間講評と卒業研究審査講評を行う。全期間を通じて、

専攻所属の教員全員で指導にあたる。作品メディアはそれぞれの

学生の制作テーマに適した多様なメディアを使用する。
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宮本しおり《包》写真パネル

佐藤美菜《少女式》PET紙

今村安里《旅するように生きる 生きるように旅をする》ミクストメディア

小澤聖奈《夏ノ子》鳥の子紙、胡粉、水干絵具、岩絵具

谷口結紀《憧れのスナック》映像
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《トイ・ザウルス》象潟の盆小屋行事。石倉敏明《接触から共振へ》（2019）より

「超・地域」の想像力

　アーツ＆ルーツ専攻の柱の一つでもある芸術人類学

は、芸術という営みを通じて「人とは何か」を考える

学問です。また、神話学は宗教や科学以前のメディア

であり、「人類最初の哲学」とも呼ばれている神話に

光を当てる学問。私は、その両方を研究することで、

複合的な文化のルーツを知り、「地域」に新しい光を

当てようとしています。

　2019年には、本学の服部浩之准教授がキュレーター

を務めた第58回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展

の日本館展示「Cosmo-Eggs｜宇宙の卵」に参加し、

秋には、フィンランドのロヴァニエミ美術館で、東北

の祭や聖地を撮影した映像作品《接触から共振へ》を

美術未満、表現未満の「なんじゃこりゃ～！」

絵画を描いたり塊から彫り出すように、様々な素材

と格闘しながらイメージを形にしてきました。しかし

その素材は画材屋で売っている白いキャンバスでも自

然が作り出した天然素材でもありません。僕が興味を

持ってしまった素材は日常生活に転がっているやばい

問題だったり、妙な仕組みだったり、捨てられた素材

だったり、複雑だけれども可能性に満ちた状態のもの

だったのです。特に廃棄される運命の商品や使われな

くなった建造物がこの上なく無視できなくて、放って

おけなくて、ついつい触れ、集め、暮らしのなかで寄

り添い手を入れつつ人生の大半を過ごしてきました。

僕が生まれ育ってきた時代を象徴する貨幣経済大量消

費社会への些細な抵抗なのかもしれません。

藤 浩志　Fuji Hiroshi
アーツ＆ルーツ専攻 教授／京都市立芸術大学在学中、演劇に没頭した後、地域をフィール
ドとした表現を模索し、パプアニューギニアにて原初的表現と文化人類学に出会う。「地域
資源・適性技術・協力関係」を活用した美術表現を志向し、全国各地でプロジェクトを試みる。

石倉 敏明　Ishikura Toshiaki
アーツ＆ルーツ専攻 准教授／ダージリン、シッキム、カトマンドゥ、日本各地で聖者や
女神信仰、「山の神」神話を調査し、環太平洋圏の比較神話学に基づき論考や書籍を発表
する。近年は秋田を拠点に、北東北の文化的ルーツに根ざした芸術表現の可能性を研究。

美術と呼ばれているものや作品っぽいものをつくる

ことに興味はありません。むしろ美術未満、表現未満

の有象無象の「なんじゃこりゃあ～！」が発生する瞬

間に興味があり、「何かになるかもしれない」という期

待の時間にいることにこの上ない喜びを感じています。

大島紬、日本画、仏像、庭、染織、演劇、パプア

ニューギニア、建築企画、地域計画、都市開発を経由

し、デモンストレーションという表現手法を開発し、

全国各地のプロジェクトの現場で「なにかをつくろう

とする時間」を過ごすなかで、秋田という土地に出会

い、アーツ＆ルーツ、複合芸術という言葉に出会い、

若いエネルギーに出会い、これまで見たことのない地

平を切り開きたいと思って今ここにいます。

発表しました。また、群馬県のアーツ前橋での「表現

の生態系」展では、アーツ&ルーツ専攻の尾花賢一助

手とのコラボレーション作品《赤城山リミナリティ》

を発表しました。どのプロジェクトも、アーツ＆ルー

ツ専攻の方法論と深く関係しています。

　アーツ＆ルーツ専攻では、地域をひとつの閉じた空

間領域として研究するだけではなく、他の地域や問題

系と関係するダイナミックなフィールドとして捉え返

し、自由な発想で「世界化」していく方法を探求して

います。秋田から他の地域へ、さらには世界へと広が

る「超・地域」の想像力を、強力にバックアップして

いきます。

教員メッセージ
Message01 教員メッセージ

Message02
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Multidisciplinary Arts

Ⅱ. ビジュアルアーツ専攻

分野横断を基本とした美術表現へ

［専攻教員］

岩井 成昭 教授 Iwai Shigeaki
インスタレーション／映像／多文化芸術調査

小田 英之 教授 Oda Hideyuki
絵画／イラストレーション／CGアニメーション

島屋 純晴 教授 Shimaya Yoshiharu
現代美術／彫刻［石・ステンレス・鋳造・ガラス］

長沢 桂一 教授 Nagasawa Keiichi
テキスタイル／現代美術

大谷 有花 准教授 Otani Yuka
現代絵画［油画］／現代美術

萩原 健一 准教授 Hagihara Kenichi
映像／メディアアート

阿部 由布子 助教 Abe Yuko
現代美術／メディアアート

ビジュアルアーツ専攻では、社会の中に新しい視点を持ち込むための美術表

現の確立を目指します。「新しい」とは見た目の新奇さではなく、物と物、人

と人、事象と事象を結ぶ、関係の捉え方を指しています。 美術には「彫刻」

や「油画」「映像」「パフォーマンス」「インスタレーション」など、素材や技法、

または表現形態によって分けられたカテゴリーがありますが、本専攻ではひ

とつのカテゴリーにとらわれず、他のカテゴリーや要素との融合を重ね、作

品制作の方法を捉え直します。 そして、それら新しい表現を模索する学生の

野心を、異なる専門から成る７名の教員がサポートします。授業は、分野横

断を基本とした共同指導のもとに行われ、学生それぞれが学んだ美術的な手

法や考え方、その発想力を社会の中で活かし、自律して活躍・貢献する「表

現者」の育成を目指します。

茂木美野子《こうしてわたしはつくられた》蛍光塗料、ブラックライト、Unity
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ビジュアルアーツ専攻／カリキュラム

◉ビジュアルアーツ演習A
芸術表現の基本要素となる「時間」と「空間」という考え方を深

める。 あっという間に過ぎ去る10秒も、 皆さんがこれまで生きてき

た10数年間も同じタイムライン上の時間である。同様に、 巨大な

建築空間も手のひらサイズの空問の集積だといえる。 この演習は 

「長さ」や「大きさ」という尺度について考えるためのトレーニン

グでもある。 自身の「気づき」を様々な素材や技法を通して表現

にまとめ、 自身の制作スタイルを形成していく。

◉ビジュアルアーツ演習B
美術を構成する幾つかの要素を取り出して考える演習。例えば「オ

リジナル」と「リメイク」という関係性を考えると、現在世界中

で生み出される作品は、ほとんどが、 先行する既存の作品に影響

されているといえる。しかしその中には「盗作」といった非生産

的な行為も紛れている。 ここでは、先行する作品に学びながら創

造的なオリジナルを制作する。 本演習では、その他にもグループ

ワークとして展覧会の企画・構成を考えながら制作し、最終的に

展覧会全体を作り上げる演習などがある。

◉美術作品研究
東京、日光などを実際に訪れて、現代美術、デザインについてそ

の歴史的背景、現代における役割等について教授する。学生が実

際に作品制作を行うとき、取り組みや制作姿勢につながる要素や

可能性についても論じる。また、日本美術、東洋美術の歴史的な

意味、歴史上果たしてきた役割、現代における研究成果と今後の

問題について学ぶ。

◉ビジュアルアーツ演習C
制作を進行させながら、作品を創造する原動力である自身と社会

との関係をもう一度見つめ直す。プライベートに閉ざされている

ように見える生活が、どのように外部から影響を受けているのか？

など、現代社会で起きている出来事と自身との関係を知ることで、

制作の動機やテーマをより深く、強くしていく。

◉卒業研究
これまでの演習で学んだ内容を踏まえて、学生が自由に設定した

テーマと相応しい手法によって、卒業制作としてまとめ上げる。

それぞれの学生が、構想、調査、素材調達、制作、展示まで一連

のプロセスを主体的に経験することで、卒業後の活動に活かせる

ようにする。

Mult idi sc ip l inary  Arts ／ Curr iculum
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渋谷奈津樹《アンミンアンサンブル》映像インスタレーション

西澤佳蓮《Gameart Simulator》Adobe Photoshop/Blender/Unity

大越円香《もちゆくもの》キャンバスにインクジェットプリント、漂白剤

前川原綾香《TARZAN BOMB》油画、小麦粘土、ガラス、ビニールハウス

田村萌絵
《人間関係の取り扱い上の注意タグが
表からみえるように取り付けられた服》
トルソー、サテン、布越田悠生佳《日常》ロール紙、ミリペン、水彩絵具

谷口茉優《中立のない場所で》ミクストメディア
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「Journey to be cont inued －続きゆく旅－」2017年　ドキュメンタリー映像作品スティル 撮影：今井 正由己

異なる分野を気軽につまみ食いできる面白さ

　大学では映像制作の授業などを担当しています。社

会の仕組みと共に映像を受容する環境が激変している

ので、決まった制作手順を一方的に説くよりも、その

度ごとに今の自分にしかできない映像表現を学生と一

緒に探っていく内容にしています。秋美には、多様な

素材や考え方に触れながら、異なる分野を気軽につま

み食いできる恵まれた環境があります。その中で、映

像表現にまつわる煩雑さや、技術習得までの敷居の高

さをできるだけ無くしたいと思っています。とはい

え、最近はスマートフォンをはじめとしたメディア機

器に慣れ親しんだ学生が多く、知識の吸収も速いの

まだ見ぬものに名を与えるように

　ビジュアルアーツの中心的なテーマは、現代および

未来を読み解くことです。身近なものだけでも人口減

少やエネルギー問題、教育やダイバーシティなど現代

社会において私たちが対峙すべき数々の問題がテーマ

となり得ます。素材や手法も大切ですが、まず自身の

関心を明確にすることから作品のテーマを膨らませ、

次に最もふさわしい表現媒体は何なのか？を考えるの

がこの専攻の特徴です。まずはテーマがあり、それを

どう表現するかによって素材や手法を探っていく。こ

のようなプロセスは工芸や写真などの技術と同じよう

に、アートをつくるための重要な技術（テクニック）

だと思います。

岩井 成昭　Iwai Shigeaki
ビジュアルアーツ専攻 教授／国内外の特定地域における環境やコミュニティーの調
査をもとに多様なメディアで作品を制作。「イミグレーション・ミュージアム・東京」
主宰。秋田では「辺境芸術」を標榜するなど、さまざまな活動を並行して進めている。

萩原 健一　Hagihara Kenichi
ビジュアルアーツ専攻 准教授／写真表現を基本に
スチル、ムービー問わず多様な映像メディアを用
いて作品制作を行っている。その他、アーティス
ト支援を目的とした映像ソフトウェアのディレク
ションや教育現場での実践、プログラマーやエン
ジニアと協働したメディア教育教材の開発を研究
の軸としている。近年では県内企業とコラボしな
がらデジタル漁具の開発に取り組み、秋田の自然
とクリエイターの新しい繋がりを模索している。

　ただし、作り手と鑑賞者、それらを繋ぐ人たちが共

有する現代をリアルタイムで表現するのは、作り手に

とってはスリリングですが、鑑賞者にとっては情報の

整理が必要なため、分かりづらいことでもあります。

しかし、それは詩人たちがこれまでにない感情や感覚

に「名を与えること」で人々の心に存在させていくよ

うに、アートによって現代を捉えることは、まだ誰も

気づかぬ「こと」や「もの」を人々の認識の中に呼び

覚ますことだからです。ぜひ、ビジュアルアーツ専攻

で現代の表現を共に学びましょう。

で、新しい取り組みや手法を取り入れやすくなってい

ますね。その点はとても期待しています。

　大学のすぐ近くの雄物川河口は有名なシーバスの聖

地で、全国から数多くのアングラーが集まってきま

す。現場で県内外の釣り師と話をすると、漁場や釣法

について想像を超えたローカルな知識の情報網に触れ

ることが多々あります。私は秋田に来てから、イン

ターネット上には表れてこない文化の奥深さに驚かさ

れてばかりです。関連して、地元漁師に受け継がれて

きた漁具や猟具に対する興味とテクノロジーとをかけ

合せて、何ができるか模索しています。
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Creative Manufacturing Design

Ⅲ. ものづくりデザイン専攻

素材と地域からしなやかに学ぶ人に

［専攻教員］

尾登 誠一 教授（副学長） Onobori Seiichi
ソーシャルデザイン

小牟禮 尊人 教授 Komure Takahito
吹きガラス／キルンワーク

安藤 康裕 教授 Ando Yasuhiro
彫金／ジュエリー

今中 隆介 教授 Imanaka Ryusuke
インテリアデザイン／ファニチャーデザイン／プロダクトデザイン

山岡 惇 教授 Yamaoka Atsushi
指物技法を用いたクラフト作品制作

安藤 郁子 准教授 Ando Ikuko
陶芸／ソーシャルアート

熊谷 晃 准教授 Kumagai Koh
蒔絵・螺鈿・変塗り等の加飾技法の研究／
乾漆造形による飾箱の制作／漆精製

瀬沼 健太郎 准教授 Senuma Kentaro
ガラス／いけ花

森 香織 准教授 Mori Kaori
本友禅染

柚木 恵介 准教授 Yunoki Keisuke
つくりかたデザイン／つどいかたデザイン

古来、日本において工芸とデザインはひとつでした。近代化の波に揉まれ、

分離された両者を、今「心と身体」と「暮らし」を依り処に再統合しようと

設立されたのがものづくりデザイン専攻です。

国内随一の規模と設備を持つ工芸スタジオ群を利用し、木工・漆芸・彫金・

陶磁・染色・ガラスなどの素材の技法と知識を学び、探求することができま

す。また自らの身体感覚が素材に合わせて変化していく過程から、思考力と

五感を鋭く磨き上げることを目指します。さらに思考の整理、社会への伝え

方、地域の文化の調査を通して得られる行動力と共感力、課題発見力など、

これからの社会に繋がるために必要な力をデザインの視点から学びます。こ

れらを複合的に織り上げ、現実空間に展開する実感を伴った豊かさの価値を

提示する学びと研究の場です。

豊かさを実感できるこれからのものづくりを、未来に向けて一緒に考えま

しょう。

加藤正樹《Pendulum》磁器土
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Creat ive  Manufactur ing Des ign ／ Curr iculumものづくりデザイン専攻／カリキュラム

◉ものづくりデザイン演習１
学生は各自、木工・染・陶芸・プロダクトAの中から１分野、彫金・

ガラス・漆・プロダクトBから１分野、合わせて２分野を選択する。

分野ごとに与えられた課題を通して、

１.ものづくりデザイン専攻の特徴である実材制作に必要な素材に

対する基礎的な知識や加工技術

２.たたずまいなどの情緒性を刺激する造形力

３.現代社会や歴史・風土の中に埋もれた価値を発掘するための情

報収集技術や編集技術など、創作に必要な基礎力を育成する。

◉ものづくりデザイン演習２
共通の課題とキーワードを演習１の学びを通して解釈し作品制作

を行う。各自が演習１で選択した２分野での学びを応用し深めな

がら、合同のガイダンス・プラン発表・最終発表に取り組む。そ

れぞれの分野に特有の価値観や制作展開、加工技術の違いを共有

することにより、現代社会に必要とされる価値の提案に向けた各

自の目的意識を磨き、素材や技法のみに、またコンセプトや文脈

のみに囚われない多様な創造力の育成を行う。

◉ものづくりデザイン演習３
各自が学んできた素材に対する知識と技術・デザイン能力を起点

に、地域産業や地域文化の特性をおおらかに再解釈し、人々の日々

の営みに関わる作品を制作する。またグループワークを通じ、多

様性に対する理解や、コミュニケーション能力・多角的に対象を

観察する感覚を磨き、発想や表現の柔軟性を育成する。

◉プロダクトデザイン演習
プロダクトデザインの制作過程にあるスケッチやレンダリングの

手法を学び、絵でコミュニケーションをとるスキルを習得する前

半と、提案する形を実際に制作し、自身の構想と立体物との差を

理解する後半の取り組みで構成される。提案を可視化する能力と、

ものづくりにおける計画性を養う。

◉プレゼンテーション演習
クリエーションに関わる人間として、相手に正しく伝わるテクニッ

クを演習として学ぶ授業。自身をテーマに据え、自分なりのプレ

ゼンテーション方法を作り上げる前半と、後半では映像プレゼン

テーションや、具体的なポートフォリオ制作を行い、社会との接

続を意識した構成となる。

◉卒業研究
３年半の学びを通して得られた知識と技術を基に作品を制作する。

学生は主体的に自由に研究テーマを設定し、期間を通じ自らの感

性と技術を磨いていく。専攻所属の全教員で指導にあたり、学生

個々の多様なテーマに基づいた表現を目指す。

◉２D・３D  CAD演習
２Dと３D間をシームレスに操作する技術の修得を目指し、提案段階

においてバーチャル空間での確認修正を可能とするとともに、２D図

面と３Dプレゼンテーションによる的確な伝達能力を身につける。

◉地域産業研究
秋田県内各地域の産業を、直接現地に赴き自らの身体と感覚で調

査し、研究結果を共有する。県内産業に対する理解を深めるとと

もに提案力を磨く。
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森秀樹《GOLDFISH》ガラス

小野晴香《こもっこ》イタヤカエデ、ヤマザクラ、他

竹島美雪《無垢》ガラス

井原ひかる《碧い空の波の音》布（天竺）、シリアス染料、顔料

鈴木結愛《Pits》木材（桜、朴、クリ）

山北杏奈《徐－酔》サクラ、クス、ヒノキ、ケヤキ

冨井弥樹《うつりかわる》ガラス、磁器土

松下直史《Bread dishes》陶土、真鍮

田口咲月《Quiet Rebuttal》杉材、MDF、鉄棒、ビス、ペン

安田緑《My Stool》木材（ナラ、タモ）

渡壁樺子《不動産》クレーンゲーム、刺繍、有孔ボード壁、トートバッグ
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《Over the ra inbow》 2013～2015 , 2 018年《stone ～ 石ころ》

これからの「ものづくり」

私自身、学生時代から、工芸に近いハンドメイドの

デザインに注目し、制作に取り組んできました。振り

返ると、当時のプロダクトデザイン教育の環境の中で

は異端な存在だったと思います。現在は、生活環境や

空間を専門としたデザイナーとして、依頼者からの仕

事（Work）と、自らの表現を研究するための実験的

な作品制作（Lab）の２つの軸で活動を展開していま

す。絶えず「素材」と対峙しながら新たな表現を模索

する中で、工芸とデザインが分離した時代に違和感を

持ち続けてきました。その経験から、人の本能である

「ものづくり」という根源的視点をもって、改めて工

芸とデザインを結び付ける呼び水のような役割に繋

がっているのだと感じています。

自己表現だけではない、クールな視点を学ぶ

今中 隆介　Imanaka Ryusuke
ものづくりデザイン専攻 教授／日本の伝統文化と現代社会の適合性、構造とフォルムの統一性を
テーマに空間プロデュース、インテリアデザイン、ファニチャーデザイン、プロダクトデザイン
を手掛ける。社会が目指すべき価値を探り、生活環境の進化に貢献できるものづくりを目指す。

森 香織　Mori Kaori
ものづくりデザイン専攻 准教授／専門分野である本
友禅染を中心に型染・絞り染での作品制作を行う。
アパレルブランドや他工芸作家とのコラボレーショ
ン、インスタレーション、ワークショップ等、ジャ
ンルを超えて幅広い表現活動を行なっている。

工芸の分野は通常、ひとつの素材にとことん向き合

います。秋美の「ものづくりデザイン専攻」では、学

生は２つの素材を選択して、それぞれに与えられた課

題を通して基礎力を身に付けていきます。全く違う

２つの素材と向き合うのは大変なことですが、とても

恵まれていることでもあります。木工・染・陶芸・彫

金・ガラス・漆だけでなくプロダクトデザインをも学

ぶ中で、自己表現だけではない、クールな視点を向け

ることもできるようになります。素材ごとに違う特性

を学び、工夫して、どうするかを自分から見つけ出そ

うと動ける能力は、社会に出てからも役立つものだと

思います。

私自身は本友禅染を専門としていますが、型染や絞

り染の技法でも作品づくりをしています。私にとって

染色は、恋人ではなくビジネスパートナーでしょう

か。「好きなこと」と「向いていること」は違っていて、

だからこそ、染色を自由に捉えることができるのかも

しれません。最近は、他の工芸作家とのコラボレー

ションやワークショップ、「かみこあにプロジェクト」

をはじめとした現代アートのプロジェクトに参加する

などジャンルを超えた表現活動を楽しんでいます。何

事にも、こだわらないこと。強いて言えば、こだわら

ないのがこだわりです。何事にも臨機応変に対応でき

るようなテクニックが必要とされていると感じます。

これからの時代の「ものづくり」を目指す学生は、

工芸とデザインという二極的な思考から脱却し、人本

来が豊かに暮らすための本当の「ものづくり」とは何

か？という根源的問いに挑んでほしい。人と自然の距

離感に恵まれた秋田のフィールドや、そこで新しい教

育のチャレンジを続ける秋美に身を置き、今ある価値

をよく観察し、素材との格闘から得た実感をしっかり

と捉えていく。そうして培った新たな「ものづくり」

の視点によって、モノやコトの提案だけでなく、少し

でも世の中を前進させる力を身に付けてもらえたらと

思います。

036     Creat ive  Manufactur ing Des ign Creat ive  Manufactur ing Des ign     037Akita  Univers i ty  of  Art  2021

教員メッセージ
Message05 教員メッセージ

Message06

専
攻
紹
介
　
　
　
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻

専
攻
紹
介
　
　
　
も
の
づ
く
り
デ
ザ
イ
ン
専
攻



Communication Design

Ⅳ. コミュニケーションデザイン専攻

「つくる・伝える」すべてとつながる

［専攻教員］

阪口 正太郎 教授 Sakaguchi Shotaro
アートディレクション／広告／写真

飯倉 宏治 教授 Iigura Koji
情報科学

坂本 憲信 准教授 Sakamoto Norinobu
ビジュアルコミュニケーションデザイン／グラフィックポスター

孔 鎭烈 准教授 Kong Jinyell
折りによるパッケージデザインの造形表現・立体構成

水田 圭 准教授 Mizuta Kei
情報編集デザイン

裵 鎭奭 准教授 Bae Jinseok
コミュニケーションデザイン／情報デザイン／WEBデザイン

コミュニケーションデザイン専攻では、コミュニケーションに内在する今日

的な課題に取り組むための思考と表現について、ビジュアルデザインの立場

から研究します。 課題の発見から、企画、調査、計画、提案、制作、フィー

ドバックまでの一連のプロセスを踏まえながら、幅広い観点から現代社会の

あるべき姿を探求します。また、個人から発信される様々な情報のパラダイ

ム（支配的な捉え方）を組み替えることによって、現代社会における新しい

「個人」像の形成に寄与します。 タイポグラフィ、パッケージ、ポスター、エ

ディトリアル、Web、イラストレーション、3DCG、広告、映像等、それぞ

れの表現媒体に応じた具体的な課題制作を通じてデザインを学び、同時にこ

れらを横断して、情報の流れを構想し設計する広報や企画といった高度な作

業へ展開する思考能力も身に付けていきます。社会を大きく捉え、変革する

デザイナーやアートディレクター、クリエイティブディレクターの育成を目

指します。

帆苅萌《2月29日（祝）束縛する日》布、発泡スチロール、綿
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Communicat ion Des ign ／ Curr iculumコミュニケーションデザイン専攻／カリキュラム

◉コミュニケーションデザイン論A
地域の優れた資源と文化を売り出すためのコミュニケーションデ

ザインの役割を理解する。その上で、 「地域社会の現状」と「課題

の認識」、「課題発見・解決」に至るまでの事例を挙げながら探っ

ていく。また、現役のアートディレクターを招き地域社会とコミュ

ニケーションデザインの関係性についても詳しく学ぶ。

◉コミュニケーションデザイン演習B2
「CM制作」では、あらゆるメディア表現が可能な動画作成技術を

学ぶ。「WEBポートフォリオ制作」では、IT技法よりも受け手と

のコミュニケーションを目的としたディレクションを追求する。

「技術講習」では個人のキャリア志向の核となる技術となるための

課題を行う。最後の課題ではそれまでの学びを集大成する制作と

展示を求める。

◉コミュニケーションデザイン演習A3
「コミュニケーションデザイン演習A2」と同様のプロセスに基づ

き進める。受講生が地域・社会の現状把握から課顆を認識し、デ

ザインによる最適な課題解決について探求する。研究テーマに基

づくデザイン解決案の「試作」および「中間報告書」を授業成果

とする。

◉コミュニケーションデザイン演習B3
本演習では個人のキャリア指向や適性を尊重し学びを深める。各

自がテーマや課題を設定しデザイン表現に臨む。デザイン表現の

メディアや手段を問わず「観察力」「思考力」「伝える力」を習得

する。また、各自が取材や制作を行う過程を共有することで、相

乗効果の高い表現力の習得を目指す。

◉卒業研究
コミュニケーションデザイン演習1、2、3で体得した能力をベース

に研究活動を展開する。また、コンセプト設定からデザイン提案

までの全てのプロセスを自主的に展開するとともに、プレゼンテー

ション能力と感性を高めることを目的に研究活動を行う。

◉コミュニケーションデザイン論B
近年の事例では、先端技術の発展よりもコミュニケーションデザ

イン開発の重要性が注目されている。古今東西様々な事例に触れ

ることで、コミュニケーションデザインの考え方を解説する。そ

のことでデザインに関する視野と思考法を獲得する。一方で各自

がその志向と適性を見極め、確固たる得意分野の構築に向けた考

察の場とする。

◉コミュニケーションデザイン演習A1
「ブランディング」をテーマとして、デザインコンセプトの設定か

ら具体的なデザイン提案に至る一連のデザインプロセスに基づき

課題研究を進める。グラフィックデザイン、ウェブデザイン、パッ

ケージデザイン、映像デザイン等の各専門分野における個々の表

現方法の習熟を深めながら、これらを横断的に連携し、多様かつ

複合的な表現展開による効果的なデザイン成果の具現化について

探求する。デザイン案の具現化である「作品」およびその「制作

報告書」を授業成果とする。

◉コミュニケーションデザイン演習B1
人工知能（AI）の役割が人間の職域に拡大する中、侵されない領

域はクリエイティビティであると捉える。IT技術によって地方か

ら世界に発信することが可能である。一方日本では産業や人口の

構造変化が起こり、都市や街、人の生活のあり方が問われている。

このような現代の社会状況に対応するため、単なる技法の習得を

越えてあらゆるメディアに応用可能な情報理解と表現技術を学ぶ。

さらに個人が設定するキャリア志向の核となる技術の訓練と表現、

最適な展示方法を学ぶ。

◉コミュニケーションデザイン演習A2
テーマの設定からデザイン成果の具現化に至る一連の制作プロセ

スに受講者が個別に取り組む。地域・社会の現状からデザイン対

象としての課題を見出し、利便性や快適性、認知性、効率性、安

全性、または操作性を具体的なデザイン解決案として表すことに

ついて課題制作を通じて学ぶ。デザイン案の具現化である「作品」

およびその「制作報告書」を授業成果とする。
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門脇裕奈《COLORS －わたしたちのいろ－》
Illustrator、Indesign、テトロントロピカル（旗の生地）、コート紙（本）、マットコート紙

齋藤飛鳥
《地域ブランド活性化のためのリデザイン提案

「北見ハッカ通商 商品ブランディング」》
用紙、フィルム

澤田匠《縫取》刺繍、コットンツイル生地

柴田綾音《無形》和紙にインクジェットプリント
工藤夏鈴《空想生物のリアリティについて》インクジェットプリント

鹿内喬子《記憶》アクリルガッシュ

川上萌《2.78》ミクストメディア

小山広和《Life Hacker》
コマ撮りアニメーション

阿部晶絵《模様をもつ人たち》ミクストメディア

松本香音《間の空気を包む》
トレーシングペーパー（印刷）、ライトボックス

足立遥香《ritornello》
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《unt it led》

阪口 正太郎　Sakaguchi Shotaro
コミュニケーションデザイン専攻 教授／慶應義塾大学工学部、東京藝術大学デザイン科卒業後、（株）電
通に勤務。東京ADC賞、NYADC賞金賞、世界ポスタートリエンナーレトヤマ金賞、カンヌ国際広告賞銅
賞、クリオ賞銀賞、One Show、ロンドン国際広告賞、朝日広告賞等受賞。アートディレクター、クリエー
ティブディレクターとして活動する傍ら、写真・グラフィックを中心とした作品発表。2017年から現職。 飯倉 宏治　Iigura Koji

コミュニケーションデザイン専攻 教授／コンピュータグラフィックスの研究と関連するソフ
トウェアの開発に従事。マイクロソフト等に勤務し 2011年より大学教員。2017年4月より現
職。博士（情報学）。ソニーミュージックエンタテインメント主催 Digital Entertainment 
Program’96 や、日本リモートセンシング学会学会賞（論文賞）など受賞。

「地域との関係性」が築かれているのがいい 「複合」していくことの面白さ

アートディレクター、クリエイティブディレクター

として、企業で長らく広告コミュニケーションを中心

とした制作に携わってきました。デザイン、CM制作、

イラストレーション、CIロゴの制作や広告キャンペー

ン、ブランディング構築などが主だった活動です。大

学ではその経験をもとに多岐にわたるコミュニケー

ションデザイン分野の教育を行っています。自分の個

人的な表現ではグラフィックや写真を媒体とした作品

を通してヴィジュアルコミュニケーションの可能性を

探っています。

近年、プログラミング教育の重要性が喧伝されてい

ますが、私は小学生の頃から独学でプログラミングを

修得するような子どもでした。現在はForthという70年

代に登場したプログラミング言語をベースに、新しい

言語の開発を行っています。主流ではなく、少し違っ

たところから研究開発を行っていくスタイルです。

秋美には、何かが始まりそうな雰囲気があります。

面白いことをしたいと思っている教員と学生が集まっ

ており、複合の可能性を強く感じています。複合に

は、背後に潜む構造を見抜く力も必要です。私自身は

プログラミングを独学で学んだ、いわば天然モノであ

り、教材を与えられるだけの養殖的な教育より、実践

秋美は、地域との関係性が築かれているのがいいで

すね。地域に向けての大学発のデザイニングもある

し、地域から大学や学生が注目される関係性がある。

温かく見守ってくれる人がいるのは学生たちには心強

いことです。秋田という環境、色濃い風土と文化自然

に囲まれて制作に没頭する。この北の土地のなかで思

考と作品が暖まっていく感があります。そのなかから

生まれる創造には一本の芯が見て取れます。それはこ

こ秋田という地の美大の個性と力のひとつかもしれま

せん。

を通じた論理的な思考を学ぶことこそが重要だと思っ

ています。

もちろん、論理思考ばかりではなく感性も重要で

す。秋田の景色で驚いたのは、星空の美しさでした。

天体観測が趣味なので、廃校になった小学校の屋上に

望遠鏡を置き、観測できれば面白そうです。目まぐる

しく変化する情報社会においても、この美しい星空の

ように、変化しない普遍的な智慧を探り、少しでも次

の世代へと伝えていければ、と思っています。などと

言っているうちに、オリオン座のベテルギウスが超新

星爆発を起こし、冬の星座も変わってしまうのかもし

れませんが。
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Landscape Design

Ⅴ. 景観デザイン専攻

社会変革を促す「景観」の創造

［専攻教員］

岸 健太 教授 Kishi Kenta
アーバンスタディーズ

小杉 栄次郎 教授 Kosugi Eijiro
建築・都市設計の理論と実践

菅原 香織 准教授 Sugawara Kaori
公共デザイン／景観デザイン

石山 友美 准教授 Ishiyama Tomomi
映像制作

井上 宗則 助教 Inoue Munenori
都市・建築デザイン

景観デザイン専攻では、私たちが生きる社会の可能性と課題がその土地の歴

史や自然環境とともに様々な次元で交差する現場を「景観（ランドスケープ）」

として定義し、学生一人一人により異なる多様な表現領域の制作活動に取り

組みます。授業では、ランドスケープや建築のデザイン、社会批評を担うパ

ブリックアートやドキュメントのプロジェクト、まちづくりの計画立案とそ

のための公共型ワークショップなど、実践的な学習を通して実社会の文化芸

術領域で高いリーダーシップを発揮できる人物を育成します。

このように幅広い表現により「景観」を制作・提案する本専攻では、そのた

めの基礎作業として「フィールドワーク」を重視しています。自らの身体を

「景観」の現場に置き、感覚・知識・経験を総動員してその場所の本質を見抜

く作業に取り組みながら、社会の変革を促しうるアートとデザインの手法を

学んでいきます。

加藤菜摘《畑でひろがるくらし～街につながる集合住宅～》
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Landscape Des ign ／ Curr iculum景観デザイン専攻／カリキュラム

◉景観デザイン演習1（基礎）
景観デザインの基礎について演習を通して学び、習得する。フィー

ルドワークの実践や、その成果物の言語化や抽象化、提案コンセ

プトを形体や空間へと転化するプロセスを習得し、造形と計画を

行き来しながら提案をブラッシュアップし作品化する。

◉景観デザイン演習2（応用）
フィールドワークとリサーチをベースに多様なプログラムを構築

し、対象物やコンテクストについてより深く考察した上で、空間

や場所をデザインし提案することを学ぶ。さらに、バブリックアー

トやドキュメントプロジェクトやまちづくりの計画立案とそのた

めの公共型ワークショップなど、多様な表現領域のアウトプット

も視野に入れた課題にも取り組む。

◉景観デザイン演習3（実践）
学生一人一人がそれぞれの表現領域により実践的に取り組む。卒

業研究に向けた表現メディアの研究も本授業の重要なテーマのひ

とつとなる。課題で与えられた対象エリアやキーワードに対して、

学生自ら作品のテーマを見つけ出し、各自が使用したい素材や表

現形式を個別の担当教員と共に定めていき成果物を作品化するこ

とを目指す。

◉卒業研究
景観デザイン専攻での学びの集大成として、ランドスケープや建

築のデザイン、社会批評を担うパブリックアートやドキュメント

のプロジェクト、まちづくりの計画立案とそのための公共型ワー

クショップなど、学生一人一人が異なる多様な表現領域の制作活

動に取り組み、作品化する。その際、「フィールドワーク」を重ね、

自らの身体を「景観」の現場に置き、感覚・知識・経験を総動員

してその場所の本質を見抜き、社会の変革を促しうる作品を目指

すことを共通のテーマとする。
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吉田彩花《Frame of Living》

三上理沙《たたずみの街》

田口葵《町ト神社－境界 鳥居録》

小池湧太《人が「集う」集合住宅》

川田萌《オイテケボリ》

佐藤歩《ダイアログ－マチと対話するまちづくりプラン提唱－》

金田麻梨香《二重露光：不在の「有楽町」》

齋藤大一《川反の訪人》映像

加藤菜摘《畑でひろがるくらし～街につながる集合住宅～》
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建築と映画のはざまで

　もともと建築が専門でしたが、自分の興味が、建築

から都市、やがてそこに住まう人間そのものへと変

わっていき、前から好きだった映画を自分で作ってみ

たいと思うようになりました。周りからは今まで建築

をやってきたのにもったいない、と言われましたが、

現在も建築を学んできたことが役立っています。物事

の構築の仕方、社会への眼差し、協働して何かを作る

ことなど、建築教育を通して学んだことが私の映画制

作の根底にあります。

　秋美では、2019年から秋田県内から８ミリフィルム

を集めるプロジェクトを始めました。学生たちと一緒

に８ミリ映写機を片手に県内の様々なご家庭に出向い

て、昔の映像を見せて貰いながら、当時の様子を聞き

石山 友美　Ishiyama Tomomi
景観デザイン専攻 准教授／カリフォルニア大学バークレイ校大学院、ニューヨーク市立大学大学院
で建築、芸術論、社会理論を学び、在米中に映画制作に興味を持つようになる。監督作に『少女と
夏の終わり』（2012年製作・第25回東京国際映画祭「日本映画・ある視点」部門公式出品）、『だれも
知らない建築のはなし』（2015年製作・第14回ヴェネチアビエンナーレ国際建築展正式出品） 

小杉 栄次郎　Kosugi Eijiro
景観デザイン専攻 教授／個人住宅から商業建築、大規模建築物まで、「社会・経済・
文化」を横断し、建築・都市デザインの理論構築と実践に取り組んでいる。現在
はNPO法人Team Timberize を運営し、新たな木質建築の可能性を追求してる。

下馬の集合住宅（木造５階建て集合住宅）

建築の学びは全てを受け入れ、
全てにつながり、都市空間の景観となる

高校生の時は大学で何を学びたいのか、将来何にな

りたいのか全然わからず、いつもモヤモヤとしていま

した。たまたま見ていたテレビ番組で、建築は工学で

も美術でもなくそれらが融合したものだと知って、懐

の深そうな分野で進路を絞れない自分でも受け入れて

もらえるような気がしたので、建築を志しました。

建築を学んでみるとまさにその通りでした。様々な

方向から、つまり工学や美術だけでなく、自然科学や

歴史、文学はもちろん、文化人類学、社会学、経済学

などあらゆる分野領域からのアプローチが可能で、そ

れら全てを可能な限り網羅すべき領域でもあります。

建築は社会的な要請や、身体的なスケール、文学や映

画や美術からのインスパイア、日常風景の比喩や暗喩

が発想の契機になります。つまり人間の生活全てに関

連しているのです。全ての興味を受け入れ、そこで学

んだ事柄は全ての仕事や生活に繋がっているとも言え

ます。そうして生み出された建築の総体が「都市の景

観」として立ち現れるのです。

景観デザイン専攻の演習課題では、建築空間を設

計することを最初の目標としますが、道をそれだけ

に限定しません。卒業研究では学生自身の表現（メ

ディア）を探求し、社会や都市や生活といった空間

や場所をさまざまな形でデザインして欲しい。対象

の地域風土や歴史を調べ、現在を考察し、未来の構

想を練り上げて提案する建築デザインのプロセスを

通じて、学生自らの創作へ突き進んでもらいたい。

それが、未来の景観をデザインすることだからです。

とりしています。映像を収集するプロジェクトです

が、歴史や景観など様々な要素があります。だから

か、関わっている学生のなかには、景観や映像に強い

興味を持っている学生もいれば、まだいろいろなこと

に興味があってひとつに絞れないという学生もいま

す。私自身、映画を作りながら、元々の専門であった

建築に今でも深く関わっており、領域横断的な活動を

したいと考えているので、学生には、バラバラな興味

をひとつに絞るのではなく、バラバラなまま、しかし

少し整理して全体を俯職して見ることも大事だと伝え

ています。大学時代は自由にいろいろなものを見聞き

して、たくさんの本を読み、多くの人と出会い、豊か

な時間を過ごしてほしいと思っています。
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［センター教員］

［必要科目を修得後、取得できる教員免許状］
□ 中学校教諭一種免許状（美術）　□ 高等学校教諭一種免許状（美術、工芸）　□ 博物館学芸員資格

毛内 嘉威 教授（副学長） Monai Yoshitake
道徳教育／教育方法

大八木 敦彦 教授 Oyagi Atsuhiko
英文学／比較文学／現代詩／文芸

白杉 悦雄 教授 Shirasugi Etsuo
比較文化学／文化史

澤田 享 教授 Sawada Susumu
日本古建築の様式的研究／日本古建築の修復と復元／
日本近代建築の様式的研究

鈴木 司 教授 Suzuki Tsukasa
絵画材料学／絵画表現技法

天貝 義教 教授 Amagai Yoshinori
デザイン史／美学／芸術学

野村 松信 教授 Nomura Matsunobu
情報教育／プログラミング教育／視覚情報処理

金 孝卿 教授 Kim Hyogyung
色彩学／構成学

野々口 浩幸 教授 Nonoguchi Hiroyuki
学校心理学

尾澤 勇 教授 Ozawa Isamu
美術科教育／工芸科教育／
金属工芸（鍛金）による作品制作

志邨 匠子 教授 Shimura Shoko
日本近代美術史／日米美術交流史

井上 豪 教授 Inoue Masaru
東洋美術史

大関 智子 助教 Ozeki Tomoko
日本画

［特任教授］
鎌田 勝
石𣘺 英一
佐々木 晃久
佐藤 淳
佐藤 薫

Liberal Arts Core

美術教育センター

地域社会の発展に
貢献する人材を育成する

美術教育センターは、各専攻で培う専門性の土台となる知

識や教養といった基礎力を養います。本センターの授業は、

「人間と社会のありかたに結び付いた美術の意義を洞察し把

握する力」と「創造的思考を明確に表現し伝達する力」を

養成します。

各教員の研究に裏付けされた美学、美術史、建築史・意匠、

デザイン史、文学、外国語、情報科学、美術教育等の授業

は専門教育を支える強固な基盤となります。また、様々な

指導方法に基づいた講義・演習・実習や教養を深める学び

を通して、学生一人一人の人間性を高め、地域社会の発展

に寄与できる人材を育成します。
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Training camp次世代の美術、工芸教育の担い手を育成する秋美の教職課程

❶ 美術教育で必要な、美大ならではの高い
　 専門的能力を身に付けることができます。

❷ 経験豊かな教職経験者チームが
　 免許取得まで学生を手厚くサポートします。

❸ 東北・北海道の国公立大学の中で
　 中学校・高校の免許取得に重点を置く
　 数少ない大学です。

◉教職入門
授業の内容は、事前指導、観察実習、事後指導から構成されている。

事前指導では附属高等学院等の教員の講話を通して、教職の意義、

守秘義務・人権配慮、授業観察の視点や方法、マナー等について

学ぶ。観察実習では、同学院等へ赴き授業観察を行う。授業観察

後には教員の講話や協議会を通して、教職の役割について理解を

深める。さらに、グループディスカッションを行い、知識や経験

の共有化を図り、レポートにまとめる。

◉学校体験実習１
秋田市内の中学校での参観実習（登校時の生徒の受け入れ、朝の会

や帰りの会の運営、休み時間の教師の対応、授業の展開と生徒への

関わり方などの観察把握）を中核に据えながら、校長講話と事前事

後指導を組み合わせて教員の仕事内容と組織的対応の実情を学ぶ。

◉学校体験実習２
美術科担当教師の講話と事前事後指導を組み合わせ、新学習指導

要領のねらい等を取り入れた指導案作成、授業展開の仕方、生徒

への個別指導等美術科授業のあり方を学ぶ。

◉教育実習事前事後指導
１. 教育実習に必要な知識等と心構え（教育者および社会人として

　 の礼儀、常識等）を学習し、学生の調査指導、ディスカッショ

　 ン等により詳細に準備する。

２. 具体的な指導内容（表現と鑑賞の領域および学習指導要領の理 

　 念・内容）の理解を深めるためにロールプレイング、模擬授業

　 等を行う。

３. 学級経営における集団指導と個別指導について学習する。

４. 実習後の報告会の発表の仕方とそのための準備を理解して教育

　 実習を行う。

５. 実習体験の反省・問題点・成果等について考察し、実習経験の

　 共有化を行う。

◉教育実習１、２
１. 指導教員をはじめとする実習校教員および他の実習生の授業を

　 参観する。

２. 学級運営、学校行事、課外活動等に参加する。

３. 授業実習および研究授業を行う。

◉教職実践演習
１. これまでの学修を振り返り、課題を設定する。

２. 事例研究とグループディスカッションによる表現力、授業力、

　  生徒指導対応力の向上を目指す。

３. 現地調査とグループディスカッションによる教員の職務の理解

　 と役割モデルの構築を目指す。

４. ロールプレイングやディスカッション等による社会性とコミュ

　 ニケーション能力の向上を目指す。

５. 履修カルテの総まとめ、教員免許取得手続きに係るガイダンス

　 を行う。

合宿研修

◉合宿研修
美術教育センターの教職課程において特徴的な

のが、学校体験実習を終えた１年生全員が１泊

２日で行う合宿です。講義やワークショップ、

レクリエーションなどを通して学生たちが教職

に必要な資質を育み、自己研鑽の意識高揚を

図っていくこと。そして、合宿での集団生活を

通じた「絆づくり」「仲間づくり」によって学

生相互の親睦や結束、教員との交流を深めるこ

とをねらいとしています。

３つの特色

教職課程／カリキュラム（１～４年次）

［2019年度 合宿の様子］

Libera l  Arts  Core ／ Curr iculum

１ １日目、演習Ⅰ「教師の資質を考える」では、より良い人間関係づくりのスキル
習得のためブラインド・ウォーク、木とリス、勇気づけの花束などを体験。相手の
気持ちを考えた言動が自らの品格となることを実感。
２ 昼は秋田の郷土料理「きりたんぽ」づくり。味噌たんぽにしたり鍋にしたりと
みんなでお腹を満たしました。
３～４ 午後の演習Ⅱは、中学校での美術科指導を想定した教材づくりのワーク
ショップ「大切な人へ贈る○○」。
５ 出来上がったお互いの作品を鑑賞し合い、コメント。夕食後にはレクリエー
ションを楽しみました。
６～９ ２日目、朝のラジオ体操と朝食の後は、演習Ⅲ「教職への道」で教員採用試
験を想定した集団討議と個人面談に取り組みました。演習Ⅳ「教職の魅力」では車
座になって、教職を目指したきっかけや教員の現役時代の経験などについて教員と
学生が語らいました。

1

4

6

7

8 9

2 3

5

056     L ibera l  Arts  Core Libera l  Arts  Core      057Akita  Univers i ty  of  Art  2021

美
術
教
育
セ
ン
タ
ー

美
術
教
育
セ
ン
タ
ー



ヘンなあなたのフツーじゃない才能を生かせ！

美術大学はヘンな人が多い、と世間ではよく言われ

ます。本当にそうだと思います。

「ヘンな人」とは「フツーじゃない人」ということ

です。普通の人が気付かないようなことに目ざとく気

付き、普通の人は考えないようなことをいつも考え続

け、普通の人には絶対できないようなことをやって世

間をあっと言わせる。それが「ヘンな人」の「フツー

じゃない」才能です。昔から、新しい時代を作った天

才たちはみんな「ヘンな人」でした。

世間のフツーは決して不変ではなく、必ず変わって

いくものです。社会が軌道に乗るとやがて必ず行き詰

まり、新しい変革、いわゆるイノベーションが求めら

れる。ところが社会に適応しすぎたフツーの人にはそ

れを変える発想ができません。いつの時代も、それを

やるのはフツーじゃない「ヘンな人」たちなのです。

考古学者がいうんだから間違いありません。10年後の

社会を作り、支えているのは、他ならぬ皆さんです。

「どう生きていくか」を学ぶ機会に

教職課程では、学校教育について考えながら人間の

成長について学びます。ただ何気なく生きていくより

も、ここで学ぶ知識や体験は必ずこれからの生き方に

プラスとなります。本学の教職課程だからこそ、学べ

ることがあります。専門的に美術について学んで知識

やスキルを身につけるとともに、教職課程で人として

のあり方や生き方を学んで欲しいのです。過去の環境

や体験、そして人との出会いが今のあなたをつくって

います。しかし、これからどう生きていくのか。決め

るのはあなた自身です。過去に縛られることなく、こ

れからの生き方について考えてみる機会にしてみませ

んか。ただ、幸せな生き方に欠かせないのは人間関係

です。その関係性を理解するには、自己理解と自己受

容が必要です。完璧な人間などあり得ないし、相手に

求めることもしない。大きな心の器（寛容力）と心の

野々口 浩幸　Nonoguchi Hiroyuki
美術教育センター教授／兵庫教育大学大学院学校教育専攻生
徒指導コース修了。青森県の高校の日本史教員として授業や
部活動（陸上競技部・硬式テニス部）、生徒指導、教育相談に
情熱を持って当たり、生徒には“熱血”と言われた。体験を
通して生徒を育てたいという思いで学年主任の時に「ハワイ
への修学旅行」「50キロウォーク」等の行事を企画・敢行した。
2018年から現職。

井上 豪　Inoue Masaru
美術教育センター教授／早稲田大学大学院文学研究科博士課
程（美術史専攻）修了。専門は東洋美術史。北京大学考古系
留学、早稲田大学會津八一記念博物館助手を経て2004年に本
学へ赴任。主な研究テーマはシルクロードの仏教美術。

品性（倫理観）が良質な人間関係を築きます。そのよ

うなことを教職課程で学びながら４年間を有意義に過

ごして欲しい。そのような思いを教職課程の教員は

持っています。

美術大学の教職課程で、これだけの人材を持ってい

る大学は他にはないでしょう。学生一人一人に担当教

員がいて、個人面談があり、実習先に出向いてアドバ

イスすることもできます。学生への細やかな対応はも

ちろん、教員それぞれが自分の教員経験を踏まえて思

いを伝えていくことを大切にしたいと思います。

知識から知恵を引き出す知性を身に付けてくださ

い。それを教養といいます。それは「ヘンな人」が存

分に才能を発揮するためのアイテムのようなもの。ど

んな社会でも通用する万能のスキル。興味の対象は何

だって好いのです。誰も思い及ばないヘンなところか

ら、フツーじゃない知恵をいつでも引き出せ、伝える

ことができる。それが美大の教養です。我々一同、全

力でサポートします。

美大では今日も、フツーじゃない学生と先生が、ヘ

ンな話をしながら、フツーじゃない作品作りに取り組

んでいます。そして、ヘンなアナタのフツーじゃない

才能を待っています。ただしキャンパスの外は一般社

会だから、そこだけは気をつけて。
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中国山西省・天龍山石窟にて 秋美近くを流れる雄物川の土手にて



博物館学芸員資格

博物館実習の実務実習では基本的な資料の扱い方、展示、
記録としての撮影の技術、梱包の基礎などを実物や複製
を用いて学びます。

グループワークでは仮想の展覧会を企画し、チラシや冊
子を作成。見学実習では博物館・美術館を見学し、コレ
クションの方針や収蔵方法、展示等について学芸員から
レクチャーを受けます。

中学校教諭一種免許状（美術）
高等学校教諭一種免許状（美術、工芸）

１年次

「教師」という
職業を知る

秋田公立美術大学附属高等
学院や近隣の中学校での授
業観察実習を通して、「教
師」とはどのような職業か
を学びます。また、宿泊研
修では同じ教員免許取得を
目指す仲間たちと活動し、
絆を深め合います。

２年次

美術を教える
ということを学ぶ

実際に中学校・高校の教育
現場で教師の立場に立って
美術の授業を行うことで、
指導展開を工夫しながら生
徒と関わるという本物の授
業を実体験します。介護等
体験実習では、社会福祉施
設と特別支援学校において、
高齢者や障害のある方との
関わりを通して、個人の尊
厳と社会連帯の理念につい
ての認識を深めます。

３年次

いよいよ
教育実習へ

これまでの学校体験実習等
を踏まえて臨む「事前指導」
では、教育実習へ向けた実
践的な準備を行います。指
導案作成や模擬授業など、
実習直前まで教員がサポー
トし、準備が整ったら実習
校の協力を得て、教育実習
に全力を尽くします。

４年次

教職課程の
集大成

教育実習で発見した自分の
課題を広い視野から見直
し、解決していくことで、
４月から教職生活を円滑に
スタートできることを目指
します。そのために、学校
現場で実際に生起する問題
の事例研究や、問題解決の
ディスカッションを通して
これまでの学びを深め、社
会性とコミュニケーション
能力を高めます。

※印は１～４年の間に取得する科目で、専攻に所属が決まってから建築士を目指すことも可能な仕組みです。

図学と製図

建築環境・設備 ※

建築生産 ※

建築法規 ※

建築構造 ※

現代芸術演習（景観デザイン）

空間表現演習１

空間表現演習２

フィールド・スタディーズ
（旧 デザインサーベイ（景観））

空間計画演習

日本建築史１

日本建築史２

景観デザイン演習１（基礎）

景観デザイン演習２（応用）

景観デザイン論

都市デザイン論

空間設計演習１

空間設計演習２

近代建築史

建築材料

建築一般構造

景観デザイン演習３（実践）

［ 二級・木造建築士試験受験資格 指定科目系統図 ］

１年次 ２年次 ３年次 ４年次

取得可能な資格

教職課程

◉資格取得までの流れ

取得可能な資格

景観デザイン専攻

取得可能な資格

博物館学芸員課程

◉生涯学習概論

◉博物館概論

◉博物館教育論

◉博物館資料論

◉博物館資料保存論

◉博物館情報・メディア論

二級・木造建築士試験受験資格

◉博物館経営論

◉博物館展示論

◉博物館実習

て人に伝えることが、主な目標のひとつになります。

そこで、設計図の作成方法を取得するための一助と

して、建築士試験受験資格を取得することが可能な

カリキュラムを編成しました。指定科目を修了した

学生には、卒業後、実務経験を経ることなく二級・

木造建築士試験の受験資格が与えられます。

※建築士の資格を得るためには、本学卒業後、建築士試験を受験
し、合格しなければなりません。

景観デザイン専攻では2018年4月に入学した学生

から、建築士試験受験資格を取得することが可能

になりました。景観デザインのプロセスは「調査

→計画→設計→施工→維持管理」という段階に分
けて考えることができます。対象をつぶさに観

察、調査することでテーマを発見し、企画や構想

を練って計画します。そして、その計画が実際に

建ち現れた姿を思い描きながら、設計図を作成し
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上：舞踏家・池宮中夫氏によるアーツ＆ルーツ専攻のワーク
　　ショップ。学生は２日間に渡り、言葉や思考を超えた身体
　　の存在や感覚と向き合いました。
下：自分の身体と向き合った表現を続ける片山真理氏による
　　アーツ＆ルーツ専攻講評会。

［特任教授］

官能 右泰　秋田公立美術大学特任教授

高嶺 格　　多摩美術大学教授

［特任准教授］

岩瀬 浩介　株式会社ブラウブリッツ秋田代表取締役社長

● 特任教員

● 客員教員

Visiting Lecturers

客員教員・特任教員

世界・全国で活躍する
著名人に学ぶ

秋田公立美術大学では、国内外を舞台に様々な領

域を超えて活躍するアーティストやデザイナー、

プロデューサー、キュレーターらを客員教員、特

任教員、学外講師として迎え、各専攻における講

義や講評、ワークショップ、一般参加も可能な講

演会などを行っています。多彩な教授陣からの学

びは、学生にとって夢に向かうための大きな刺激

となっています。
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［客員教授］

陣内 秀信　法政大学江戸東京研究センター特任教授

芦沢 高志　P3 art and environment 統括ディレクター

高階 秀爾　大原美術館館長

田中 直人　放送作家、プロデューサー

中村 政人　東京藝術大学美術学部教授

［客員准教授］

鞍田 崇　　明治大学理工学部准教授



【 芹沢 高志 】
景観デザイン専攻・大学院共同イベントでは、
数々のアートプロジェクトに関わる芹沢高志
氏との公開座談会を開催。芹沢氏による総評、
学生とのディスカッションなどを展開。

【 鞍田 崇 】
ものづくりデザイン専攻のゲストは、哲学者・
鞍田崇氏。「これからのものづくりはどこに向
かうのか？」「良いものって何？」など学生が
日々制作しながら悩んでいることについて相
談に乗ってもらう充実した時間となりました。

ビジュアルアーツ専攻の卒業制作で
は袁廣鳴氏と津田大介氏が講評。

【 村松 秀俊 】
コミュニケーションデザイン専攻で
は電通のアートディレクター・村松
秀俊氏を迎え、「デザイン・広告業界
で生き延びるには？」を開催。

【 津田 大介／相馬 千秋 】
あいちトリエンナーレ2019で芸術監督を務め
たジャーナリスト・津田大介氏、アートプロ
デューサー・相馬千秋氏をゲストに迎えたビ
ジュアルアーツ専攻・大学院共同主催イベン
ト「芸術は今後、いかに観客を信頼できるの
か」。芸術作品を発表する上で作家・運営はど
のようなアプローチが可能か、刺激的な内容
となりました。

【 長谷川 新 】
キュレーター・長谷川新氏によるアー
ツ＆ルーツ専攻４年前期の最終講評。

【 袁廣鳴（ユェン・グァンミン） 】
台湾を代表するアーティストでドローンを駆
使した映像インスタレーション作品が世界的
に知られる袁廣鳴（ユェン・グァンミン）氏。
自身の創作活動や台湾アートの状況などを話
した特別講義のほか、ビジュアルアーツ専攻
では台湾の美術大学の学生作品との比較や講
評などが学生たちを刺激しました。

【 是恒 さくら 】
アラスカで先住民芸術を学び各地の捕鯨、漁
労文化についてフィールドワークを行い、刺
繍やリトルプレスなどさまざまな表現方法で
作品を発表する是恒さくら氏を迎えて。

【 片山 真理 】
自身の身体と向き合い、写真や手芸、
インスタレーションなどさまざまな
表現を展開するアーティスト・片山
真理氏。

【 豊嶋 秀樹 】
2019年度のアーツ＆ルーツ専攻では、半年間、
特任教授・豊嶋秀樹氏と共に活動。石巻で行っ
た合宿では、豊嶋氏がキュレーターを務める
「Reborn-Art Festival 2019」のプロジェクトに
参加。学生たちは地域でプロジェクトが進展し
ていく様子や、その準備や仕掛けといった裏側
を体験。

１年を通してキャンパスに多彩なゲストを迎える
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秋田公立美術大学卒業・修了展2020では各専攻が各界からゲストを迎え、
イベントを開催。卒業制作の講評の他、芸術について、デザイン・広告についてなど
トークやディスカッションを繰り広げました。



秋田公立美術大学のキャンパスは日本海と雄物川、大森山の自然に恵まれた豊

かな環境に立地します。この新屋地区に昭和初期に建設された8棟の旧国立農

業倉庫棟（国登録有形文化財）のうち7棟が、現在、キャンパス内に「アトリ

エももさだ」として活用されています。金属、木、漆、陶、染、ガラスなど多

岐に渡る分野の工房のほか、ギャラリーや多目的ホールなどを配置しています。

シンボル的なタワーが目を引くアトリウム棟・講義棟では、マルチメディアを

活用した講義や講演会に使用する大講義室をはじめ、効率的に語学学習ができ

るCALL室、講義時間以外は自由に作品制作ができるコンピュータ室などが充

実しています。学外では、「空き家レジデンスプロジェクト」の一環として、

地域の方々から借用した空き家を「アラヤイチノ」「新屋NINO」「あらやさん」

として学生や教員が行うイベントに活用。学生は地域と関わり、地域に育まれ

ながら日々、制作を続けています。

アラヤイチノ 新屋NINO

Campus Map

キャンパスマップ

講義棟・アトリウム棟

管理棟

大学附属
図書館

正門

レストハウス
（食堂・売店）

研究棟 研究棟

プレハブ棟

サークル棟 彫刻実習棟

プレハブ棟

秋田公立美術大学附属高等学院

大学院棟

実
習
棟
C

実
習
棟
B

実
習
棟
A

創
作
工
房
棟

アトリエももさだ

体育館

グラウンド

◎講義棟・アトリウム棟

講義室
大講義室
コンピュータ室
CALL室
スタジオ
ウェブデザイン室
イラストレーション室
パッケージデザイン室
グラフィックデザイン室
絵画実習室
塗装実習室
漆風呂室
漆実習室
織実習室
染色実習室
糸染め室
キャリアラウンジ
保健室
美術教育センター

◎実習棟

［実習棟A］
塗装室
景観デザイン演習室
景観デザイン実習室
モデル制作室

◎アトリエももさだ

［工芸体験棟］
木工工芸実習室
金属工芸実習室
造形実習室
ガラス工芸実習室
繊維工芸実習室
［ギャラリー棟］
会議室
収蔵室
作品展示室
市民ギャラリー
［地域交流棟］
多目的ホール
レストコーナー蔵詩・厨房

◎プレハブ棟

［北棟］
授業スペース１・２
器具・倉庫１
［南棟］
学生制作スペース
器具・倉庫２
作品倉庫

◎大学院棟

院生室
作業室
会議室

◎その他

［創作工房棟］
ビジュアルアーツ構想室
ビジュアルアーツ準備室
立体・インスタレーション室
ミーティングルーム
制作室１・制作室２
助手控室

素描室
彫塑実習室
彫塑準備室

［実習棟B］
彫金実習室
金工機械室
金工仕上室
金工着色塗装室
金工準備室
鋳物場

木工塗装室
鋳金実習室
ガラス実習室
ガラス準備室
石膏造形室

［実習室C］
木工機械室
木工実習室
木工準備室

陶芸実習室
ガラス加工室
ガラス成形・窯室

［彫刻実習棟］
造形室
木彫室
彫刻準備室
石彫室

［サークル棟］
学生共用室

秋
田
市
新
屋
図
書
館
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本学では４つの基本理念のひとつに「秋田から世界

へ発信するグローバル人材を育成する大学」を掲げ、

開学以来、海外の大学との交流協定を締結するため

教員を中心に現地調査を行っています。学内の国際

交流事業をより充実した体制で支援するため、2017

年に国際交流センターを設置し、専任スタッフを配

置するなど国際交流を支える体制を強化しながら、

交流協定の締結と留学プログラムの整備を進めてい

ます。

そのほかにも、海外の大学とのプロジェクトを通じ

た学生交流や、海外での作品発表や学術研究活動の

支援、実践的な英語力を身に付けるための英会話サ

ロンなどを開設。

また、学生が、海外の大学や研究機関が開催するプ

ロジェクトなどに参加する場合は、経費の一部を補

助する助成制度を設け、意欲のある学生の国際交流

を支援しています。

国際交流協定締結校
□台南應用科技大学（台湾）
□リンショピン大学（スウェーデン）
□バンドン工科大学（インドネシア）

2019年度国際交流事業
□林成發先生（台南應用科技大学）講演
□シャルミラ・サマント先生（シヴ・ナダール大学）講演
□アントニー・シェルトン先生（ブリティッシュコロンビア
　大学人類学博物館館長）講演
□リンショピン大学教員による講演・ワークショップ
□リンショピン大学学生２週間短期プログラムの開催
□ポズナン経営大学研究生による本学訪問
□国際ワークショップ（October School）に参加
□English Salon（集中講座）、English Hour（英会話活動）
□2019年度短期留学助成金制度利用者による報告会

秋田公立美術大学留学等助成金
海外の大学および研究機関等で行う留学やアートプロジェ
クト、ワークショップ、ボランティア等への参加にかかる
経費の一部を補助します。

［2019年度の助成事例］
□Pilchuck Glass School（アメリカ・シアトル）
□Alter-Shelter5（インドネシア・スラバヤ）
□「Tri-U-2019」（中国）
□ヴェネチア・ビエンナーレスタディツアー（イタリア・
　ヴェネチア）

International Exchange Center

国際交流センター

秋田と世界をつなぐ

上：芸術人類学者アントニー・シェルトン氏とのフィールド　
　　ワークでは、鳥海山や男鹿半島、県立博物館などで土地に
　　息づく民俗や歴史を巡りました。（2018年度）
下：アントニー・シェルトン氏による講演会
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国際交流協定校からの留学生が
ガラスと漆を体験

国際交流協定校であるリンショピン大学（スウェーデ

ン）のマルムステン家具研究所２年の学生が訪れ、約

２週間、ものづくりデザイン専攻にてガラスと漆の

ワークショップを体験しました。漆では「八つ橋」の

図を蒔絵と螺鈿で表現。センの木を使って拭き漆のサ

ンプル制作も行いました。リンショピン大学は公立の

総合大学で、北欧家具デザインで有名なカール・マル

ムステンの名を冠したマルムステン家具研究科は木

工、家具製作、デザイン分野を専門とした専門性の高

い教育機関です。

アートプロジェクト、スタディツアー、
ボランティアなどの短期留学を支援

秋田公立美術大学では、長期休暇などを利用した留学

や海外でのアートプロジェクト、ワークショップ、ボ

ランティア等に参加する学生に対して、渡航費等の一

部を助成する助成金支給制度を実施しています。2019

年度はヴェネチア・ビエンナーレ スタディツアー、

インドネシア・スラバヤでの国際ワークショップ、

アメリカ・シアトルのガラス工房など世界各国に短

期留学。その模様を学生それぞれが報告会にて紹介

しました。

上：服部浩之准教授と石倉敏明准教授が参加する第58回ヴェネチア・ビエ
　　ンナーレ国際美術展の日本館展示の見学をメインに各国の展覧会を
　　巡ったスタディツアー。

下：インドネシア・スラバヤでの国際ワークショップに参加。「Migrant 
　　Matter（越境するものたち）」をテーマに、ワークショップでは現地
　　の庶民が暮らす都市集落でのフィールドワークやレクチャー、視察、
　　ディスカッション、プレゼンテーションを通して都市とアートの可能
　　性を探りました。

専任スタッフによる実践的な英語活動

国際交流センターでは、スタッフがランチタイムを利

用して開く「English Hour」や、英語による発表・ディ

スカッションなど実践的な表現を練習する「ぺちゃく

ちゃ Night」などを開催。気軽に言葉を交わしながら、

英語でのコミュニケーションを学びます。

国際ワークショップ
「オクトーバー・スクール」に
日本から唯一参加

「パブリックアート」を巡る美術教育の実験場として、

インドやメキシコ、スイス、南アフリカ等、世界各国

の美術系大学の学生が一堂に会する国際ワークショッ

プ「オクトーバー・スクール」（October School）に、

2019年度は日本からは唯一、秋美の教員と学生が参加

しました。社会実践に関わる様々なレクチャーや専門

家による市内ツアー、フィールドワークによって人種

や文化が違う学生たちが世界情勢に沿った作品（プロ

ジェクト）プランを発表し合いました。

秋美では、「オクトーバー・スクール」創立者の一人である芸術家・

キュレーターのシャルミラ・サマント氏（シヴ・ナダール大学美術・

舞台芸術学部准教授）を迎えて「オクトーバー・スクール報告会」

を開催。サマント氏の芸術活動の紹介や、参加教員と学生のディ

スカッションなどを行いました。

芸術人類学者アントニー・シェルトン氏
特別講義「アステカの芸術と哲学」

ブリティッシュ・コロンビア大学附属人類学博物館館

長であり芸術人類学者のアントニー・シェルトン教授

を2018年度に続き2019年度も迎え、講演会を開催。

"Aztec Art and Philosophy"（アステカの芸術と哲学）

と題して、16世紀の宗教思想と1980年代に調査を実施

したウイチョル族の人々の思想を比較することによっ

て、時代に流れる芸術思想を語りました。

「アステカの芸術と哲学」について講演する
アントニー・シェルトン氏

オクトーバー・スクールに参加した学生と教員による報告会。

English Hour

リンショピン大学（スウェーデン）からの留学生が
ガラスと漆を体験。
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入学から卒業までのきめ細かい
キャリア支援で学生のニーズに応える

2019年度の実績Career Center

キャリアセンター

［１. キャリア教育］
「キャリアデザイン１」（２年生対象）では、自らの
進路を設計するために、社会が求める人材や、業界・
職種について理解を深めながら、キャリアデザイン
の基礎知識を習得します。また、各専攻のキャリア
デザイン事例を聴講し、自身の進路の可能性を広げ
ます。「キャリアデザイン２」（３年生対象）では、
「キャリアデザイン１」で形成された自身の進路選
択に対応する実践的な内容を学び、個々人で行動で
きるための知識とノウハウを習得します。さらに、
国内外で活躍中の各分野のエキスパートによる講義
を受講して、卒業後の人生を具体的に、俯瞰的に観
察し創造していく力を醸成します。「インターン
シップ」では、自らの将来のキャリアに関連した企
業の就労体験や希望する業種の実務体験を通して、
実社会において社会人として求められる素養を学び
ます。インターンシップ報告会に参加し、他の学生
の実習先での経験を聞くことで、多様なキャリアを
知る機会も得られます。

［２. 各種ガイダンス］
就職に関する基礎的な理解を深め、より実践的な知
識を得るため、様々な分野の講師を招いてガイダン
スを行うとともに、「業界研究セミナー」や「学内
企業説明会」を開催して企業担当者を招き、実際の
活動・業務内容の説明を行います。

［３. 新規企業開拓］
美術・デザインに関連する企業を訪問するとともに、
各地域で開かれる合同説明会や見本市等に参加し、
企業担当者と面接して新たな求人の開拓を行ってい
ます。

［４. 各種カウンセリング］
就職支援スタッフが常駐して進路・就職に関する相
談に対応するとともに、外部講師によるカウンセリ
ングやポートフォリオの個別指導を行っています。

［５. 学生への情報提供］
キャリアラウンジでは、学生が自由に気楽にパソコ
ン検索や求人情報などを収集することができます。
また、スマートフォンで求人・説明会情報やイン
ターンシップ情報が得られるシステムを導入して学
生への情報収集の利便性を高めています。

［主な進路先］

◎企業等／（株）アートシステム、（株）アウトソーシングテクノロ

ジー、秋田印刷製本（株）、あきたプリン亭、（株）アドウェイズ、

（株）アマナフォトグラフィ、（株）アレクト、（株）伊藤染工場、いわ

て生活協同組合、（株）石見銀山生活文化研究所、絵所茂木、（株）エ

ル、（株）オフィス２１、（株）オルト、（有）カイカイキキ、（株）鹿児

島建設新聞、（株）叶 匠壽庵、（株）カフェレオホールディングス、

（有）カントリーガーデン、（株）クリエイティブスタッフ、（株）ゲ

オホールディングス、元気（株）、公立大学法人秋田公立美術大学、

（株）Kotori works、里山のカフェににぎ、（株）サンワ、（株）See 

Visions、（有）白石木工、（株）ジンズ、綜合システム開発（株）、

DCMホーマック（株）、（株）手紙社、（株）トラストネットワーク、

トランスコスモス（株）、（株）ドリームリンク、（株）NIXE、（有）萩

原製作所、ハコレコドットコム（株）、（株）弘前公益社、プラチナ

ゲームズ（株）、（株）北海道畜産公社、（株）松橋設計、mimiGraph

企業組合、むつみ造園土木（株）、六三ビジネスフォーム（株）、（株）

メルデジタル、Y.A.P（有）石垣プロダクション、ライム、（株）わら

び座、（株）ワンスター

◎公務員・教員／秋田県立大曲支援学校せんぼく校、群馬県教

育委員会、航空自衛隊

◎進学／愛知県立瀬戸窯業高等学校専攻科、秋田公立美術大学大

学院、上越教育大学大学院、情報科学芸術大学院大学、多治見市陶

磁器意匠研究所、東京藝術大学大学院、武蔵野美術大学大学院

美術学部進路決定率　89.4％

学生のキャリア教育をより充実した体制で支援す
るため、2017年４月にキャリアセンターを設立し
ました。企業、教員・公務員、作家・起業、進学・
留学など学生の多岐にわたるキャリア選択に対し、
１年次からキャリアセンターを中心に教職員が連
携して、学生個々の志望に応えられるよう相談に
応じながらキャリア形成のプランニングを支援し
ています。
キャリア教育科目を配当し、現場で活躍している
外部講師による講話や、エントリーシート、面接、
企業研究等の指導を行うほか、インターンシップ
先の開拓や教育実習・試験対策などのサポートを

学生の将来の進路（キャリア）への意識を早期から醸成し、
多様なキャリア形成のために適切な支援を行います。

行います。加えて、学生個々のキャリア活動に関
する状況を把握し、活動の方向性や段階に応じた
アドバイスを提供。また、キャリアに係るカウン
セリングなどを受けられるラウンジをオープンし、
企業からの求人票をはじめ、業界・企業を理解す
るためのガイドブックや就職対策に関する資料が
閲覧できる場を設けています。
進路の適性診断プログラムを導入し、診断結果を
キャリア形成に役立てることができます。

072     Career  Center Career  Center      073Akita  Univers i ty  of  Art  2021

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー



Arts Center Akita Akita University of Art  Satellite Center

秋田公立美術大学
サテライトセンター

秋美の教員や助手、学生の研究・制作の成果発表

の場として、また、大学のサテライトとして広報

の機能を担うのが秋田公立美術大学サテライトセ

ンターです。ギャラリーでは美術やデザイン、も

のづくり、建築、映像、プロジェクトなど様々な

分野の取り組みや卒業生の活動を展覧会形式で発

表。AKIBI ARTs MARKETでは学生作品の展示

販売会をするなど大学をより身近に感じてもらう

取り組みをしています。

デッサンルームは、学生や卒業生の共同アトリエ

でもあります。ここではデッサン初心者から経験

者まで中高生が自習スタイルで利用できる素描

Lab、中高生の基礎力を高めるデッサンスクール、

小学生と一緒に“つくること”を楽しむワーク

ショップなども開催。地域にひらきながら、学び

の場、感性を育む場として機能しています。

［アトリエももさだ］
アーツセンターあきたの拠点。秋田公立美術大学の教員や学
生が日々の制作・研究に活用し、新たな活動やプロジェクト
を生み出すラボ的な役割を担います。1997年に建設された旧
国立農業倉庫棟の８棟は国の登録有形文化財。

まちに驚きと
発見を生み出す

デッサンスクールやアートスクール、
卒業生シリーズで

秋美を地域にひらく

卒業生シリーズ　永沢碧衣展「回遊の記憶 migration」／こどもアートLab

AKIBI ARTs MARKET

教員や助手、卒業生をLabリーダーに迎えて開催するアート・ワークショップ
「こどもアートLab」は、毎回、さまざまな“つくること”を楽しむ場です。

NPO法人
アーツセンターあきた

秋田公立美術大学が2018年に設立したNPO法人アーツセ

ンターあきたは、秋美の多彩な教授陣が展開している

数々のプロジェクトや研究成果といったリソースと地域

をつなげようと、アートとデザインを用いた新たなプロ

ジェクトに取り組んでいます。目指しているのは、市民

にアートとデザインをより身近に感じてもらい、「まち

に驚きと発見を生み出す」こと。大学に集積された「知」

を活かして、企業や行政との産学官連携事業をはじめ、

展覧会や公開講座、アートスクールといった教育事業を

行っています。なかでもインストール・ワークショップ、

展覧会ゼミ、ワークショップなどは、学生に積極的に参

加してもらうことで学びの一助となっています。

● 秋田市内3つの拠点

アーツセンターあきたが拠点としているのは、キャンパ

ス内にある旧国立農業倉庫棟を改築した「アトリエもも

さだ」、CNA秋田ケーブルテレビ社屋内の秋田公立美術

大学ギャラリー BIYONG POINT（ビヨンポイント）、

JR秋田駅西口の商業施設フォンテAKITA６階に位置す

る秋田公立美術大学サテライトセンターです。この３カ

所を拠点として、教育、広報、そして地域連携事業を進

めています。
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秋田公立美術大学ギャラリー「BIYONG POINT

（ビヨンポイント）」は、CNA秋田ケーブルテレビと

秋田公立美術大学が共同で運営するホワイトキュー

ブギャラリーです。大学の研究・教育成果を県内外

に発信する拠点として教員・助手や招聘作家による

展覧会を開催してきました。アーツセンターあきた

が運営を担い、実験的な展覧会やプロジェクトを企

画するとともに、より芸術に親しむ機会としてエ

デュケーション・プログラムを実践しています。こ

れらBIYONG POINTにおける展覧会の企画や設営・

撤収作業、トークイベントの運営には、秋美の学生

も参加。実際にアーティストと関わりながら、学生

それぞれの表現活動やキュレーション、マネージメ

ントについて、実践を通じて学びを深めています。

BIYONG POINT

秋田公立美術大学は、高校生が考える「超おもしろ

い合宿」の公募事業を開催しています。全国の高校

生からこんなことしてみたい！という合宿のプラン

を募集し、書類審査を通過したチームには合宿補助

費30万円を支給。各界で活躍する審査員からのアド

バイスや、アーツセンターあきたのサポートを得て、

秋田をフィールドに各々の「超おもしろい合宿」に

挑戦します。

「高校生クリエイティブキャンプ2019」では、長野、

鹿児島、兵庫、秋田の４団体がそれぞれのプランを

秋田県内で実践。審査の結果、グランプリは秋田の

夜の長さに注目した合宿を企画した夜光星（エクセ

ラン高等学校／長野県）が受賞しました。各団体に

は、秋田公立美術大学の学生がサポーターとして同

行し、企画の進行やSNSを通じた活動内容の発信を

支援。また、教員の指導を得て、活動の様子を写真

や動画におさめ、ウェブで公開。高校生が秋田を楽

しむ様子を同時進行で伝えました。

高校生
クリエイティブキャンプ

実験的な展覧会や
プロジェクトを展開

佐藤朋子「MINE EXPOSURES/鉱山の露光」

フィールドワークをベースに複合的な表現を炸裂させた
「七福神漬けNEO」。

2019年は秋田が日本一夜が長いことに着目して活動した
「夜光星」がグランプリを受賞。

「民藝」の周縁をめぐる「アウト・オブ・民藝｜秋田雪橇編 タウトと勝平」
撮影：草彅 裕

２つの土地を“うた”でつないだ磯崎未菜「singing forever 高砂」

高校生のやってみたい!を
応援「超おもしろい合宿」

Akita University of Art
Gallery U18 Creative Camp

http://u18cc.jp

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た
　
　
　B

IY
O
N
G
 PO
IN
T

ア
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
あ
き
た
　
　
　
高
校
生
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
プ

076     Arts  Center  Akita ／ BIYONG POINT Arts  Center  Akita ／ U-18 Creat ive  Camp     077Akita  Univers i ty  of  Art  2021



Community Outreach

Chapter 2



Report:01

ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展で、
服部准教授キュレーションの展覧会

展示風景：下道基行による映像《Tsunami Boulder》と、安野太郎によるバルーンとリコーダーの様子　撮影：ArchiBIMIng（写真提供：国際交流基金）

石倉敏明による神話物語が刻み込まれた壁（部分）
撮影：ArchiBIMIng（写真提供：国際交流基金）

安野太郎《COMPOSITION FOR COSMO-EGGS “Singing Bird Generator”》（部分）
撮影：ArchiBIMIng（写真提供：国際交流基金）

『 Cosmo  Eggs　宇宙の卵 』
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イタリアの島都市ヴェネチアで120年の歴史を刻

む芸術の祭典「ヴェネチア・ビエンナーレ」。

2019年5月から11月にかけて開催された第58回

ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展では、

秋田公立美術大学大学院複合芸術研究科およ

びアーツ＆ルーツ専攻・服部浩之准教授の

キュレーションのもと、日本館展覧会として

『Cosmo-Eggs｜宇宙の卵』が開かれました。同

研究科・同専攻の石倉敏明准教授も作家の一人

として参加しています。

『Cosmo-Eggs｜宇宙の卵』では、各地に伝わる

卵から世界が生まれたという「宇宙卵（Cosmic 

egg)」の創世神話などに触発され、人間／非人

間の共生や、複数の神話／歴史の共存という主

題を描き出しました。本展は「協働」も重要な

要素であり、美術家、作曲家、人類学者、建築

家という異なる専門分野で活躍する４人のアー

ティストが集団（コレクティブ）で取り組むこ

とで、複数の思考や共生の在り方などを探究。

また制作過程を通じた作家同士の触発による新

たな創造もテーマのひとつとなりました。

日本館の展示会場にはアーティスト・下道基行

氏による映像《Tsunami Boulder》が映し出され

ました。音楽家・安野太郎氏

によるオレンジ色のバルーン

からリコーダーへと空気が送

り出され、リコーダーは空間

に音を響かせます。「私たちは

どのような場所で、どのよう

に生きることが可能か」と

いう問題意識を背景として、

下道氏が調査と研究を続けている津波石の映像

が展覧会の起点となりました。大津波によって

海底から陸上に運ばれた巨石は世界各地に散在

し、人は名付け、時に信仰の対象とし、渡り鳥

のコロニーや虫の棲み家となり、災害の記憶を

留めながらも自然と文化が混ざり合った景観を

形成してきました。隕石にも、巨大な卵のよう

にも見えるこの津波石の映像を軸とし、そこに

音楽やことばが建築空間で重なりあうことで、

人を含めた多様な生物／無生物が共存する生態

系（エコロジー）を模索します。人はいかに動

植物や土地と関わり、生きていくのか。地球と

いう生態系における人間存在そのものに迫り、

人間と非人間の共存や新しい暮らしの在り方な

どを問う試みとなりました。
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ジュラシック・プラスチック

JURASSIC PLASTIC

「旅」を通したリサーチやワークショップで「地域」を問い直す

AKIBI複合芸術プラクティス「旅する地域考」は、秋田公立美術

大学大学院複合芸術研究科が展開する滞在型ワークショップ・プ

ログラムです。秋美に所属する教員をはじめ、国内外からユニー

クな講師を招いて実施するアートマネジメント人材育成事業であ

り、秋田を巡り歩く参加者の経験とアート領域の視点を重ねて考

察し、それぞれの「次なる旅」を企画・提案します。

プロジェクトは岩井成昭教授が統括。年間２回にわたり、多様な

受講者の「旅」という行為を通してリサーチとワークショップを

実施しました。2019年度の夏編のテーマは「辺境を掘る」。北東

北の内陸部に位置する鹿角市、小坂町周辺を旅してその地勢や天

然資源、それらと深く結び付いた文化や生活に触れながら参加者

は自身の「旅」を思考していきました。「旅」とは、実際に身体

を移動させる「旅」であると同時に、参加者自身が今後計画し、

実践する表現活動や社会への提案でもあります。夏編では「表現

者の視点を共有する」として企画者の育成を、鳥海山の麓に位置

するにかほ市・由利本荘市を巡った冬編「辺境を酌む」では「地

域に還元する」として、創造的な視点を活かした運営者、実践者

を育成することを目的に進行しました。身体を移動させながら思

考することで、参加者それぞれの可能性は広がっていきます。

捨てられるおもちゃの交換システム「かえっこ」

をはじめとしたプロジェクトや、面白い部活や

「部室をつくる」などのちょっと変わったデモン

ストレーションを全国各地で試みているのが、

アーツ＆ルーツ専攻の藤浩志教授。2018年には

シドニー・フェスティバル、2019年にはタイの

チャンチュイ・クリエイティブパークにて、捨

てられたおもちゃを使った「ジュラシック・プ

ラスチック」を展開しました。

会場となったチャンチュイ・クリエイティブパー

クは、タイのデザイナーであるソムチャイ・ソ

ンワタナー氏が「役に立たないものはない」と

いうコンセプトのもと、廃材や使われなくなっ

た物を使うことで生まれ変わったユニークな場

所。一方、家庭で排出されるビニールやプラス

チック素材に違和感を抱いていた藤は1997年か

ら、使われなくなったプラスチック製品やおも

ちゃを集め始めました。要らなくなったおも

ちゃを子どもたちが持ち寄り、物々交換をする

「かえっこ」は現在、環境、防災、教育など様々

なアプリケーションを生み出す仕組みにもなっ

ています。

大量消費され、大量に捨てられ、深刻な環境問

題を引き起こしているプラスチックのおもちゃ

を使った「ジュラシック・プラスチック」では、

交換されずに残り続けたおもちゃから制作され

た恐竜などのオブジェや、プラスチックの小さ

な破片を色分けした集合体などのインスタレー

ションが多くの人を惹き付けました。



秋田県能代市と秋田公立美術大学は、能代市の

中心市街地に増える空き店舗・空き家・空きス

ペースといった地域資源の今後の活用の可能性

を探ろうと、行政や地域の企業が連携した実証

実験を始めました。

プログラムの舞台は、「木都」と称されるほど

木材産業で栄えた能代市。中心市街地に増え

る空き家等のスペースについて、景観デザイ

ン専攻の教員・助手らで構成されるチームと

能代市で木工家具・雑貨を製作する湊哲一氏

（KUMIKI PROJECT）、能代市役所の担当者ら

が協議を重ね、「スペースづくり」ではなく「ス

ペースづくりのためのプログラム」に関する実

証研究として進めることになりました。今後も

増え続けるであろう空き家が地域でどのように

利活用できるかを探る研究です。

実証研究第１弾は、かつて本屋だった旧鴻文堂

が舞台。ここを、高校生を中心とした若い人々

が使う場にしていこうとスタート。小杉栄次郎

教授、井上宗則助教、船山哲郎助手らが、新し

い物事が生まれる場をつくる“要素”に焦点を

当てて高校生にレクチャー。その後、秋美の学

生が制作した旧鴻文堂の模型を見ながら、「どの

ような利用が可能か」「どのような運営が可能か」

についてアイデアを出し合いました。それぞれ

のテーブルには進行をサポートするために、秋

美の学生がファシリテーター役として参加しま

した。これらの意見をもとに、旧鴻文堂を新し

いスペースに生まれ変わらせるためのDIYワー

クショップを開催。秋田プライウッド株式会社

から提供を受けた木材などを使い、床張りやテー

ブル制作などの作業によって高校生の手による

自分たちの新しいスペースが作られていきまし

た。行政と地域の企業、高校生が連携しながら

進めたプログラムによって、かつての本屋が高

校生など若者の居場所に生まれ変わる実証実験

がスタートしています。

クトです。きっかけは、代表を務める景観デザ

イン専攻・石山友美准教授が新屋地区にある旧

黄金井酒造の記録映像撮影をした際、明治期に

建造された内蔵で70年近い時を経た８ミリフィ

ルムが発見されたことでした。今、若い世代で

も、インスタグラムやフェイスブックなどの

SNSとはまた違う発信メディアとして、フィル

ムの質感が注目されています。８ミリフィルム

の上映会や映像制作ワークショップを通して、

様々な展開の可能性やアーカイブの在り方など

を今後、模索していきます。

過去の出来事や土地の風土を現在に伝える歴史

資料の中でも、映像は説得力を持つ、貴重な資

料です。特に昭和30年代に家庭用に普及した８

ミリフィルムは、昭和50年代頃まで多くの人々

の暮らしの営みやまちの風景を記録してきまし

た。しかし現在、映像技術のデジタル化に伴い、

フィルムの存在は忘れ去られていこうとしてい

ます。

秋田公立美術大学、新屋参画屋、フォニーピク

チャーズ、秋田市の４者で構成される「秋田８

ミリフィルム・アンソロジー」は、この散逸、

消失の危機にある８ミリフィルムを改めて見つ

め直し、秋田県内から集まった８ミリフィルム

をまちの共有財産として保存、活用するプロジェ
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あそび×まなびのひろば－杉迷路－

秋田公立美術大学と附属高等学院による壁画制作

大森山動物園と秋田公立美術大学は、アートで

の動物園活性化を目指して様々な連携企画に取

り組んでいます。連携の始まりは、コミュニ

ケーションデザイン専攻・べ・ジンソク准教授

を中心とした2012年の「Arts Street プロジェ

クト」（動物園アクセス道路へのイラストボード

設置）や2013年のイメージキャラクター「オモ

リン」のデザイン制作などでした。2015～2017

年には動物園内でアート作品の展示やイベント

を行う連携事業「大森山Arts＆Zoo」へと発展。

2018年からは大森山公園や新屋地区にも活動範

囲を広げた「大森山アートプロジェクト」がス

タートしました。

2019年度は、学生によるワークショップ「Zoo 

de 工作」や壁画制作、杉迷路、「彫刻の森」の

清掃やガイドツアーなどを実施しました。野外

に彫刻作品を設置して40年余り経つ「彫刻の森」

では、風化が進む彫刻作品の数々を再生しよう

とアーツ＆ルーツ専攻・皆川嘉博准教授監修の

絶滅危惧種・ユキヒョウのリヒトを彫刻に

もと、清掃・補修ワークショップを開催。作家

と学生らの手によって作品が鮮やかに生まれ変

わりました。

この「彫刻の森」の杉木立の一角には、期間限

定で「あそび×まなびのひろば－杉迷路－」が

誕生しました。杉迷路は遊びのなかで学び、学

びのなかから新たな遊びを作る創造的な広場を

作ろうとアーツ＆ルーツ専攻・村山修二郎准教

授が企画。地域プロジェクト演習を履修してい

る学生が「彫刻の森」にある杉林の地形をもとに、

景色を生かした「杉迷路」をデザイン・構成し

ました。杉迷路の材料は、麻布や麻縄、麻紐の

ほか、杉木立の杉の枝や葉など現地で調達した

自然素材です。枝葉を重ねて麻布で覆ったクッ

ションや、杉の木と木の間にはハンモック、麻

布を帯状にめぐらせた迷路など自然に還る素材

を使ってさまざまな仕掛けを制作。大森山の空

気、木漏れ日、鳥の鳴き声、木や土の香りが感

じられる広場となりました。

大森山動物園と秋美の連携事業で、
公園一帯がギャラリーに

国際スキー連盟（FIS）主催のFISフリースタイルスキーワールドカップ秋田

たざわ湖大会では、学生のイラスト・デザインによるポスターやパンフレット

がゲレンデを彩りました。浅田萌さん（コミュニケーションデザイン専攻卒

業）のイラストと加藤いずみさん（コミュニケーションデザイン専攻卒業）の

ロゴを昨年に引き続き採用。昨年のストーリーの続きとして、モーグル選手で

ある美しいヒロインの躍動感あふれるイラストが目を引きました。

凛としたモーグル選手のイラストが美しい

FIS フリースタイルスキー
ワールドカップ 秋田たざわ湖大会
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大森山アートプロジェクト
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JR 観光プロモーションで

学生が “石炭” の記念グッズ制作

君の想いをのせて、

「卒業メモリアルトレイン」を運行

ります。学生たちが手描きした桜の花びらが床

面を埋め尽くし、まるで満開の桜の下に降り立っ

た気分に。見上げると目に留まるメッセージは、

全国から「卒業という人生の節目」を迎える大

切な人に宛てた「卒業メッセージ」の数々です。

両親への感謝の言葉や、後輩から先輩へのはな

むけの言葉などメッセージを手書きで書き起こ

し、車内のポスターにレイアウトしています。

なかには秋田出身のシンガーソングライター高

橋優さんによる手書きメッセージも。

また、卒業メモリアルトレインが運行された男

鹿線を結ぶ秋田駅と男鹿駅には、卒業をテーマ

にした黒板アートを設置。制作は秋田公立美術

大学の学生に加え、秋田公立美術大学附属高等

学院の生徒16人が参加して丹念に仕上げました。

様々な色のチョークを用いて桜と菜の花、チュー

リップが咲き誇る風景を描き上げ秋田駅と男鹿

駅をつなぐ「遠く離れても、」「ずっとつながっ

ている。」のメッセージとともに、旅立つ学生や

社会人にエールを送りました。

能
代
春
慶
塗

江戸時代後期の紀行家・菅江真澄は、能代春慶

塗の魅力を「…その色調もほのかで、山吹の花

が露にぬれているように黄金色に光っている。

（雪の道奥雪の出羽路）」と、趣のある言葉で表

現しています。この能代春慶塗はヒバ材に着色

して透明度の高い漆を塗り、木目を透かしてみ

せる技法。「一子相伝」のため技法書というもの

はなく、ものづくりデザイン専攻・熊谷晃准教

授が伝世品をよく観察し、再現を試みました。

熊谷准教授が制作した弁当箱や重箱、干菓子盆

には、蒔絵と螺鈿で秋田の山野草や高山植物を

表現。試行錯誤しながらも、秋田の豊かで厳し

い自然や風土をかたちづくりました。

打ち合わせから企画の提案、制作まで担当。酒

器は石炭をモチーフに多面取りし、石炭でお酒

を飲んでいるかのようなデザインに仕上げまし

た。出来上がった酒器に本物の石炭のかけらと

メッセージカードを添えてオリジナルデザイン

のパッケージで包み込み、SLが運行していた時

代に想いを馳せて200セットを制作しました。

人気のSL運行の記念グッズとして、まるで“石炭”

のような酒器が生まれました。JR秋田支社と秋

田公立美術大学の連携企画。JR「秋の さく、さ

く、あきた」観光プロモーションの一環として

運行した「SLおが」「DLおが」の乗客に配布す

る記念グッズです。

記念グッズは、ものづくりデザイン専攻・今中

隆介教授指導のもと、同専攻４年の学生３人が

独自の研究で
「一子相伝」を再現

2020年2月、全国から集まったたくさんの「感

謝の気持ち」や「新しい門出に向けたエール」

をのせて、秋田公立美術大学の教員や助手、学

生が協力した特別列車「卒業メモリアルトレイ

ン」の運行を行いました。

駅を中心としたまちづくりや沿線の活性化など、

包括連携に関する協定を締結しているJR秋田支

社と秋田公立美術大学。その一環として、もの

づくりデザイン専攻の今中隆介教授、柚木恵介

准教授らを中心に車両のラッピングデザインや

駅の装飾に取り組みました。

テーマは「卒業」。男鹿線を走る交流蓄電池電車

「ACCUM」には、２両編成の車両の外側と内側

に桜を散りばめた「卒業メモリアルトレイン」

をデザイン。外装は助手で写真家の草彅裕の写

真作品を用い、「ACCUM」のイメージカラーの

赤と青に、桜の花々が青空にむかって咲き誇る

様子をイメージしました。

一歩車内に足を踏み入れると、桜の空間が広が
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芸術の複合的な研究を実践する
全国唯一の美術系大学院

秋田公立美術大学は、現代芸術を「複合」の視点か

ら研究する「複合芸術研究科」を設置しています。

「複合」とは、単に二つ以上のものが集まって一つに

なるだけではなく、異なる領域への越境や手法の併

用によって価値の相乗効果を生み、それまでに存在

しなかった新たな次元を創造することを指します。

現代芸術の研究では、表現者の内と外にある「複合」

に着目する必要があります。内にある「複合」とは、

個人の中に蓄積される表現技術や知識、視野などを

掛け合わせて生み出そうとする過程であり、外にあ

る「複合」とは、対象とするテーマを取り巻く背景

や人、制約などの状況を捉えて連携・協働・誘導す

ることによって、多様な気づきや拡がりが生まれる

過程です。

この二つの「複合」からなる現代芸術について、そ

の領域を拡張していくため、事象の複合性に着目し

た芸術理論の学び、領域を横断した表現拡張の研鑽、

社会に即応し具体的な提案から実践を行う実習など

を通じて、自らのテーマに基づいた研究を行います。

そして、学際的な領域横断の試みと多様な表現を通

じて、個人と社会、地域と世界をつなぐ、各領域に

新たな価値を創出できる人物を育成していきます。

複合芸術研究科（修士課程・博士課程）
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修士課程１年

◉複合芸術演習
・地域研究
・インタラクションデザイン
・総合デザイン
・プロトタイピングメソッド
・デジタルファブリケーション
・言語表現
・アートライティング
・地域プロジェクト批評
・ワークショップ開発

◉複合芸術実習A・B
◉複合芸術応用論ABC

博
士
課
程

内的複合
Internal Action

知識と技術を
自身の中で
複合していく

外的複合
External Action

外の社会（企業・
地域）と自身を
複合していく

Graduate  School  of  Transdisc ip l inary  Arts

本研究科は、現代芸術の「複合」性

を理解し、深く考察する講義と、集

中的に様々な技法や手法を経験する

演習、さらには、これらの学びを踏

まえた実社会での実習を行いなが

ら、自らの研究テーマを掘り下げて

いくカリキュラムとしています。作

品を創り出すだけではなく、社会と

のつながりや社会への発信を意識し

たカリキュラムとしています。

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

【修士課程】
「新しい芸術を探求する意欲のある人」
「グローバルな視野と地域への視点を併せ持つ人」
「他者と協働しながら主体的に制作や研究に取り組める人」

【博士課程】
「複合の視点から自立した研究に取り組み、表現手法の拡張
や現代社会の理論化を追求する人」

「モノ・コトの成り立ちを解析し、領域を横断する高い観点
から、自らの創造性や思考の転換に基づく成果によって、芸
術領域及び社会に新たな価値を提示する人」

「現代芸術の研究を通じて、複合の視点からの理論化に取り
組み、「複合芸術」の体系化を担っていく意欲のある人」

大学院 複合芸術研究科（修士課程・博士課程）

▶研究指導教員

▶入試情報▶大学院修士課程の流れ

複合芸術は、自身の技術や資質を他の専門領域との交わりを通して拡張させる「内的運動」と、

外部の社会に介入しそこにある諸要素の複合を積極的に推し進める「外的運動」の並走によって実現します。

前者では、素材・技術・手法の尽きることのない複合の試みを通して新たな表現者の力が提案され、

後者からは、潜在的な社会的課題が発見されながら新しい役割と社会のかたちが提示されます。

専門分化した芸術各領域の「型（かた）」を認めつつ、それを積極的にはぐらかし解体する自由で柔軟な想像力と、

新たな表現領域や社会的価値の創造の上に、複合芸術は成立するのです。

▶複合芸術とは？ ▶複合芸術研究科で学べる新たな領域

尾登 誠一 Onobori Seiichi
ソーシャルデザイン

複合芸術論および
複合芸術演習担当

より幅広い研究領域をサポートできるように本学全教員が特別研究 I・Ⅱを担当します。
担当教員については学部各専攻・美術教育センターのページを参照してください。

募集人員

10名修士課程

［研究科・専攻］　複合芸術研究科 複合芸術専攻

※上記以外にもアート・デザイン・クラフト等の各先端領域を横断的に研究可能な体制を整えています。

書類審査・記述試験・プレゼンテーション・面接
※推薦入試ではプレゼンテーション、面接のみ

書類審査・論述試験・面接2名博士課程

専攻方法

小田 英之 Oda Hideyuki
研究科長・ビジュアルアート

藤 浩志 Fuji Hiroshi
アートプロジェクト

岩井 成昭 Iwai Shigeaki
プロジェクト型アート

今中 隆介 Imanaka Ryusuke
プロダクトデザイン

志邨 匠子 Shimura Shoko
美術史

岸 健太 Kishi Kenta
アーバン・スタディーズ

飯倉 宏治 Iigura Koji
情報科学

萩原 健一 Hagihara Kenichi
映像メディア

服部 浩之 Hattori Hiroyuki
アジア現代美術／キュラトリアル・プラクティス

石倉 敏明 Ishikura Toshiaki
芸術人類学

白杉 悦雄 Shirasugi Etsuo
比較文化学・文化史

唐澤 太輔 Karasawa Taisuke
哲学・文化人類学

修士課程２年

芸術活動
芸術理論
アートマネジメント
ソーシャルデザイン
情報
映像
アーバン・スタディーズ

技法・領域・媒体を横断する新たな表現方法の開拓と実践
美術史・芸術学・人類学・博物学などを包含する拡張された創造性の探求
企画・広報・運営管理などを含むプロジェクトのマネジメント手法と実践
プロダクト・グラフィック・情報など多様なデザイン手法の実践と研究
情報学、工学を背景とした芸術実践表現技術の研究と開発
映像制作・アーカイブ・発信による表現手法の開発と研究
都市生成メカニズムをもとにしたコミュニティ指向型プロジェクト

◉特別研究
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OHS国際ワークショップ『Alter- Shelter 5 :  Migrant Matter』（2019）より

アーバン・スタディーズ：
「巻き込み巻き込まれ」の社会実践

インドネシアのスラバヤ市を拠点として、現地庶民

の都市居住に内在する「人と場の不断の応答関係」を

探る作業を、アートをはじめとする様々な社会実践に

応用を試みる活動に取り組んでいます。私が現地の仲

間たちと運営する活動組織が考えるアーバン・スタ

ディーズは、都市デザインへの貢献を目的とする従来

の都市研究とは異なるものです。私たちは、現地の集

落コミュニティ、活動家や研究者、大学や研究機関、

企業、行政、そしてアーティストや他のコレクティブ

などの多様なプレイヤーと協働して、ワークショップ、

シンポジウム、展覧会、リサーチ、出版、市民運動の

サポートなどのプロジェクトに取り組んでいますが、

そこで期待するのは、協働の「巻き込み巻き込まれ」

〈中間〉領域の視座

南方熊楠（1867～1941）という人物をご存知です

か？民俗学、文化人類学、深層心理学など、あらゆる

学問分野を縦横無尽に駆け巡り、それらの通奏低音を

探求した知の巨人です。彼こそまさに領域横断的で複

合的な人物と言えると思います。また彼は、粘菌（変

形菌）と呼ばれる隠花植物と動物との〈中間〉領域の

生物を研究したことでも知られています。私は、熊楠

が構想した独特な思想とそれに至る思考のプロセスを

研究しています。そして、それらとアート的思考の比

較考察を行っています。

熊楠が住んでいた和歌山県田辺市は「口熊野」と呼

ばれ、熊野という「異界」への入り口とされた場所で

した。一方、秋田もかつては大和政権の力の及ぶ最北

端の地であり、それ以北は、当時の人々にとって「異

唐澤 太輔　Karasawa Taisuke
秋田公立美術大学大学院複合芸術研究科 准教授／日本学術振興会特別
研究員、早稲田大学社会科学総合学術院・助教等を経て現職。専門は、
哲学、文化人類学、南方熊楠研究。

岸 健太　Kishi Kenta
秋田公立美術大学大学院複合芸術研究科 教授／ポスト20世紀の人間居住（Human 
Habitat）の可能性と課題を探ることを目的として、東南アジア都市および国内地方都
市の居住文化の構造とその変容を探る社会実践型の研究・表現活動に取り組む。

界」でした。田辺と秋田は、実は「異界」への入り口

という点で共通する部分があります。言い換えるなら

ば、両方とも「現実世界」と「異界」が交わり合う〈中

間〉領域なのです。もちろん、外的な場所にだけ〈中

間〉領域があるわけではありません。自身の心の内に

も存在します。例えば夢。熊楠は、夢をこの世（現実

世界）とあの世（根源的な世界）との〈中間〉領域と

考えていました。外的・内的な〈中間〉領域から、私

たちはある種容易に両極へ越境できます。そして越境

し再び戻ってきたときに何が生まれるのか――。考え

るだけでもワクワクしませんか？

秋田は夕日がとても綺麗ですね。昼と夜の〈中間〉

の夕暮れ時に、研究室から夕日を見ながら、色々と哲

学的な思索を巡らせています。

のプロセスのなかで異なるプレイヤーの間にあたらし

い共感の間柄と相互関与の基盤が醸成されること、そ

してそれを契機として、現代の都市居住に潜在する課

題とその枠組みが発見されることです。

私の活動は、本学大学院と同じく「Trans-disciplinary（領

域複合）」を基礎としています。個別の領域の枠組みを

保持したまま実践されるInter-disciplinary（領域連携・

学際）に対して、Trans-disciplinaryは個々の領域の越

境と相互介入、そしてその結果としての領域自身の変

容や新しい領域の創出を期待するものです。本学大学

院でも、自らの内外にある未知のものと「巻き込み巻

き込まれ」の関係をつくり活動する野心家の教員・院

生たちと、刺激的な協働を楽しんでいます。

*OHS (Operat ions for Habitat Stud ies ) [ ht tp : //habitatstud ies . org]
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Message14

『南方熊楠の見た夢－パサージュに立つ者－』（勉誠出版 2014年、第13回湯浅泰雄著作賞受賞）他
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秋田公立美術大学では入学した学生の皆さんが
より有意義な学生生活を送れるように様々な支援体制を整えています。

［奨学金・奨励金］

（株）アートシステム／（株）アイネックス／（株）相場商店／秋印（株）／秋田朝日放送（株）／秋田いすゞ自動車（株）／秋田印刷製本（株）／協同組合秋田卸センター／秋田海陸運

送（株）／秋田活版印刷（株）／（株）秋田キャッスルホテル／秋田協同印刷（株）／秋田共立（株）／（株）秋田銀行／秋田空港ターミナルビル（株）／（株）秋田グランドリース／（一

社）秋田経済同友会／（株）秋田ケーブルテレビ／（一社）秋田県観光連盟／（一社）秋田県経営者協会／秋田県自動車販売店協会／秋田県社会福祉協議会／秋田県商工会連合会

／秋田県信用組合／秋田県中小企業団体中央会／秋田県農業協同組合中央会／（株）秋田国際カード／（株）秋田魁新報社／（株）アキタサトー商会／秋田市新屋振興会／（一社）

秋田市医師会／（株）秋田ジェーシービーカード／（株）秋田住宅流通センター／秋田商工会議所／秋田信用金庫／（株）秋田スズキ／秋田ステーションビル（株）／秋田ダイハツ

販売（株）／秋田中央交通（株）／（株）秋田中央ビルディング／秋田テレビ（株）／秋田東北商事（株）／（株）アキタネット／秋田ノーザンハピネッツ（株）／（株）秋田放送／秋田ま

ちづくり（株）／アクサ生命保険（株）秋田支社／（株）あくら／アサヒビール（株）秋田支社／（株）アド東北／（有）新屋不動産／（株）安藤醸造／伊藤工業（株）／（株）イヤタカ／彌

高神社／羽後設備（株）／ADK富士システム（株）／（株）英明工務店／（株）エスツー／NECソリューションイノベータ（株）東北支社秋田センター／NECネッツエスアイ（株）

秋田営業所／（株）エフエム秋田／（有）エル・コミュニケーションズ／奥羽住宅産業（株）／（有）オーセンエンジニアリング／（株）オノプロックス／カイテン（株）／（有）加賀谷

新聞店／（株）菓子舗榮太楼／河辺雄和商工会／（株）寒風／北日本コンピューターサービス（株）／（株）くまがい印刷／（株）greenpiece／ココハウス／（株）小島商事／（有）サウ

ンドファクトリー・ビーオン／（株）境田商事／（株）サキガケ・アド・ブレーン／（株）サキガケアドバ／（株）さきがけプラスＡ／（株）佐藤商事／（株）サノ・ホールディングス

／猿田興業（株）／（株）三栄機械／（株）ＣＳＥ／（株）Ｃ・Ｋ・アーテック／（株）ＳｅｅＶｉｓｉｏｎｓ／（株）ジェイ・エス・ビー・ネットワーク／（有）信友／スズキテント（有）

／（株）スペースプロジェクト／（株）住建トレーディング／積水ハウス（株）秋田営業所／全国農業協同組合連合会秋田県本部／（株）全農ビジネスサポート秋田支店／（株）ソ

ユー／損害保険ジャパン日本興亜（株）／（株）大栄木工／（株）ダイヤプラザ／（株）たけや製パン／タプロス（株）／千代田興業（株）／（株）塚田美術印刷／（株）辻吟／東光鉄工

（株）／東部瓦斯（株）秋田支社／東北電力（株）秋田支店／（株）東北ビルカンリ・システムズ／（有）都市クリエイティブ／（株）トミタ／（株）トラパンツ／（株）那波伊四郎商店／

（株）日情秋田システムズ／（株）日産サティオ秋田／日本電気（株）秋田支店／日本ビューホテル（株）秋田ビューホテル／ノリット・ジャポン（株）／（株）バウハウス／長谷部光

重税理士事務所／（株）花のヤマト／（株）林工務店／（株）パルテごとう／（株）フィデア情報総研／（株）ブラウブリッツ秋田／（株）プレステージ・インターナショナル／（株）プ

ロデュース・プロ／（株）ヘリテージホーム／（株）北都銀行／（株）ホテル大和／（株）マスターピース／マゼンタ（株）／ （株）松美造園建設工業／三井住友海上火災保険（株）秋田

支店／三菱マテリアル電子化成（株）／むつみ造園土木（株）／山岡工業（株）／（株）ヤマダフー

ズ／（株）山二／山二建設資材（株）／（株）友愛ビルサービス／（株）ユーランドホテル八橋／豊

興産（株）／リコージャパン（株）秋田支社／（株）料亭濱乃家／（株）和賀組／ （株）わらび座

あきびネット会員一覧（法人会員のみ掲載）

◎産学連携の推進
　  大学が持つノウハウ、専門知識、人材を活用して行う共同研究や
　  商品開発、イベントなどを会員が提案し、質の高い産学連携を実現します。

［授業料の免除など］
経済的な理由などで授業料の納付
が困難な学生を対象に、授業料を
減免したり、納付を猶予したりす
る制度があります。

［施設・設備の利用］
本学の施設・設備を、創作活動、
課題制作、サークル活動などで利
用することができます。
※利用できる時間は施設により異なります。

［美術館無料観覧］
学生は、秋田市立千秋美術館およ
び秋田県立美術館の常設展、企画
展、特別展などを学生証提示によ
り無料で観覧することができます。

［健康管理］
保健室では、急病やけがの応急処
置を行うほか、年１回定期健康診
断を行っています。また、キャン
パス内にAED（自動体外式除細動
器）を設置しています。

［学生相談］
大学生活では、修学、人間関係、進
路など、様々な問題に直面すること
もあります。いつでも相談できるよ
う、キャンパスソーシャルワーカー
や専門家（臨床心理士）によるカウ
ンセリングを行っています。

［進路・就職支援］
卒業後の進路は、企業などへの就
職、進学、作家活動など様々です。
本学では、キャリアセンターを配
置し、進路ガイダンス、個別面談、
模擬面接を行うなどして、学生の
進学・就職活動を支援します。

［学生生活］
学生の4分の3以上が秋田県外出身者ということもあり、約８割の学生が
大学周辺のアパートや下宿で生活しています。大学周辺の家賃の相場は、
最も多いワンルーム（６～８畳間にキッチン、バス、トイレ付き）のアパー
トで月額４万円程度です。また、大学前にバス停があるほか、近くにJR
新屋駅もあり、バスや電車を利用して通学することができます。さらに、
アルバイト情報の紹介も行っています。

［国際交流助成制度］
学生が海外の大学や研究機関が開
催するプロジェクトなどに参加す
る場合、経費の一部を補助する助
成制度を設けています。

経済的理由により就学が困難な学
生のために奨学金を貸与または給
付する制度で、日本学生支援機構
が採用決定します。貸与型奨学金
は卒業後に返還します。なお、貸
与型奨学金の種類については、次
のとおりです。
第一種奨学金…無利子貸与
第二種奨学金…有利子貸与

在学中の就学意欲を高めるために
設置した本学独自の給付型奨学金
制度。２年生から４年生の各学年
の前年度成績上位者に対して年10
万円を支給。大学院入学者には、
入学試験時の成績優秀者に対し奨
励金20万円を給付します。

支援団体「あきびネット」が学生
の創作意欲やチャレンジ精神の向
上を目的に創設した制度です。展
覧会への出品やアートプロジェク
ト参加等の課外活動における自主
的な創作・研究活動に対し、20万
円以内（予定）を給付します。プ
レゼン方式で審査を行い、採用を
決定します。

◎大学PR・作品展示スペースの提供
　  大学のPRや学生の作品展示用に事業所の空きスペースなどを提供します。

◎奨学金制度の運営
　  課外における自主的な創作・研究活動に対し、
　  奨学金制度「あきびネットファンド」により奨学金を給付します。

◎物資・教材の提供
　  大学祭などで物資を援助したり、サークル活動や授業に必要な
　  教材などを提供するなどして協力します。

◎インターンシップの実施
　  学生のインターンシップ受け入れ事業所として協力します。

◎大学への講師派遣
　  大学が学生に対して行う進路ガイダンスなどで講話などを行います。

あきびネット
Student Support

学生支援

日本学生支援機構奨学金 秋田公立美術大学奨学金
大学院学業奨励金

あきびネットファンド

◎進路・就職等に関する情報交換会の開催
　  年２回程度、学生や大学の教職員との情報交換会を開催します。

会員数 169（法人147 ／個人22）2020年3月現在

「あきびネット」は東北唯一の公立美術大学として誕生した秋田
公立美術大学を様々な面から支え、大学と交流・連携すること
で共に進む応援団として設立されました。地元の団体・企業、
個人が集まり、産学連携の推進および物心両面からの支援を続
けています。

展示スペースに学生の作品を貸し出す学生作品
展示事業。

秋田公立美術大学を支援する「あきびネット」
では、あきびネット会員と教職員、学生の交
流を図る情報交換会を開催。

学
生
支
援

学
生
支
援
　
　
　
あ
き
び
ネ
ッ
ト
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「あきびネットファンド」を通じて学生の
自主的な創作、研究活動を支援

「あきびネット」では、学生の課外における自主的な創作活動や
研究活動を支援するため、奨学金制度「あきびネットファンド」を
運営しています。展覧会への出展やアートプロジェクトへの参加、
調査・研究等の費用を奨学金として給付。
学生の能力を社会に発表する機会を増やすことで学生の
探究心や総合的な資質向上を図っています。

学生の自主的な創作や研究活動を支援する
「あきびネットファンド」では、あきびネット奨学金審査会を
開催。2019年度は９組のプレゼンテーションが行われ、
４組を採択しました。

「ミソフォニアのための音響機器制作」
細矢 瑠羽（ものづくりデザイン専攻）

咀嚼音が苦手なミソフォニア（聴覚過敏症）の人のため
に、他者と楽しく食事ができるように咀嚼音を小さくす
る音響機器を制作。聴覚障害の方々に体験していただき、
障害を患う方々を勇気づけることを目指します。

3.

「アート留学と考現学的調査＋成果展」
後藤 理菜（２年）

ニューヨークに短期留学。ニューヨークでの考現学的調
査で現代の都市の在り方を探ると共に、国際感覚を身に
付けながらアートを学び、美術的な創造の場面で活かす
ことを目標とします。帰国後、これらの成果展を開催す
ることで学生に考現学的調査や海外留学への興味関心を
喚起します。

4.
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2019年度採用実績

「ロマンツ！～ロマンチストのあつまり～」
谷口 結紀（アーツ＆ルーツ専攻）
足立 遥香（コミュニケーションデザイン専攻）

妄想することにロマンを感じる「ロマンツ！」による展覧会を大仙市の
日用雑貨・家具「ミンカ」で開催。谷口の妄想似顔絵や足立の妄想コピーなど
「妄想」をテーマに展示やイベントを展開。

1.

「足し算」
岩﨑 一耕（景観デザイン専攻）
伊藤 達也（ビジュアルアーツ専攻）

映像好きな伊藤、体力自慢の岩﨑でユニット「足し算」を結成。
アンケート調査や展覧会、ワークショップ、秋田県立栗田支援
学校での授業をはじめとした活動や映像制作を進めました。

2.



入試情報（2021年度入学者選抜実施予定）

［１. 入試区分と募集人員］

［２. 入学者選抜試験実施科目］

［選抜状況］

［合格者成績概要（一般選抜）］

［入学時納付金］

2020年度 秋田公立美術大学 入学者選抜試験結果
※2021年度入学者選抜の概要は６月発表予定の入学者選抜要項で必ずご確認ください。

［アドミッションポリシー（入学者受入方針）］
「芸術の未知の領域に強い関心を持つ人」
「自ら問題を発見し、積極的に学ぶ意欲のある人」
「芸術分野で自立する意欲のある人」
「芸術を通して、地域社会の発展に貢献する意欲のある人」

○入学前に修得しておくことを期待する内容
１．形態や空間などを観察し把握する力や描写力、構成力
２．文章などを読み解く読解力や思考力
３．自身の考えを整理し、的確に伝えることのできる表現力
４．国内外で活躍するために必要な教養や異文化への理解
５．数理科学や自然科学に対する基礎知識や論理的思考力
６．他者と積極的に関わることのできるコミュニケーション能力

○多様な選抜で求める人材像
１．一般選抜（前期日程）／十分な基礎学力を持ち、物事を観察し捉えた特徴を正確に表
　　現する能力と与えられたテーマの内容を理解した上で、自ら考え、独創的な発想力を
　　自身の得意とする媒体を通じて表現できる能力を備えた人を求めます。
２．一般選抜（中期日程）／十分な基礎学力を持ち、物事を観察し捉えた特徴を正確に表
　　現する能力と自身の発想力を的確に表現できる能力を備えた人を求めます。
３．推薦選抜Ⅰ／高等学校等において学業・課外活動に優れた成績を修め、コミュニケー
　　ション能力と美術分野で優れた能力を有し、未知の芸術領域や新しい表現技法を探求
　　する意欲のある人を求めます。
４．推薦選抜Ⅱ／十分な基礎学力を持ち、高等学校等において学業・課外活動に優れた成
　　績を修め、論理的思考力やコミュニケーション能力を有し、芸術分野に興味・関心が
　　あり芸術を用いた活動を通して地域や社会に貢献する意欲のある人を求めます。

［学生募集要項の請求方法］
学生募集要項は、学校推薦型選抜を８月、一般選抜を
10月に発表する予定です。
① 「テレメール」または「モバっちょ」を利用して資料
請求ができます。「モバっちょ」、または本学ホームペー
ジの「資料請求」をご覧ください。
② 本学に直接請求する場合は、受取人の郵便番号、住所、
氏名を明記した返信用封筒（角形２号）に切手（210円分）
を添付の上「学生募集要項」と朱書きした大学宛の封筒
に入れ、下記の請求先へ送付してください。
※郵送料、社会人特別選抜および編入学試験の学生募集要項の請求方法
は、ホームページで確認してください。

▶資料請求先
秋田公立美術大学 事務局学生課
〒010-1632　秋田県秋田市新屋大川町12-3
TEL：018-888-8105　FAX：018-888-8101
E-mail：kyomu@akibi .ac. jp
Web：https://www.akibi .ac. jp/

［学生出身地域（学部 計429名）］
※2020年4月現在

入試区分

前期日程

中期日程

推薦選抜Ⅰ

推薦選抜Ⅱ

大学入学共通テスト

教科
国語 実技試験（300点）

・鉛筆デッサン
選択試験（200点）※１科目選択
・着彩表現・色彩表現・立体表現
・小論文
調査書等（50点）

実技試験（400点）
・鉛筆デッサン
調査書等（50点）

小論文（200点）
面接（200点）
調査書等（100点）

実技試験（700点）
・鉛筆デッサン
面接（200点）
調査書等（100点）

外国語

地理歴史
公民

数学

理科
国語
外国語

地理歴史
公民

数学

理科

免除

国語
外国語

必須（100点）
必須（100点）

左の教科から３教科３科目
選択とする。
ただし、同一教科から１科目
まで選択とする。（各 100点）

左の教科から２教科２科目
選択とする。
ただし、１教科は「国語」、「英語」
または「数学」から選択とする。
（各 200点）

左の教科から３教科３科目
選択とする。
ただし、２科目は「国語」、「英語」
または「数学」から選択とする。

５教科５科目

（500点）

３教科３科目

（500点）

注１

２教科２科目

（400点）

1000 点

950 点

950 点

1000 点
地理歴史
公民

数学

理科

選抜方式 配点
個別学力検査等 総合点

入
試
情
報

入
試
・
選
抜
・
納
付
金
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一
般
選
抜

学
校
推
薦
型
選
抜

41

47

25

38

7

13

250

8

108

（秋田県含む）
東北

中部

秋田県

近畿

中国

四国

関東

北海道

入学定員学部学科

美術学部
美術学科

100 名
40 名 30 名

一般選抜 70 名 学校推薦型選抜  30 名
推薦選抜Ⅰ 25 名
特別推薦  13 名一般推薦

前期日程 中期日程

県内枠  5 名 市内枠  5 名 指定校枠  3 名

推薦選抜Ⅱ
社会人
特別選抜

12名
5名 若干名

入試区分と募集人員 学部学科

美術学部
美術学科

前期日程

選抜区分 区分

最高点

最低点

平均点

718

401

515.98

最高点

最低点

平均点

686

412

492.16

総合成績
（1000点満点）

中期日程

※推薦選抜および社会人特別選抜の合格者成績概要
　ならびに不合格者の成績概要は公表していません。

注１：中期日程の大学入学共通テストの配点は「国語」「英語」「数学」を各200点とし、それ以外の科目を100点とします。
　　 選択される科目が「国語」「英語」「数学」となった場合は、高得点となる選択方式に従い１科目を100点として扱います。

※倍率は、小数点以下第２位を四捨五入して算出。

美術学部
美術学科

一
般
選
抜

特
別
選
抜

特
別
推
薦

推薦選抜Ⅱ

推薦選抜Ⅰ

一般推薦

小　計

合　計

編入学

県内枠

市内枠

指定校枠

小　計

中期日程

前期日程

社会人特別選抜

選抜区分 募集人員

40

30

70

12

5

5

3

25

5

若干名

100

97

199

296

33

12

7

3

55

6

1

358

2.4

6.6

4.2

2.8

2.4

1.4

1.0

2.2

1.2

-

3.6

88

93

181

33

12

7

3

55

6

1

243

2.2

3.1

2.6

2.8

2.4

1.4

1.0

2.2

1.2

-

2.4

44

37

81

15

5

5

3

28

5

0

114

42

30

72

15

5

5

3

28

5

0
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10 9 0.9 9 0.9 7 7

出願者数 出願倍率 受験者数 受験倍率 合格者数 入学者数

内　訳

入学料

授業料

その他の経費

金　額

秋田市民

282,000円

423,000円

535,800円

92,660円

秋田市民以外の者

納入時期

入学手続時

入学手続時

5月／ 10月

4月

上記以外の者

前・後期に分納（各267,900円）

後援会会費（４年分）60,000円／学生会会費（４年分）13,000円
傷害保険等（４年分）4,660円／同窓会費（入学金及び永年会費として）15,000円

※所要見込額は上記のとおりですが、入学金・授業料等は改定される場合があります。　※その他、教科書・用具・材料費等の学修経費が別途必要です。

本人または保護者の方が入学の日の１年前から
秋田市に住所を有する場合に該当になります。

備　考



Open Campus 2020
オープンキャンパス 2020
秋田公立美術大学では年２回、オープンキャンパスを開催しています。
キャンパス案内ツアーではスタッフが学内の教室、工房、施設を案内し、教員が各専攻を紹介します。
大講義室での説明会や質疑応答のほか、デッサン体験や持ち込みデッサン指導、
進学相談ブースなどもあります。
秋のオープンキャンパスは、大学祭も同時開催。美術を超えて、
社会に繋がる美術大学をぜひ体験しに来てください。
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Open Campus
2020

SAT.

SAT.

7.11
10.10

今年の開催日！

※新型コロナウイルス感染拡大の影響により、日程や内容を変更する場合があります。
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Chapter 5 
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ダ
ク
ト
科
に
所
属
し
て
い
た
ん
で

す
が
、「
自
分
は
本
当
に
プ
ロ
ダ
ク
ト
な
の
か
な
？
」

と
。
視
野
を
広
げ
な
け
れ
ば
と
思
っ
て
５
専
攻
を
横
断

的
に
学
べ
る
秋
美
を
志
望
し
ま
し
た
。
今
は
ま
っ
て
い

る
の
は
映
像
制
作
で
す
。

岩
﨑　

両
親
が
教
師
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
子
ど
も
の

頃
か
ら
ず
っ
と
教
師
に
な
る
の
が
夢
。
秋
美
で
は
も
ち

ろ
ん
教
職
課
程
を
履
修
し
て
い
ま
す
。
景
観
デ
ザ
イ
ン

専
攻
の
授
業
に
教
職
、
ア
ル
バ
イ
ト
、
自
転
車
、
そ
れ

に
地
元
の
バ
レ
ー
チ
ー
ム
の
キ
ャ
プ
テ
ン
を
し
て
い
ま

す
。
秋
田
で
の
活
動
は
、
自
分
た
ち
に
と
っ
て
０
か
ら

の
ス
タ
ー
ト
だ
っ
た
の
が
良
か
っ
た
の
で
は
と
思
い
ま

す
。
何
を
や
っ
て
も
楽
し
く
て
。
自
分
は
工
業
高
校
で

運
動
し
て
汗
と
男
に
ま
み
れ
て
い
た
か
ら
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
と
は
ま
る
で
違
い
ま
す
ね
。
と
は
言
っ
て
も
僕

は
運
動
し
な
い
と
生
き
ら
れ
な
い
の
で
す
が
。

伊
藤　

１
年
の
後
期
に
、
ス
キ
ー
場
で
リ
フ
ト
に
乗
っ

て
い
る
時
に
ふ
た
り
で
組
ん
で
み
た
い
と
思
い
ま
し

た
。
活
動
し
て
い
て
思
う
の
は
、
も
っ
と
人
と
繋
が
れ

た
ら
い
い
な
と
い
う
こ
と
。
ひ
と
つ
何
か
を
す
る
度
に

自
分
た
ち
で
は
考
え
て
も
い
な
か
っ
た
人
と
繋
が
っ
て

次
の
展
開
が
見
え
て
く
る
。
と
に
か
く
何
か
を
し
て
み

る
こ
と
が
大
切
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

岩
﨑　

伊
藤
は
セ
ン
ス
が
あ
っ
て
、「
足
し
算
」
で
は

ア
イ
デ
ア
と
映
像
担
当
。
自
分
は
考
え
る
の
は
苦
手
だ

け
れ
ど
行
動
に
移
す
の
が
好
き
。
タ
イ
プ
は
違
う
け
れ

ど
、
こ
い
つ
に
は
負
け
ら
れ
な
い
と
思
え
る
相
手
っ
て

そ
う
い
な
い
と
思
う
ん
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
お
互
い
の

進
む
道
は
邪
魔
せ
ず
に
、「
足
し
算
」
の
活
動
は
仲
良

く
や
っ
て
い
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

秋田公立美術大学サテライトセンターで開いた初
めての展覧会「犬猫展」。犬と猫に関するアンケー
トやワークショップを重ねて立体と映像のインス
タレーションに。

ある日の行動履歴

 7:00　　起床

 8:50　　授業

12:00　　昼食

13:00　　足し算の活動

14:30　　授業

17:00　　軽食

19:00　　地元チームのバレーに参加

21:30　　帰宅

22:00　　晩ご飯

24:00　　就寝

ある日の行動履歴

 9:00　　起床

10:30　　授業

12:30　　昼食

13:00　　パソコン室で動画制作

16:10　　授業

17:40　　授業終了

18:00　　パソコン室で動画制作

20:00　　帰宅

23:00　　就寝

リサイクルアート展で審査員特別賞を
受賞した≪主張≫の素材は自転車のチューブやタイヤ。
リサイクルされることなく廃棄される運命にあるタイヤや
チューブに可能性を見出し、大きく羽ばたく翼に。

「
こ
い
つ
に
は
負
け
ら
れ
な
い
」と

　
　
　

思
え
る
相
手
と
結
成
し
た

　
　
　
　

ユ
ニ
ッ
ト
で
活
動
を
展
開
中
。

大
阪
出
身
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻

の
伊
藤
達
也
と
、
熊
本
出
身
、
景
観
デ
ザ

イ
ン
専
攻
の
岩
﨑
一
耕
が
１
年
時
に
ス

キ
ー
場
で
突
如
結
成
し
た
ユ
ニ
ッ
ト
「
足

し
算
」。
お
互
い
を
映
像
バ
カ
、
自
転
車
バ

カ
と
評
す
る
ふ
た
り
は
ア
ン
ケ
ー
ト
や

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
し
て
そ
れ
を
も
と
に

展
覧
会
を
作
っ
た
り
、
私
生
活
で
は
「
○

○
が
で
き
な
か
っ
た
ら
１
日
金
髪
」「
１
年

間
10
円
玉
の
使
用
禁
止
（
10
円
玉
貯
金
）」

な
ど
他
愛
も
な
い
罰
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
。

初
め
て
「
足
し
算
」
と
し
て
出
品
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
ア
ー
ト
展
で
は
特
別
賞
を
受
賞
。

ふ
た
り
の
活
動
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
も

活
発
に
展
開
中
で
す
。

岩﨑一耕さん／熊本県出身
景観デザイン専攻

伊藤達也さん／大阪府出身
ビジュアルアーツ専攻

足
し
算

岩﨑さんってどんな人？
極度の自転車バカ。口を開けば自転車。時間があれ
ば、悩みごとができたら、気分が落ち込んでいたら
自転車。好きなことにはまり込んだら誰にも止めら
れない彼は活動の相方として頼もしい存在です。私
生活では部屋がきれいで料理ができて、朝が強くて
運動マンでやることをすぐにできる優秀な彼。向上
心高めで「現状に満足するな」とスマホのホーム画
面に書いていました。（伊藤談）

伊藤さんってどんな人？
目の前に1から10の選択肢を渡されたら11を
選ぶ奇才。才能とセンスを持ち合わせた人見
知りマン。たまにぶちまける親父ギャグは熊
本の夏が恋しくなるレベル。身近にライバル
を見つけたりすると、ひたすら努力を続ける
負けず嫌いでもあります。（岩﨑談）
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小さなきっかけ、
小さな気づきから始まる
リサーチと講評が
秋美のアドバンテージ。

大
学
を
休
学
し
て
、
カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
で
暮

ら
し
な
が
ら
語
学
学
校
に
通
っ
て
い
ま
す
。
留
学

し
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
考
え
る
時
間
が
欲
し

か
っ
た
こ
と
。
敷
か
れ
た
レ
ー
ル
か
ら
少
し
外
れ

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
物
事
を
ひ
と
つ
ず
つ
丁
寧
に
考

え
て
い
く
時
間
が
欲
し
か
っ
た
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。

僕
は
い
ま
、〝
ダ
ン
ス
〞
に
つ
い
て
学
ん
で
い

ま
す
。
ダ
ン
ス
に
は
様
々
な
要
素
が
含
ま
れ
て
い

て
、
コ
レ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
イ
ン
プ
ロ
ヴ
ィ
ゼ
ー

シ
ョ
ン
、
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
と
表
現
、
ス

ト
リ
ー
ト
と
舞
台
な
ど
世
界
中
の
様
々
な
場
所
で

全
く
違
っ
た
文
脈
で
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
僕
の

場
合
、
大
学
で
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の
サ
ー
ク
ル

に
入
っ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
ダ
ン
ス
に
熱
中

し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ス
ト
リ
ー
ト
ダ
ン
ス
の

ル
ー
ツ
や
時
代
背
景
、
構
成
す
る
要
素
、
さ
ら
に

は
ダ
ン
ス
と
い
う
行
為
に
内
在
す
る
微
弱
な
感
覚

に
つ
い
て
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ

を
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
手
法
を
用
い
て
表
現
し

て
い
く
の
が
僕
の
ス
タ
イ
ル
。
現
在
、
卒
業
制
作

展
を
ひ
と
つ
の
目
標
と
し
て
リ
サ
ー
チ
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ダ
ン
ス
と
い
う
行
為
に

内
在
す
る
微
弱
な
感
覚
を

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
表
現

予
想
で
き
な
い
知
識
や

思
考
に
た
ど
り
着
く

秋
美
は
と
て
も
若
い
大
学
な
の
で
、
現
在
進

行
形
で
変
化
し
て
い
る
最
中
に
あ
り
、
こ
れ
か

ら
も
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
思

い
ま
す
。
大
学
内
外
を
巻
き
込
ん
だ
多
様
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
て
い
て
、
学
生
数
が

少
な
い
か
ら
こ
そ
、
そ
れ
ら
が
学
生
一
人
一
人

に
い
い
影
響
を
与
え
る
の
で
は
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
な
の
で
、
秋
美
で
の
学
び
は
た
だ

座
っ
て
授
業
を
聴
い
た
り
出
さ
れ
た
課
題
を
こ

な
す
と
い
う
も
の
で
は
な
く
、
様
々
な
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
て
、
経

験
の
中
か
ら
学
び
を
得
て
い
く
と
い
う
、
と
て

も
能
動
的
な
プ
ロ
セ
ス
で
す
。
講
義
や
演
習
、

学
外
の
活
動
を
経
て
、
全
く
予
想
の
で
き
な
い

知
識
や
思
考
法
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
で
き
ま

す
。ア

ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
で
は
、
基
本
的
に
課

題
と
い
う
も
の
が
出
さ
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
代
わ

り
に
個
々
が
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
を
自
身
で
設
定

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
地
域
特
有
の
文

化
や
問
題
な
ど
か
ら
、
自
己
の
尺
度
や
感
覚
を

通
し
て
表
現
を
す
る
人
、
ひ
と
つ
の
媒
体
に
こ

だ
わ
り
、
ず
っ
と
同
じ
行
為
を
続
け
て
い
く
中

で
新
し
い
表
現
を
見
つ
け
る
人
。
ま
た
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し
て
時
に
は
何
か
に
扮
し
な

が
ら
空
間
を
作
り
出
す
人
。
一
言
で
は
定
義
で

き
な
い
ほ
ど
様
々
な
表
現
が
あ
る
の
だ
と
、

日
々
、
気
付
か
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
ら
は
全
て
そ

れ
ぞ
れ
の
リ
サ
ー
チ
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
リ
サ
ー
チ
と
い
う
工
程
は
、
何
か

表
現
を
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な
行
為
で
す
。

小
さ
な
き
っ
か
け
や
気
づ
き
か
ら
多
岐
に
渡
る

ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
っ
て
、
た
く
さ
ん
の
気
づ
き

と
学
び
が
も
た
ら
さ
れ
ま
す
。
専
攻
内
で
の
講

評
で
は
、
教
授
陣
は
作
品
自
体
の
良
し
悪
し
だ

け
で
は
な
く
、
何
を
、
ど
の
よ
う
に
リ
サ
ー
チ

す
る
の
か
を
指
導
し
て
く
れ
ま
す
。
僕
は
こ
の

部
分
を
学
べ
る
こ
と
が
、
一
番
の
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

都
竹
泰
河
さ
ん
／
埼
玉
県
出
身

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
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すらりとしたスタイルと涼やかな目元が
印象的なコミュニケーションデザイン専
攻の工藤夏鈴さん。高校時代にアルバイ
トと予備校と制作に翻弄された経験から
「大学では制作に没頭したい！」と決意。
アルバイトなしでわずかな仕送りと奨学
金、そして賞金を稼ぐことで４年間を過
ごしました。春からゲーム開発会社に入
社する工藤さんにゲームの魅力やテーマ
でもある生物への思いを聞きました。

ー

学
生
生
活
の
４
年
間
、
工
藤
さ
ん
は
ど
ん
な
活
動

や
制
作
を
し
て
い
た
の
で
し
ょ
う
か
。

子
ど
も
の
頃
は
獣
医
さ
ん
に
な
り
た
か
っ
た
ん
で

す
。
動
物
の
構
造
や
生
態
、
生
息
す
る
環
境
な
ど
ク

リ
ー
チ
ャ
ー
の
ス
ト
ー
リ
ー
を
描
い
て
圧
倒
的
な
瞬
間

を
切
り
取
り
た
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。
動
物

を
描
く
に
は
筋
肉
や
骨
を
含
め
た
全
て
を
確
か
め
る
行

為
を
す
る
べ
き
と
い
う
信
念
が
あ
っ
て
、
秋
美
で
は
先

輩
た
ち
と
秋
美
生
物
部
の
活
動
を
し
ま
し
た
。
美
術
解

剖
学
の
研
究
の
た
め
に
岩
手
県
の
猟
友
会
か
ら
ニ
ホ
ン

ジ
カ
を
提
供
し
て
い
た
だ
い
て
解
剖
し
た
り
、
北
海
道

大
学
の
獣
医
学
部
の
先
生
を
招
い
て
狩
猟
学
や
解
剖
学

を
講
義
し
て
い
た
だ
い
た
り
し
ま
し
た
。
私
の
よ
う
に

ク
リ
ー
チ
ャ
ー
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
学
生
や
漫
画
や
イ
ラ

ス
ト
を
描
く
学
生
、
骨
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
み
た
い
学

生
、
そ
し
て
獣
医
さ
ん
に
な
り
た
か
っ
た
人
に
も
来
て

も
ら
い
た
い
講
義
で
し
た
ね
。

ー

工
藤
さ
ん
は
こ
れ
ま
で
、
数
々
の
助
成
金
を
獲
得

し
て
い
ま
す
ね
。

デ
ジ
タ
ル
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、

漫
画
家
な
ど
を
目
指
す
全
国
の
ク
リ
エ
イ
タ
ー
志
望
の

若
者
を
支
援
す
る
一
般
財
団
法
人
上
月
財
団
「
ク
リ
エ

イ
タ
ー
育
成
事
業
」
の
選
考
会
に
合
格
。
年
額
60
万
円

の
助
成
金
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
他
に
も
コ
ン
ペ
で

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
す
る
な
ど
、
制
作
の
た
め
に
は
で

き
る
だ
け
制
作
で
稼
ぐ
よ
う
に
し
て
い
ま
し
た
。

生物の形態、構造、生態などを学ぶだけでなく骨格標本の作成、
水族館との連携、狩猟免許取得から作品制作まで広がりを見せた
秋美生物部の活動報告展「いきものっておもしろい。」（2018年）

 
ゲ
ー
ム
に
は
、

 

自
分
で
見
つ
け
て

冒
険
で
き
る

楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。

ー

ゲ
ー
ム
の
開
発
会
社
を
志
望
し
た
の
は
ど
う
し
て

で
す
か
？

ま
ず
は
私
は
絵
を
描
く
の
が
好
き
で
あ
る
こ
と
、
面

白
い
こ
と
が
好
き
な
こ
と
、
い
つ
か
自
分
で
ゲ
ー
ム
会

社
を
立
ち
上
げ
た
い
と
思
っ
て
い
る
こ
と
、
ソ
ー
シ
ャ

ル
ゲ
ー
ム
よ
り
も
し
っ
か
り
作
り
込
め
る
コ
ン
シ
ュ
ー

マ
ー
で
働
き
た
い
こ
と
な
ど
か
ら
ゲ
ー
ム
の
開
発
会
社

12
社
を
受
け
ま
し
た
。
５
社
ほ
ど
内
定
を
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
最
終
面
接
の
時
に
「
あ
な
た
に
し
か
描
け
な

い
絵
を
描
い
て
ほ
し
い
」「
あ
な
た
の
成
長
が
見
て
み

た
い
」
と
言
っ
て
も
ら
え
た
会
社
に
就
職
す
る
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
私
に
し
か
描
け
な
い
絵
を
描
い
て
、
私

を
採
用
し
た
こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
と
証
明
す

る
こ
と
が
目
標
で
す
。

ー

ゲ
ー
ム
の
魅
力
は
ど
ん
な
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で

し
ょ
う
か
。

ア
ニ
メ
や
映
画
に
は
起
承
転
結
が
あ
っ
て
、
鑑
賞
者

は
完
成
さ
れ
た
も
の
を
見
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
で
も

ゲ
ー
ム
に
は
自
分
で
動
か
し
て
自
分
で
見
つ
け
て
冒
険

で
き
る
楽
し
さ
が
あ
り
ま
す
。
ス
ト
ー
リ
ー
が
ど
の
タ

イ
ミ
ン
グ
で
進
ん
で
い
く
の
か
、
隠
し
要
素
も
あ
る
の

で
そ
れ
を
見
つ
け
て
ど
う
展
開
し
て
い
く
か
を
自
分
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
進
め
ら
れ
ま
す
。

私
は
唯
一
無
二
の
も
の
が
好
き
。
ど
こ
か
で
見
た
な

と
思
え
る
も
の
よ
り
も
、
こ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
ん
だ

と
思
え
る
も
の
。
こ
の
ゲ
ー
ム
に
し
か
な
い
世
界
、
こ

の
ゲ
ー
ム
で
し
か
体
験
で
き
な
い
も
の
を
作
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

工藤夏鈴さん／山形県出身
コミュニケーションデザイン専攻（2020年3月卒業）
４月からプラチナゲームズ株式会社に入社
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卒業制作の≪うつわカスタマイズ≫。素体となるのは鋳
込みの技法で作られた、使いやすさとニュートラルな
フォルムを持つ器各種。これに好みの図案を色漆で塗布
してカスタマイズ。

秋田県の若手アーティストを支援する
「アーツアーツサポートプログラム」
として開催された個展「不在の標本」

茨
城
県
出
身
で
、
高
校
時
代
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ

イ
ナ
ー
を
志
し
て
い
ま
し
た
。
美
術
予
備
校
に
通
い

な
が
ら
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で
い
た
の
で

す
が
、
次
第
に
工
芸
や
手
仕
事
に
興
味
を
持
つ
よ
う

に
な
り
、
デ
ザ
イ
ン
や
も
の
づ
く
り
に
つ
い
て
よ
り

広
い
視
野
で
学
び
た
く
て
地
元
の
総
合
大
学
で
は
な

く
秋
美
を
志
望
し
ま
し
た
。
秋
美
で
は
も
の
を
作
る

こ
と
だ
け
で
な
く
い
ろ
い
ろ
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参

加
し
た
こ
と
が
僕
の
転
機
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
と

連
携
し
た
ア
ー
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成
プ
ロ
グ

ラ
ム
「AKIBI plus

」
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
特

に
衝
撃
的
で
し
た
。
五
城
目
町
の
土
地
に
入
っ
て
そ

こ
で
暮
ら
す
方
々
の
生
の
声
、
生
の
姿
に
触
れ
ら
れ

た
こ
と
は
大
学
の
中
だ
け
で
は
決
し
て
得
る
こ
と
の

で
き
な
い
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
も
の
づ
く

り
デ
ザ
イ
ン
専
攻
で
は
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
と
漆

を
学
ん
で
い
た
の
で
す
が
、
大
学
４
年
時
に
J
R
の

ノ
ベ
ル
テ
ィ
制
作
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加
し
た
こ

２
０
１
９
年
11
月
に
行
っ
た
個
展
「
不
在
の
標
本
」

で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
自
己
と
他
者
の
関

係
性
に
迫
り
ま
し
た
。
街
を
行
き
交
う
人
な
ど
を
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
写
し
た
デ
ジ
タ
ル
画
像
を
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
プ
リ
ン
タ
で
出
力
し
、
そ
れ
に
漂
白
剤
を

掛
け
て
イ
ン
ク
を
溶
か
し
、
剥
離
さ
せ
た
も
の
を

使
っ
た
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
指
の
身
体
的

感
覚
（
触
覚
）
を
使
っ
て
扱
う
こ
と
で
人
間
の
感
覚

器
官
の
一
部
と
な
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
に
よ
っ
て
意

識
は
仮
想
空
間
を
構
築
す
る
デ
ー
タ
と
し
て
記
号
化

さ
れ
、
文
字
や
画
像
な
ど
も
視
覚
で
き
る
も
の
と
な

り
ま
す
。
身
体
が
存
在
す
る
現
実
空
間
と
、
身
体
が

存
在
し
な
い
仮
想
空
間
。
そ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も

脳
は
不
確
実
で
曖
昧
な
「
誰
か
」
と
い
う
存
在
の
イ

メ
ー
ジ
を
作
り
上
げ
ま
す
。
自
分
の
感
覚
を
も
と
に

確
実
に
確
立
し
て
い
る
「
自
分
」
と
、
イ
メ
ー
ジ
で

し
か
な
い
曖
昧
な
「
誰
か
」
の
存
在
を
考
え
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

表
現
す
る
手
段
と
し
て
の
メ
デ
ィ
ア
に
こ
だ
わ
り

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
の
場
合
、
こ
れ
ま
で
何
か
し

ら
の
処
理
を
加
え
た
表
現
を
し
て
変
化
を
見
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
卒
業
後
も
、
表
現
を
拡
張
す
る

た
め
の
経
験
を
重
ね
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

秋美のような自由な場所があれ
ば、

　　　 自分がやりたいことがで
きるはず。

大
学
に
入
学
す
る
ま
で
は
志
望
す
る
大
学
に
入

る
た
め
の
勉
強
や
デ
ッ
サ
ン
の
訓
練
を
続
け
て
、

で
も
本
当
に
自
分
が
美
術
を
学
び
た
い
の
か
と
い

う
葛
藤
も
あ
っ
て
。
ず
っ
と
悩
ん
で
い
た
時
に
偶

然
、
秋
美
の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。
面
白
い
名
前

の
専
攻
が
あ
る
こ
と
と
授
業
内
容
に
惹
か
れ
た
こ

と
、
そ
し
て
自
由
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
志
望
し
ま

し
た
。
秋
美
の
よ
う
な
自
由
な
場
所
で
あ
れ
ば
、

自
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
き
っ
と
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

表
現
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大
道
芸
人
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
が
自
分
の
中
に
あ
り
ま
す
。
落
ち

込
ん
で
い
る
人
が
見
て
面
白
い
な
と
思
っ
た
り
、

気
軽
に
楽
し
め
る
も
の
を
作
り
た
い
な
と
思
っ
て

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
作
っ
て
い
ま
す
。
夏
の
「
高

校
生
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
キ
ャ
ン
プ
」
で
は
撮
影
を

担
当
し
た
り
、
秋
田
で
ロ
ケ
を
し
た
映
画
で
は
主

人
公
が
絵
を
描
く
時
の
手
タ
レ
を
し
た
り
。
新
屋

の
ま
ち
を
散
歩
し
て
人
や
風
景
を
観
察
す
る
こ
と

も
好
き
。
私
の
場
合
は
大
学
入
学
ま
で
た
く
さ
ん

ア
ル
バ
イ
ト
を
し
た
り
進
路
に
つ
い
て
悩
ん
で
き

た
の
で
、
今
は
バ
イ
ト
に
明
け
暮
れ
る
こ
と
は
せ

ず
に
自
分
の
時
間
を
し
っ
か
り
と
っ
て
制
作
す
る

こ
と
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

確
実
に
確
立
し
て
い
る
﹁
自
分
﹂
と
︑

イ
メ
ー
ジ
し
た
曖
昧
な
﹁
誰
か
﹂
の
存
在
︒大越円香さん／秋田県出身

ビジュアルアーツ専攻（2020年3月卒業）
情報科学芸術大学院大学［IAMAS］に進学

  複数の技法を取り入れた
   ものづくりで、今までにない、
新しい形のものづくりを目指します。

正保千春さん／茨城県出身
ものづくりデザイン専攻（2020年3月卒業）
秋田公立美術大学大学院に進学

堀
江
侑
加
さ
ん
／
神
奈
川
県
出
身

秋
田
公
立
美
術
大
学
２
年

と
が
き
っ
か
け
で
鋳
込
み
を
学
び
、
そ
の
後
は
陶
芸

室
に
入
り
浸
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
学
び
た
い
意

欲
さ
え
あ
れ
ば
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
て
学
ば
せ
て
も
ら

え
る
こ
と
は
秋
美
の
良
さ
だ
と
思
い
ま
す
。

陶
芸
や
漆
芸
な
ど
複
数
の
工
芸
技
法
を
組
み
合
わ

せ
て
制
作
を
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
に
分
野
を

ま
た
ぐ
制
作
方
法
は
他
大
学
の
工
芸
系
の
学
科
で
は

な
か
な
か
難
し
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
卒
業

制
作
の≪

う
つ
わ
カ
ス
タ
マ
イ
ズ≫

で
は
、
工
芸
技

法
に
〝
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
〞
を
組
み
入
れ
ま
し
た
。
工

芸
技
法
を
用
い
て
、
使
い
手
の
嗜
好
に
応
じ
て
器
に

手
を
加
え
る
こ
と
で
、
個
々
の
使
い
手
が
よ
り
愛
着

を
持
て
る
も
の
を
作
れ
な
い
か
と
い
う
試
み
で
す
。

今
後
は
大
学
院
で
よ
り
多
角
的
な
視
点
か
ら
制
作
し

て
い
き
た
い
。
た
だ
自
分
の
作
品
制
作
を
突
き
詰
め

て
い
く
こ
と
よ
り
も
、
学
部
で
学
ん
だ
こ
と
を
ど
う

社
会
と
繋
げ
て
い
く
か
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
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ふたりが「妄想」をテーマに開催した
「妄想感染保護キャンペーン 雪ですか？砂ですか？」。
谷口さんは家族や商店主など約80人の似顔絵と架空の人物説明など。
足立さんは内面から沸き出た言葉を会場となった店舗の床に
貼り付けるなどして構成。
ふたりのインスタレーションが話題を呼びました。

　 

妄
想
と
内
面
に
迫
っ
た

﹁
雪
で
す
か
？
砂
で
す
か
？
﹂て

、
本
を
貸
し
た
り
も
し
て
。
仲
が
良
す
ぎ
る
わ
け

で
も
な
く
、
そ
の
頃
は
ち
ょ
う
ど
い
い
距
離
感
が

あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
美
郷
町
の
澁
谷
デ
ザ
イ
ン
事

務
所
に
一
緒
に
行
っ
て
か
ら
は
、
大
人
の
第
三
者
が

入
る
こ
と
に
よ
っ
て
ふ
た
り
の
関
係
が
変
わ
り
ま
し

た
。
徐
々
に
自
分
た
ち
の
言
葉
で
言
い
合
う
よ
う
に

な
っ
て
。
私
は
生
活
に
視
点
を
置
い
て
い
る
こ
と
が

多
い
ん
で
す
。
な
ん
と
な
く
ふ
た
り
は
似
て
い
る
か

も
と
思
っ
た
部
分
に
も
ズ
レ
が
出
て
き
ま
し
た
。
ふ

た
り
で
話
を
し
て
い
る
と
、
私
は
形
に
収
め
る
ク
セ

が
付
い
て
い
た
の
だ
と
気
付
き
ま
し
た
。

谷
口　

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
の
授
業
で
は
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
を
し
て
、
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
固
め

て
い
く
作
業
を
し
ま
す
。
納
得
が
い
か
な
い
と
、
先

に
進
め
な
い
ん
で
す
。

ー

そ
ん
な
中
で
、
大
仙
市
の
日
用
雑
貨
「
ミ
ン
カ
」

で
ふ
た
り
で
展
覧
会
を
開
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

そ
れ
ぞ
れ
う
ま
く
「
妄
想
」
を
表
現
で
き
ま
し
た

か
？

ー

「
雪
で
す
か
、
砂
で
す
か
」
の
ポ
ス
タ
ー
や
チ

ラ
シ
の
写
真
が
と
て
も
印
象
的
で
、
ど
ん
な
ふ
た
り

な
の
か
気
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

足
立　

写
真
家
・
植
田
正
治
さ
ん
の
鳥
取
砂
丘
を
舞

台
に
し
た
写
真
の
オ
マ
ー
ジ
ュ
と
し
て
、
夏
の
帰
省

の
時
に
撮
影
し
ま
し
た
。
写
真
を
撮
影
し
た
の
は
父

で
す
。
こ
の
時
は
う
ち
の
実
家
に
ふ
た
り
で
泊
ま
っ

た
ん
で
す
。
そ
う
聞
く
と
と
て
も
仲
が
い
い
よ
う
に

聞
こ
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
本
当
は
そ
れ
ほ
ど

で
も
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻

は
外
に
出
て
リ
サ
ー
チ
を
し
た
り
、
学
外
で
の
活
動

も
多
く
て
、
結
紀
は
そ
の
中
で
も
目
立
っ
て
い
た
人

で
し
た
。
ど
う
い
う
人
な
の
か
、
興
味
が
あ
っ
た
ん

で
す
。

谷
口　

初
め
て
話
を
し
た
の
は
２
年
の
学
祭
で
同
じ

係
り
に
な
っ
た
時
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に
交
流
が
始

ま
り
ま
し
た
。

足
立　

雰
囲
気
が
似
て
い
る
な
と
思
う
時
も
あ
っ

足
立　

展
覧
会
で
は
１
日
ず
つ
短
い
映
像
を
作
っ
た

ん
で
す
が
、
展
覧
会
の
場
所
と
い
う
よ
り
地
元
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
に
な
っ
て
、
自
分
た

ち
が
作
っ
た
空
間
に
来
て
く
れ
た
人
が
こ
ん
な
に
自

分
の
こ
と
を
話
し
て
い
っ
て
く
れ
る
ん
だ
な
と
、

び
っ
く
り
す
る
こ
と
ば
か
り
で
し
た
。
結
紀
は
感
覚

を
大
事
に
し
て
い
る
人
で
、
言
葉
に
す
る
よ
り
は
行

動
し
て
作
品
に
落
と
し
込
む
タ
イ
プ
。
私
は
的
確
に

言
葉
に
し
た
い
タ
イ
プ
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
見

て
情
報
を
集
め
て
い
く
の
が
好
き
。
ア
イ
デ
ア
を
広

げ
て
い
っ
て
、
お
互
い
が
デ
コ
ボ
コ
な
部
分
を
埋
め

合
っ
て
い
く
こ
と
で
「
雪
で
す
か
？
砂
で
す
か
？
」

が
出
来
上
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

谷
口　

ふ
た
り
の
意
見
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
で
、
い
ろ

い
ろ
な
も
の
が
見
え
て
き
て
心
の
葛
藤
も
あ
り
ま
し

た
。
自
分
の
こ
と
を
素
直
に
吐
露
す
る
こ
と
も
あ
っ

て
。
展
覧
会
が
終
わ
っ
て
、
今
は
ち
ょ
っ
と
休
憩
。

制
作
を
続
け
な
が
ら
、
次
の
目
標
を
探
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

ふ
た
り
の
関
係
と
、
こ
れ
か
ら
。

足
立
遥
香
さ
ん
／
鳥
取
県
出
身

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
デ
ザ
イ
ン
専
攻
（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
）

谷
口
結
紀
さ
ん
／
秋
田
県
出
身

ア
ー
ツ
＆
ル
ー
ツ
専
攻
（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
）
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兵
庫
県
出
身
で
、
高
校
で
は
漆
を
用
い
て

制
作
し
て
い
ま
し
た
。
吹
き
ガ
ラ
ス
に
憧
れ

て
小
牟
禮
尊
人
先
生
の
門
を
叩
こ
う
と
秋
美

に
入
学
し
た
の
で
す
が
、
高
校
卒
業
の
頃
に

陶
芸
に
出
会
っ
て
し
ま
い
。
土
の
持
つ
原
始

的
な
力
強
さ
、
時
に
は
積
み
上
げ
て
き
た
営

み
を
一
瞬
に
し
て
消
し
去
る
ほ
ど
爆
発
す
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
魅
せ
ら
れ
て
、
そ
ん
な
強
さ

を
感
じ
取
れ
る
よ
う
な
も
の
づ
く
り
が
し
た

い
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

秋
美
で
は
様
々
な
素
材
に
最
初
は
ゆ
る
く

触
れ
ら
れ
た
の
が
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。

工
芸
だ
け
で
な
く
、
デ
ザ
イ
ン
の
思
考
を
学

べ
た
の
も
力
に
な
り
ま
し
た
。
１
、
２
年
の

う
ち
は
専
攻
の
垣
根
を
越
え
て
広
く
学
ぶ
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
や
り
た
い
こ
と
が
決

ま
っ
て
い
れ
ば
、
早
く
か
ら
先
生
の
と
こ
ろ

に
出
入
り
し
て
４
年
間
と
こ
と
ん
学
ぶ
こ
と

も
で
き
る
。
僕
の
場
合
、
学
生
生
活
は
陶
芸

以
外
ほ
と
ん
ど
無
く
て
、
土
日
、
年
末
年
始

関
係
な
く
陶
芸
室
に
い
ま
し
た
ね
（
笑
）

卒
業
後
は
多
治
見
市
陶
磁
器
意
匠
研
究
所

で
研
修
を
受
け
な
が
ら
、
制
作
を
続
け
ま
す
。

釉
薬
の
安
全
性
、
化
学
反
応
な
ど
を
研
究
し

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
校
で
は
美
術
コ
ー
ス
を
専
攻
し
て
油
絵

を
描
い
て
い
た
の
で
、
何
も
疑
う
こ
と
な
く

美
術
大
学
を
受
験
。
と
こ
ろ
が
秋
美
に
入
学

し
て
か
ら
は
、
高
校
時
代
に
出
来
上
が
っ
て

し
ま
っ
た
美
術
の
思
考
か
ら
抜
け
出
せ
な
く

て
悩
み
ま
し
た
。
ビ
ジ
ュ
ア
ル
ア
ー
ツ
専
攻

で
は
敬
遠
し
て
い
た
現
代
ア
ー
ト
と
向
き

合
っ
て
、
美
術
が
作
ら
れ
て
い
く
過
程
や
仕

組
み
を
学
び
ま
し
た
。
学
芸
員
資
格
取
得
の

た
め
の
授
業
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
、
秋
美
の

教
員
や
国
内
外
の
ユ
ニ
ー
ク
な
講
師
陣
に
よ

る
「
旅
す
る
地
域
考
」
と
い
う
ア
ー
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
人
材
育
成
事
業
に
参
加
し
た
こ
と

な
ど
は
、
自
分
を
見
つ
め
る
い
い
機
会
に
な

り
ま
し
た
。
い
ろ
い
ろ
な
経
験
を
重
ね
て
い

く
こ
と
で
、
少
し
ず
つ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
す

る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
惹

か
れ
た
の
は
、
若
手
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
育
成
支

援
事
業
に
ア
シ
ス
タ
ン
ト
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
関
わ
っ
た
こ
と
や
直
島
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
の
ア
ル
バ
イ
ト
、
十
和
田
市
現
代
美
術

館
で
ナ
デ
ガ
タ
イ
ン
ス
タ
ン
ト
パ
ー
テ
ィ
さ

ん
の
展
示
の
お
手
伝
い
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

卒展でその大胆な制作方法と繊細さで注目を集めたのが
加藤の≪Pendulum≫シリーズ。振り子に合わせて白い磁器土が
上から下へと滴り落ち、かたちが出来上がります。人の意図を超えた
美しさで魅了した器は学長賞を受賞。

土
の
持
つ
原
始
的
な

　 

力
強
さ
に
魅
せ
ら
れ
て
。

実
は
大
学
は
全
然
面
白
く
な
く
て
、
つ
ま
ん

な
い
な
ー
と
思
っ
て
い
て
。
だ
か
ら
大
学
の
中

で
は
な
く
外
に
出
て
活
動
す
る
こ
と
が
多
か
っ

た
ん
で
す
。
男
鹿
ナ
マ
ハ
ゲ
ロ
ッ
ク
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
の
実
行
委
員
会
に
所
属
し
て
ピ
ク
ト

グ
ラ
ム
や
グ
ッ
ズ
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
り
、

友
人
と
立
ち
上
げ
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ブ
ラ
ン
ド

「ELIO
T PSYC

H
O

」
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
デ
ザ

イ
ナ
ー
と
し
て
活
動
し
た
り
。
学
生
で
は
あ
る
け

れ
ど
社
会
の
中
で
た
く
さ
ん
の
人
と
出
会
え
て
、

第
一
線
で
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
間
近
で
見

る
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
に
入
っ
て
か
ら
は
考
え
方

が
変
わ
り
ま
し
た
。
建
築
・
設
計
だ
け
じ
ゃ
な
く

空
間
の
こ
と
、
都
市
の
こ
と
や
社
会
の
仕
組
み
が

分
か
っ
て
く
る
の
が
面
白
く
て
。
サ
ウ
ン
ド
ス

ケ
ー
プ
や
光
、
人
と
人
の
関
係
だ
っ
て
空
間
な
ん

で
す
。
そ
れ
が
面
白
く
て
、
も
し
景
観
デ
ザ
イ
ン

専
攻
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
ら
大
学
は
辞
め
て
い

た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
私
を
構
っ
て
く
れ
る
先
生

方
が
い
て
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る

場
が
あ
る
こ
と
、
視
野
を
広
げ
て
く
れ
た
こ
と
に

と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

空間のこと、
都市のこと、
社会のこと。

加藤正樹さん／兵庫県出身
ものづくりデザイン専攻（2020年3月卒業）

谷口茉優さん／岡山県出身
ビジュアルアーツ専攻（2020年3月卒業）
秋田公立美術大学大学院に進学

現
代
ア
ー
ト
と
鑑
賞
者
の
間
の

ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
惹
か
れ
て
︒

た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
現
代
ア
ー
ト
と

鑑
賞
者
の
間
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
に
身
を
置
い
て
、

そ
の
関
係
を
繋
ぎ
直
す
役
割
に
惹
か
れ
ま
し

た
。
秋
田
と
い
う
ゆ
と
り
の
あ
る
場
所
に
い

る
こ
と
で
、
ア
ー
ト
を
俯
瞰
し
て
見
る
こ
と

が
で
き
て
い
る
よ
う
に
思
っ
て
い
ま
す
。

金
田
麻
梨
香
さ
ん
／
秋
田
県
出
身

景
観
デ
ザ
イ
ン
専
攻
（
２
０
２
０
年
３
月
卒
業
）

秋
田
公
立
美
術
大
学
大
学
院
に
進
学
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原語の発音ごとに作成したモーショングラフィックスを混ぜ合わせ、
偶然性を取り入れながら意味をなさない言葉の生成を試みた映像作品「the cooing」。
国内外の大学や大学院の学生を対象とした芸術・情報メディア系の
国際コンペ「ISCA（International Students Creative Award）2019」デジタル
コンテンツ部門で最優秀賞を受賞。

意 味 は な く 、

ス ト ー リ ー 性 も な い け れ ど

ず っ と 見 て い ら れ る も の 。

　

高
校
で
は
漆
や
染
織
を
学
ん
で
い
た
の
で
映
像
に

関
し
て
は
何
の
知
識
も
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
秋
美

に
入
学
し
て
す
ぐ
の
頃
、
現
代
芸
術
論
で
受
け
た
萩

原
健
一
先
生
の
映
像
の
授
業
が
楽
し
く
て
。
そ
れ
が

き
っ
か
け
で
、
先
生
の
課
外
授
業
で
先
輩
に
混
じ
っ

て
映
像
表
現
を
学
ん
だ
り
、
課
題
に
取
り
組
ん
だ
り

す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
秋
美
は
先
生
や
助
手
さ

ん
と
学
生
の
距
離
が
近
く
、
授
業
内
外
で
み
ん
な
で

関
わ
り
合
っ
て
い
る
の
が
素
敵
だ
な
と
思
い
ま
す
。

撮
影
や
編
集
の
技
術
も
先
生
に
教
え
て
い
た
だ
い
た

り
先
輩
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
し
て
、
そ

れ
を
作
品
制
作
に
活
か
す
こ
と
が
で
き
て
い
る
と
思

い
ま
す
。

　

映
像
作
品
と
し
て
初
め
て
作
っ
た
の
は
、
谷
川
俊

太
郎
の
詩
「
朝
の
リ
レ
ー
」
を
題
材
に
し
た
C
G
ア

ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
。 

秋
田
駅
の
改
札
口
に
設
置

し
た
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ 

で 

は
、「
m
」「
n
」

「
i
」 

の
形
の
面
白
さ
に
惹
か
れ
て
、
文
字
が
持
つ

意
味
で
は
な
く
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
形
の
面
白
さ
を

表
現
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。「
m
」「
n
」「
i
」

を
ス
ト
ッ
プ
モ
ー
シ
ョ
ン
で
連
続
表
示
す
る
と
面
白

い
動
き
に
な
る
ん
で
す
。

　

こ
の
制
作
以
降
、
意
味
を
持
た
な
い
言
葉
や
文
字

に
興
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「ISC

A

」
に

森田明日香さん／大阪府出身
ビジュアルアーツ専攻

出
品
し
た
「the cooing

」
で
は
英
語
の
発
音
の
特

徴
を
可
視
化
す
る
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

ク
ー
イ
ン
グ
（cooing

）
と
は
赤
ち
ゃ
ん
が
話
す

「
ア 

ー
」「
ウ 

ー
」「
ク 

ー
」
と
い
っ
た
意
味
を
持

た
な
い
声
の
こ
と
で
す
。
母
音
と
子
音
の
音
の
印
象

を
図
形
化
し
た
モ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス
を
作

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
よ
っ
て
ラ
ン
ダ
ム
再
生
し

た
映
像
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
発
声
音
が
無

作
為
に
モ
ン
タ
ー
ジ
ュ
し
て
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら

「
言
葉
の
よ
う
な
音
」
が
連
呼
さ
れ
る
と
同
時
に
図

形
と
光
が
空
間
を
満
た
す
よ
う
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

で
投
影
し
ま
し
た
。
ア
パ
ー
ト
の
壁
越
し
に
隣
人
の

声
が
聞
こ
え
て
、
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
分
か
ら
な

い
の
に
雰
囲
気
は
伝
わ
っ
て
く
る
な
と
思
っ
た
経
験

が
あ
っ
て
。
そ
ん
な
音
の
あ
り
方
を
「the 

cooing

」
で
目
指
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
制
作
を
通
じ
て
、
最
近
、
テ
ー
マ
を

持
た
な
い
作
品
に
興
味
が
あ
る
な
と
気
が
付
い
て

き
ま
し
た
。
意
味
は
な
く
、
ス
ト
ー
リ
ー
性
も
な

い
け
れ
ど
面
白
く
て
ず
っ
と
見
て
い
ら
れ
る
よ
う

な
作
品
が
作
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。
私
の
場
合
、

い
ろ
い
ろ
な
要
素
を
加
え
る
の
で
は
な
く
、 

削
い

で
い
っ
た
方
が
作
り
や
す
く
、
楽
し
く
な
っ
て
い

く
と
感
じ
て
い
ま
す
。
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A P R I L

M A Y

J U N E
J U L Y

O C T O B E R

N O V E M B E R

D E C E M B E R

M A R C H

J A N U A R Y

F E B R U A R Y

  A
U G U ST

□
入
学
式

□
前
期
ガ
イ
ダ
ン
ス

□
履
修
登
録

□試験
□オープンキャンパス

□夏季休業
□集中講義

□３年次授業成果展

□卒業式・修了式

□
集
中
講
義

□
後
期
ガ
イ
ダ
ン
ス

□
後
期
履
修
登
録

□冬季休業
□集中講義
□卒業制作、
　修了制作提出

□卒業・修了展
□AKIBI ARTs MARKET

□
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

□
秋
美
祭

いよいよ 1 年の始まり。
秋美の近くの桜並木は
４月下旬が見頃です。

日吉神社は秋美が位置する
新屋地区の鎮守の杜。

御神輿が町内を巡る伝統行事
「山王祭」が由緒正しく執り行われます。

豊作を祈る鹿嶋信仰に由来する伝統行事。
子どもの無病息災を託した鹿嶋人形を乗せた

鹿嶋船が笛や太鼓のお囃子と共に
子どもたちの手で曳かれていきます。

4
6

秋
美
カ
レ
ン
ダ
ー

5
日吉神社山王祭

日吉神社
鹿嶋祭

キャンパス案内ツアーや
デッサン体験、進学相談会など
高校生にキャンパスを楽しんで
もらいます。

真夏の病魔や邪気を払う
「ねぶり流し」として始まった伝統行事。
五穀豊穣を願って長い竹竿にたくさんの
提灯を吊り下げた竿燈を持ち上げ、

様々な技を競います。
国重要無形民俗文化財。

学内展示や模擬店、ファッションショー、
ダンスや軽音サークルによる

ステージイベントなど盛りだくさん！
オープンキャンパスも同時開催。

各専攻の 3 年生は
専攻展で大きく成長。

ついに卒展。
秋美 4 年間の集大成です。

初雪の頃。
日本海から吹く風が
秋美に冬を運んできます。

秋美のすぐ近くを流れる
雄物川の河川敷で開催される

打ち上げ花火。

秋美では高校生が考える
「超おもしろい合宿」を募集。
高校生たちが全国から秋田に
来てそれぞれのプランを実践！

7 8

9
11 1210 1

2

3

□高校生クリエイティブキャンプ

雄物川
花火大会

i l lustrat ion ： 柳谷真央（コミュニケーションデザイン専攻）

秋美祭

竿燈まつり

／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
サ
ー
ク
ル
／
あ
ら
や
ち
ゃ
ぷ
ち
ゃ
ぷ
大
学
／
フ
ッ
ト
サ
ル
サ
ー
ク
ル
／
秋
美
竿
燈
会
／
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
サ
ー
ク
ル
／A

M
C
A
C
rew

（
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
）
／
写
真
サ
ー
ク
ル
／
と
ん
ぼ
玉
サ
ー
ク
ル
／
綿
あ
め
サ
ー
ク
ル
ふ
ぅ
わ
り
／
口
笛
サ
ー
ク
ル
ハ
ミ
ン
グ

／
美
四
テ
レ
部
（
秋
田
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
映
像
作
品
制
作
）
／
描
画
探
究
社
／
ス
テ
ー
ジ
設
営
企
画
チ
ー
ム
／
う
ど
ん
オ
カ
ル
ト
研
究
会
／
歴
史
・
建
築
研
究
会
／
ス
ケ
ッ
チ
サ
ー
ク
ル
／
植
物
サ
ー
ク
ル
／
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
サ
ー
ク
ル
／
手
芸
サ
ー
ク
ル
／
秋
美
ゲ
ー
ム
ス
タ
ジ
オ

＜秋美のサークル＞ aruconnect ／ Crealab ／インド古典部／ハイキングウォーキング／ポタリー／ライブペイントサークル 雷平／かしかめ つちのあかり（障害のある方など様々な方の表現活動のサポート）／カフェサークル／ Biblio-bibuli（絵本サークル）／サムシングオーケストラ

漫画イラストサークル／植食サークル／秋美カレー同好会／そめまめ／ナナシノサアクル（ホラーをテーマにしたフィールドワークや映像鑑賞）／／AML Akita university of art Movie Laboratory／あみやきサークル（バレーボール）／軽音サークル／創作加速研究会／ピアノサークル／デザイン発電所
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新屋ガラス工房

大森山動物園

秋田駅方面→JR新屋駅

雄

日 本 海

秋田公立
美術大学新屋温泉

LAWSON

萬
八

わたゆう

渡金

Cafe Tasha

ももさだ
  海岸

栄月

バス停

とりっこ

Family
 Mart

 新屋
参画屋

高長寿司

ドジャース
新屋NINO

アラヤイチノ

日吉
 神社

あらやさん

cafe 
conoh

a

machi
ya

cafe
WAWAW

A

セレステ翔

新屋駅前

 郵便局

ナイス

 西部市民
サービスセンター

 新屋
郵便局

秋田西
中学校

雄物川花火大会

 秋田県庁
市役所方面→

秋美〜新屋駅間は

  徒歩15分です。

 種類が豊富な
ケーキ屋さん！

パイとキッシュが

   美
味しいよ！

  新生活の
手続きはここで！

シュークリームが

 美味しい！

文
房
具
屋
さ
ん

も
も
さ
だ
カ
エ
ル
が

  

待
っ
て
い
る
！ ぐ

る
ぐ
る

家庭的な味の

居酒屋さん！

美大前にバス停が

  あって便利！

焼き鳥メインの

 居酒屋さん！

 石挽きの
手打ちそば！

※周辺マップの内容は2020年3月時点の情報です。

i l lustrat ion ： 佐々木祐佳（コミュニケーションデザイン専攻）

秋

毎年夏に花火大会が開催されます！ 約7,000発の花火が打ち上げられ、ナイアガラの仕掛け花火や花火と  音楽をコラボレーションさせた　　創作花火、地元の中学生による 　デザイン花火などオリジナリティに      　富んだ内容です。
駅と美大をつなぐ遊歩道は

 桜並木がとてもきれい！

写真を撮ったり、お花見を

  したり楽しめます。

24時間営業のスーパーや
  ホームセンターなどの
 生活に役立つお店が豊富！

  動物のスケッチに最適♪秋美との

コラボで「大森山アートプロジェクト」が

    毎年開催されます！冬の期間も

 「雪の動物園」が開催され、普段は

  見ることのできない雪と戯れる動物

    たちの姿を見ることできます。

 専攻や学生グループの
展示などに活用。地域交流の
   場にもなっています。

 専攻や学生グループの

展示制作スペースに活用！

  品物の安さが

 売りのスーパー！

○営業時間

 9:00
〜21:00

（月〜土）

 9:00
〜20:30

（日）

秋美の事業でお招きした
 アーティストさんの
AIR滞在などに適した
 施設です。

日用品がほぼ手に
 入るスーパー。

 ○営業時間　9:30〜21:00
   （冬季は9:30〜20:30）

秋田駅まで２駅で簡単に出られます！ 画材店や雑貨店などの
 買い物スポットだけではなく、
ギャラリーや美術館も。
  ○新屋駅〜秋田駅　片道190円

絶対に温泉は出ない！と言われて
  いたのを先代が信念で掘り当てた
 奇跡の温泉。美肌効果抜群！
 ○入浴料500円　定休日 月曜日

 新屋のものづくりと地域

交流の拠点！吹きガラス体験

  もできます（予約制）

 ○体験日時（金・土・日）

　　※第３日曜を除く。

　　午前 9:30〜12:00

　　午後13:30〜16:00

 ○体験料 3,300円

秋田公立美術大学は、秋田市内に

  ありながら海や川などの自然にも

 囲まれた好立地。周辺には歴史のある

  家屋も並んでおり美術を学ぶには

もってこいの環境です。春夏秋冬で

 様々な表情を見せる秋田で学生生活を

   思う存分楽しみましょう！

物

川

美周辺マップ

新

屋う
どん！

- A r e a  M a p -



卒業間近だった2019年3月、マジックやパズルに関する動画を投稿
するカナダの著名なユーチューバーが浅香さん考案のパズル「Jigsaw 
Puzzle 29」に 挑 戦 す る 動 画 を 公 開。「This is definitely not a 
traditional puzzle（一般的なパズルと全然違う）」「Super creative 
puzzle（とてもクリエイティブなパズルだ）」と評し、１時間49分
かけてパズルを解決。2020年3月時点で再生回数は900万回を超え、
世界から多くのコメントが寄せられています。浅香さんはその後、パ
ズル作家として活動。続々と生み出す難解なパズルが注目を集めてい
ます。

－浅香さんのパズルは、海外でも驚きと意外性をもって受け
止められました。制作において、テーマとしているのはどんな
ことでしょうか。

－浅香さんは、どんな方法でパズルを作っていますか？

－パズルは海外のサイトなどでも購入できますが、今後はど
う展開するのでしょうか。

浅香遊／群馬県出身。在学中よりパズル作品の
企画・開発に取り組み、「Jigsaw Puzzle 29」が
「Nob Yoshigahara Puzzle Design Competition 2018」で
 Jury Honorable Mention（佳作）を受賞。
秋田公立美術大学卒業・修了研究作品展2019「カモステイク」に
出品したパズルのシリーズ作品「PLAY TIME」で学長賞を受賞。

A s a k a
      Y u u

無意識の固定観念に挑む
仕掛けが面白いメカニカルパズル

とにかくスケッチを繰り返することで思いもよらない
パズルが生まれる。

水色のアクリルが美しい「Jigsaw 29」。このパズルを手始めに卒業まで５種類のパズルを制作。

オレンジ色の波型パズル「Wave 7」は、
形に対する解のギャップが大きくなるように意図。

白い９個のピースからなるパズル「Ice 9」は、「Jigsaw 29」が
比較的簡単に解かれてしまった悔しさから制作。

自分のものづくりの傾向としては、モチーフをパロディ化す
るのが好きです。ひとつのモチーフに対して、大喜利のように
自分でいろいろなアイデアを出していくことを続けています。
大学３年後期の授業課題で初めてジグソーパズルを制作しまし
た。それからは誰もが無意識のうちに決め込んでしまった固定
観念に挑むメカニカルパズルを作っています。人の無意識には
形に対して暗黙の了解やルールがあって、それを仕掛けとして
取り入れることで驚きや意外性のあるパズルにすることをテー
マにしています。面白いのは、パズルに対して世界中の人が共
通した驚き方をしてくれること。日本でも海外でも、多くの人
が『新しいパズルだ』と思ってくれたのはうれしいことでした。

僕はただ単純に「きれいなもの」を作ろうとすると、物足り
なさを感じてしまう性格です。アイデアが出てきたら、それに
合わせて作品形態を選んでいく。もともとある設定に対しては
設定自体を変えていく。そんな逆転の発想から作り出していく
のが自分の方法なのだと思います。でも作業としては、スケッ
チをずっとやっていれば、そのうち何かが出てくるものだと思
います。
学生時代、制作は大学の先生には極力アドバイスをもらわず、

自分自身の指針に従って作業を続けました。放っておいてもら
えたビジュアルアーツ専攻の環境が自分に合っていたのかもし
れません。

パズルを作り始めてから大学卒業まで５種類のパズルを制作
して、現在も新しいパズル制作に取り組んでいます。たくさん
の方に遊んでもらえるように商品化に向けて検討中です。

海外YouTuberも注目！
美しくも難解なパズルを続々と制作中。

パズル作家　　浅香遊さん　ビジュアルアーツ専攻（2019年3月卒業）
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情報科学芸術大学院大学の産業文化研究センター［RCIC］
で研究員として働いています。RCICは、IAMASの研究や技
術を産業界と連携することによって深化させたり、地域貢献
促進を実現したりする大学の附置機関です。主に文化活動を
担当していて、IAMASの展覧会やイベントの企画運営のほ
か、IAMASが出版する広報媒体、印刷物の編集などもしてい
ます。研究員としての仕事と並行して続けているのが、アー
トワークショップを中心としたユニット「コココ」の活動で
す。僕にとって、「共同制作におけるコミュニケーションと
創造性」が作家活動および研究活動のテーマです。
秋美には「新しい美術の大学、しかも不思議な専攻ばか

り！」ということに魅力を感じて受験しました。開学したて
ということもあってクリエイティブパワーが学内に渦巻いて
いました。パワーあふれる先生や学生たちでとにかく何かを

美術部だったわけでも絵を描いていたわけでもありませ
んでしたが、地元に開学した美術大学に惹かれて入学しま
した。横断的に学んでから専門を決めることのできるカリ
キュラムであることも魅力でした。印象に残っているのは
軽音サークルでの活動や制作活動、学祭などです。チーム
で制作したり、学外の人と関わることでコミュニケーショ
ン能力や計画的に制作する力が養われていたのかなと思い
ます。今思えば、とても自由で有意義な時間でした。自由
な学びから自由な発想ができる環境だったことが今の自分
を作ってくれているのだと感じています。
現在はアニメを中心に、声優さんが登壇するイベントやラ

イブイベント、コラボカフェ事業、謎解き事業、展覧会事業、
その他にも舞台制作や朗読劇、上映イベントなど様々な分野
のイベントを企画・運営しています。イベント施設の拡大に
合わせたイベントの展開やインバウンド向けイベントの充実
など「コト事業」が注目されていると感じます。その中で、
誰もが知るクリエイター、声優、俳優、アイドルなど各業界
で実力ある方々とお仕事をさせていただけることは大変緊張
しますし、責任重大です。それには学生時代に限らずもっと
いろいろな活動をしたり人と関わったり、とにかくたくさん
の経験と知識を得るべきだったと思いました。普段から多く

活動のテーマは、共同制作におけるコミュニケーションと創造性。

自由な学び、自由な発想ができる環境が今の自分を作ってくれた。
株式会社KADOKAWA　　京極美咲さん　ビジュアルアーツ専攻（2018年3月卒業）

在学時の制作風景

K y o g o k u

　　　M i s a k i

N o r o Y u t o

研究員の活動と並行してユニット「コココ」でアートワークショップを中心
とした作家活動を続けています。参加者同士が言葉を使わずに共同制作をす
る「モノトーク」や、姿の見えない状態で紙の裏表から絵を描き合いインター
ネットの匿名性を考える「とくめいおえかき」などのプログラムを開発し、
展開中。

の人と接していれば、たくさんの人がいる現場でも緊張せず
にコミュニケーションをとることができると思います。
今後の目標は、まずは基本的な業務をできるようになり上
司や取引先の方々から仕事をしっかり任せてもらえることで
す。そして、大学で自分の作品を作って伝えたいことを表現
していた時のように、お客様に伝えたいことを企画を通して
表現し、伝えられるようになりたい。これができるようにな
るまでは辛いことももちろんあると思いますが、挫けずに頑
張ろうと思います。

情報科学芸術大学院大学 IAMAS
産業文化研究センター［RCIC］研究員

野呂祐人さん　アーツ＆ルーツ専攻（2017年3月卒業）

やりたくて、展示やイベント、卒展の運営など多くの場に関
わりました。アーツ＆ルーツ専攻では芸術作品を作るだけで
なく芸術以外の領域に広げ、地域とどう接続するかという活
動をしました。全てうまくいったわけではありませんでした
が、学内・学外のたくさんの人との関わりが僕にとっての一
番の財産です。他者と芸術を通して繋がる面白さを知った秋
美での体験をもとに、作品制作と研究を続けています。
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秋田市役所 中央市民サービスセンター
目黒里香さん　景観デザイン専攻（2017年3月卒業）

福島県出身で、仙台の高専に通った後、3年次に秋美に
編入しました。秋美は少人数制で地域密着型の大学という
のが魅力です。先生や学生との関わりだけでなく地域との
距離も近いので、個の存在が強調されて、主体的に学べる
環境だったと思います。私にとっては、正解も不正解もな
いデザインという曖昧なものと向き合うこと自体が挑戦で
した。相手に伝える難しさを感じて演習で発表するのが苦
手だったのですが、「いいアイデアだね」「発表うまくなっ
たね」と少しずつ言ってもらえるようになったことが自信
に繋がっていったと思います。
大学で学んだことを地域に返したくて、秋田市役所に就

職。現在は中央市民サービスセンターで協働・分権を担当
しています。これまで、まちづくりの担い手を育成するた
めの講座やイベント、活動団体への助成金交付などの仕事
をしてきました。秋美で調査・分析した秋田の魅力や課題
は、事業を企画する上でとても役立っていて、鍛えても
らったプレゼン力も事業説明の時のベースになっていま
す。「秋美の同級生と仕事がしたい！」という思いも、企
業に就職した同級生に講師を依頼して実現しました。若い
大学なので卒業生はまだ少ないのですが、今後は秋田県内
外に関わらず卒業生の輪を広げて、仕事を通して盛り上げ
られたらいいなと妄想中です（笑）

バンダイナムコスタジオに就職して、ゲームの制作に携
わっています。ゲームと言っても遊びだけでなく教育やス
ポーツに関わったり病院で使われることもあったりと幅広
く、いろいろな場面で応用されています。現在の仕事は、
ひとことで言うと「人をどう楽しませるか」を考える仕事。
入社してまだ1年であまり余裕はありませんが、とてもや
りがいのある仕事です。
私はいろいろなことがしたくて、それをいろいろな人に

伝えたい性格です。もともとは水彩画を描いていたのです
がみんなで描いてそれをたくさんの人に見ていただきたく
て、学生の時はライブペイントサークルに入っていまし
た。大森山動物園では動物の壁画をライブペイントでみん
なに見てもらえたのが嬉しかった。私は人に伝えたい思い
が強いんです。自分の気持ちを伝えたい、人の気持ちを動
かしたい。現在の仕事であるゲームは自己投影しやすく、
心に残りやすいもの。多くの人と繋がりたい、そのために
ゲームを作りたいというのが私なのだろうと思います。
秋美では学びの中で地域の人とたくさん接する機会があ

りました。学生を受け入れて協力してもらえたのが嬉し
くって、地域の人が大好きでした。秋美の先生も大好き！
先生にどうやったら褒めてもらえるかと考えながら大学に
通っていたほどです。例えば夕暮れ時や、朝焼けの空。ドラマチックな情景を見

て優しい気持ちになる、その感情をガラスに入れ込みたい。
丸みを帯びたかたちが好きなのですが、でも自分で思うよう
にはいかないのがガラスの魅力なんだろうなと思います。
2019年度の国際ガラス展で入選した《たわむ》シリーズは、

学生の頃からずっとテーマにして悩みながらも実験を続けて
きたかたちです。ガラスの中にガラスを入れ子にして、窯の
中に入れて冷ます時、自然の重力でたわんでくるのを待つん
です。意図してできたものではない、自然の動き、自然の現
象に着目して今も制作しています。見る人によって感じ方は

株式会社バンダイナムコスタジオ
小川みのりさん コミュニケーションデザイン専攻（2019年3月卒業）

様々だと思いますが、
作品を鑑賞してくれ
た方に「見ていて優
しい気持ちになるか
たちね」と言われる
ことがあって、それ
がとても嬉しいです。
ガラスに出会ったのは、ものづくりデザイン専攻に進んで
から。最初の講評会の時に全くうまくいかなくて、先生たち
に注意をされて。だから「次は絶対にやってやるぞ」と思っ
て本気でガラスと向き合うようになりました。ニューヨーク
のアーバングラスのサマースクールに参加してからは、ガラ
スで作品を作ることに夢中になっていきました。卒業制作で
は妥協せずに集中して制作して、その時にやっと作品を作る
とはどういうことなのかを感じ取ることができたかなと思い
ます。
秋美のキャンパスには、そこかしこにたくさんの可能性
が落ちています。それを自分で掴み取れるかどうかはさて
おき、やろうと思えば何でもやれる可能性がいっぱい。先
生たちがとても意欲的で、縛られない、堅苦しくないのも
魅力です。私にとって学生の頃の研究と挑戦が現在の制作
を支えてくれているのだと思います。

M e g u r o

　　   R i k a

キャンパスには、たくさんの可能性が落ちている。

鍛えられた
プレゼン力が仕事のベース。
地域に出て、より市民の近くで。

ひとことで言うと、
人をどう楽しませるかを
考える仕事です。

秋田市新屋ガラス工房　　田中里姫さん　ものづくりデザイン専攻（2018年3月卒業）

T a n a k a

　　   S a k i

O g a w a

　  M i n o r i
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大学時代はものづくりデザイン専攻で染色を専門とし、卒
業制作では型染めで《トリドリ》という作品を制作しました。
日常に溢れている音を言葉に変換して、「ぽきぽき」「ぷかぷ
か」などの音を柄に染めて展開した作品は秋田空港の到着ロ
ビーにも展示されて、それを偶然、秋田を訪れた落語家さん
が見てくださっていて。「三遊亭ぽん太」なので「ポンポン
弾むイメージで」との依頼を受け、二つ目に昇進する時の名
刺がわりとなる手拭いを作らせていただきました。弾むボー

ルをデザインして、表情豊か
に噺をなさる落語家さんをイ
メージしてところどころに顔
を配置しました。このお話を
いただいた時は震えるほど嬉
しかったですね。
卒業後は秋田市内のデザイ
ン会社に就職してグラフィッ
クデザインの仕事をしていま

す。1年目は仕事の全体像をなんとなく見ていたように思い
ますが、今は細かいところにも目がいくようになったよう
な気がします。特に住宅情報誌は先輩に「デザインの基本
が学べるよ」と言われた仕事でとても勉強になっています。

2019年には、秋田市南通亀の町に倉庫をリノベーションし
た複合施設「ヤマキウ南倉庫」が誕生しました。私はこの建
物のサイン全般に関わらせていただきました。建物のコンセ
プトに合わせて、公共性を意識する大切さを学びながらサイ
ンを考えていきました。どんな人にも分かりやすいもの、こ
の建物に合っているデザインなど、いろいろなことを考えた
仕事で私にとっていい経験になりました。秋美ではものを作
るだけでなく、作品を作る目的やコンセプトを常に深く問い
かけてもらえたことが今の仕事にとても役立っているのでは
ないかと感じています。

作品を作る目的やコンセプトを常に深く、問いかけること。
株式会社 SeeVisions　　細矢艶子さん　ものづくりデザイン専攻（2018年3月卒業）

H o s o y a

　 T s u y a k o
広告会社にデザイナー採用として入社しました。入社後３

週間、東京本社にて研修を受けました。配属通知の日、「こ
れから制作部で頑張るぞー」と発表を待っていると、「１週
間後から、大阪で営業に配属ね。」まさに、青天の霹靂でした。
１週間後、本当に大阪で営業部員としての業務がスタート

しました。先輩の営業用資料を作成、ウェブ広告の配信結果
を集計し表にまとめる。売り上げの状況を経理に報告するた
めの会計処理……。秋美で学んだことなんて、これっぽっち
も活きない業務でした。未体験が繰り返される日々は、想像
していた社会人１年目の自分とは大きく違っていました。で
すが、その予想外はとても刺激的でした。秋田の厳しい自然
や、秋美で様々な人と関わったことで、環境の変化に対して
柔軟になっていました。秋美で身に付いた適応力が、変化を
楽しむ姿勢を作ってくれました。
大阪での営業生活も約１年、ようやく慣れてきた３月中旬

のある日、「４月から、東京でデザイナーに配属ね。」また、
青天の霹靂でした。
いよいよスタートです。同級生のみんなより、遠回りして

しまったような気がします。でも、面白い助走ができた気が
します。山手線に、自分がディレクションした広告が掲出さ
れることが目の前の目標です。秋美で培った適応力で東京で

秋美で身に付いた適応力が、変化を楽しむ姿勢を作ってくれた。

株式会社 ジェイアール東海エージェンシー　　石元隆文さん　コミュニケーションデザイン専攻（2019年3月卒業）

I s h i m o t o

　　  T a k a f u m i

の生活、デザイナーとしての日々を楽しみたいと思います。
ひとつ、注意があります。秋田の涼しい夏に慣れると、卒
業してからの夏が大変です。僕は、昨年の夏に２回も熱中症
になりました。暑さへの適応力は、ずいぶん無くなるみたい
です。

青春18切符のポスターに祖父の家の近くに広がる菜の花畑の風景写真が使
われたことをきっかけに、旅の情景を伝えたいとデザイナーを目指した石元
さん。大学時代は教職課程の履修、学芸員資格の取得、大学祭の実行委員長、
アルバイトと濃厚な時間を過ごしました。

複合施設「ヤマキウ南倉庫」
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SOU・SOU
小山真実さん　コミュニケーションデザイン専攻（2017年3月卒業）

京都のブランド「SOU・SOU」に入社して丸３年にな
ります。よく「３年は続けたほうがいい」と聞きますが、
私の場合はむしろ３年経ってから、いろいろな仕事を任せ
てもらえるようになりました。ようやく全体像が掴めてき
て、ここからが新たなスタートのように感じています。
私の場合は就職先を職種・業種ではなく会社で選びまし

た。初めの頃は配送業務や接客をやらせてもらい、今は生
産アシスタントとして商品の発注や管理を担当していま
す。たまに店舗に立ち寄った際にお客様が喜んでいる姿を
見ると、かつて自分もファンだった時の気持ちを思い出
し、楽しんでもらえるように、がっかりさせないように頑
張ろうと思えます。人に喜んでもらうことがやりがいや達
成感につながっているので、やりたいことをやるのも素晴
らしいのですが、求められていることをやれるのはもっと
楽しいと感じています。
大学時代、専攻の垣根を越えていろいろな先生の研究室

を訪ね、たくさんのアドバイスをいただけたのは秋美だか
らこそだったと思います。そして今の自分があるのは、大
学の図書館でSOU・SOUの社長が書いた本を読んだのが
きっかけでした。ですから、「やりたいことがない！」とい
う人は、まず大学の図書館へ行くことをオススメします（笑）
何か、見つかるかもしれませんよ。

淡路島出身の僕は、入学して初めて秋田の竿燈まつりを
知って好きになり、練習に明け暮れました。夏は今も京都
から秋田に移動して竿燈まつりに参加するぐらい、秋田は
自分にとって大事な土地となりました。
秋美には、何事にも多様な視点で捉えられるようになり
たいと思って入学しました。1、2年次にいろいろな芸術
分野を横断的に学べるのも魅力でした。枠が無く、自由
だったこと。少人数だから先生と過ごす時間が長かったこ
とも他大学には無い良さだったと思います。
仕事では、こども園に付随する学童施設の設計を担当し
ました。クライアントの要望を達成できる案を模型やCG
等を使って探し出し、さらに設計にて具体的な形にしてい
きます。初めての担当案件で不安やプレッシャーもありま
したが、上司や現場の方に助けてもらいながら完成させる
ことができました。工事が進むにつれて、自分が描いた図
面が形になっていくのはかなりの達成感がありました。デ
ザインの意図を相手に伝えること、伝えたい情報と伝え方
を明確にして作業を進めることなど、景観デザイン専攻で
学んだことが活かされていると感じます。

株式会社 宗本晋作建築設計事務所
吉田一也さん　景観デザイン専攻（2017年3月卒業）

ちょっと違う、
新しいデザインの日本文化を。

デザインの意図を伝えること、
伝えたい情報を明確にすること。

秋美に入るより前から、学校の先生になることが夢でした。
そう志望して学生生活を送っていたはずなのに、実際に教員
になってみると、学生のうちにもっと勉強しておけばよかっ
たと思うことばかりです。今になって秋美の先生方の言葉の
意味やその深さを痛感しています。
秋美での最初の２年間は、全ての専攻を横断的に学びます。

それは今思えば、あらゆる分野を教える必要のある美術の教
員という職業に合ったカリキュラムでした。全ての専攻を経
験できたことで、特定の分野だけでなく、たくさんの引き出
しをつくることができたと思います。他にも、資格取得のた
めの授業は、今の仕事に直結するものばかりでした。教職課
程では、様々な実習を通して教員としての資質や能力の基礎
を身に付けることができました。僕は学芸員資格も取得して
いて、その課程での学びは鑑賞の授業をする際にとても役
立っています。学生生活を振り返ってみると、秋美の４年間
の中でやってきたあらゆることを活かして、今、仕事をして
いるのだと思います。
僕たち１期生は、とにかく「何かやってやろう」という気

持ちの強い学生が多かったように思います。僕は学生会役員
として活動したり、学生たちで集まって展示会の企画をした

りと、様々なことに挑戦することのできた充実した学生生活
でした。それは、新しい大学だったからこそ、できたことな
のかもしれません。
先日、勤務している中学校の卒業式がありました。今回卒

業したのは、僕が着任した時に入学してきた子どもたちです。
とても感慨深いものがありました。教員という仕事をする中
で、上手くいかないことはたくさんあります。授業が思うよ
うにできなかったり、クラスがまとまらなかったり。仕事が
終わって家に帰っても、子どもたちのことで悩み続ける毎日
でした。ですが卒業の日、「ありがとう」「先生が担任で良かっ
た」と、そんな子どもたちの一言一言が、これまでの教員生
活を肯定してくれた気がしました。この仕事をやっていて良
かったと、心の底から思いました。
秋田公立美術大学は名前の通り教育大学ではありません。

ですが、教員になりたい人にとっても価値のある大学だと思
います。教員を志望する学生は正直、多くはいませんでした
が、だからこそ一人一人、手厚い指導を受けることができま
す。秋美の先生方には、感謝の気持ちでいっぱいです。秋美
という場所から、今後たくさんの素敵な先生が生まれること
を願っています。

教員になった年に入学した子どもたちが、卒業の日を迎えて。
堺市立南八下中学校 教諭　　郡山知也さん　景観デザイン専攻（2017年3月卒業）

Y o s h i d a

　　K a z u y a

O y a m a

     M a m i

K o r i y a m a

　　   T o m o y a
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高校の頃から現代アートの展覧会やトークによく行って
いました。秋美に入ってからは日本画を描くようになって、
山本太郎先生（現在、京都芸術大学准教授）の研究室に出入りして
描いた日本画を見てもらったり。アーツ＆ルーツ専攻の先生
や助手さんたちはそれぞれがとても楽しそうで、面白くて。
特に助手の尾花さんの立体制作を見ていたことは、現在の僕
の制作スタイルの刺激になったのかなと思います。卒業して
からも学生時代にお世話になった方々との関係が変わらずに
続いていることはとてもありがたいことだと思います。
アーツ＆ルーツ専攻では生まれ育った秋田市八橋地区に古

くから伝わる土人形をリサーチしました。それをきっかけと
して日本画から土人形へ、平面から立体へと表現方法が変わ
りました。手びねりと型抜きの技法を使い、伝統的な彩色で
作り始めた「真坂人形」はあくまでも伝統技法を主体として
いて、クスッと笑える言葉遊びやゆるめの表情が持ち味です。
作ることはもちろん好きなんですが、何よりお客さんにウケ
た時が嬉しいですね。作って笑って、見せて笑われて。こん
なにハッピーなことはないです。学生の頃から僕の制作を
知ってくれている人がたくさんいて、各地での販売会をのぞ
いてくれて。学生の頃に出会った大人の人たちとの関係にと
ても感謝しています。

アーツ＆ルーツの先生や助手さんたちが
とても楽しそうで、面白くて。

真坂人形師　　真坂歩さん　アーツ＆ルーツ専攻（2018年3月卒業）

M a s a k a

　　A y u m u

秋美は現代アートを学ぶことのできる設立したばかりの大
学であったこと、3.11後の東北を知りたかったこと、地元沖
縄を離れたところから眺めてみたいという思いから入学を決
めました。特に記憶に刻まれているのはアーツ＆ルーツ専攻
に入ってからの２年間です。
私は戦後直後に沖縄に移住した鹿児島県出身の父方の祖父

の苗字を引き継いで沖縄で生まれ育ちました。日本本土と沖
縄に重たく横たわり続けている米軍基地問題は、その両方の
ルーツを持つ私にとって常に重いテーマでした。大学３年時
にはあきびネットから支援していただいて青森県三沢市に滞
在。現地の人々と米軍基地の関係性、街の空気、基地の歴史
などをリサーチし、基地を介した沖縄との関係性を見つける
ことができました。卒業制作では沖縄でのフィールドワーク
で発見した家系図をきっかけに祖父母をはじめ沖縄の先祖た
ちの生前の姿やエピソードを影絵作品≪わたしの家族のはな
し≫で表現しました。秋田と沖縄という２つの拠点を得たこ
とで、琉球諸島、朝鮮半島、台湾、北アメリカで生きた先祖
をもとに沖縄の近代史に強い関心と繋がりを感じました。
大学生活を経て改めて沖縄で暮らしたいと思い、沖縄県立

芸術大学大学院に進学。普天間基地の辺野古への移設を問う
県民投票や沖縄県知事選挙などがあり、ボランティアスタッ
フとして行動しました。現場に積極的に向かっていくスタイ

手足を動かして、この社会の中で、「マブイ」を
失わずに生きていくこと。

アーティスト　　西永怜央菜さん　アーツ＆ルーツ専攻（2018年3月卒業）

N i s h i n a g a

　  R e o n a

学生時代から3年の間に制作した200種類の真坂人形を集めた
展覧会「真坂人形展」では、その展開と歩みをたどりました。

ルは秋美時代に得ることができたものだと思います。その
後、悲しみとストレスが限界に達し、一時期非常にナイーブ
になってしまった時期も経験しました。気持ちがボロボロな
中で米軍基地での民間交流イベント・ハロウィーンを主題に
した「ハロウィーンの子供たち」というプロジェクトを始め
ました。子どもの頃に体験した記憶と、米軍と沖縄の人々個
人の関係性について言語化していく取り組みは今も続けてい
ます。
手足を動かして、この社会の中で「マブイ」※を失わずに生

きていく方法を模索しています。卒業後は公文書館で仕事を
しながら作家活動を続けていくことになりました。改めて
スタートラインに立った気持ちでいます。

※マブイは沖縄の言葉で「魂」。暖かさや熱い気持ちを表す意味も。

≪わたしの家族のはなし≫
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※乱丁・落丁誌はお取替えいたします。
※本誌内容の無断転記、転載、複写はご遠慮ください。
※本誌データは2020年３月末日現在の情報です。あらかじめご了承ください。

所在地

TEL

FAX

E-mail

Web

制作

デザイン

写真

印刷・製本

〒010-1632　秋田県秋田市新屋大川町12-3

○ JR「秋田駅」から羽越本線「新屋駅」下車　徒歩15分

○ JR「秋田駅」から秋田中央交通バス・新屋線「美術大学前」下車　徒歩１分

018-888-8100（代表）

018-888-8105（学生募集・入試）

018-888-8101

soumu@akibi .ac . jp（大学）

kyomu@akibi .ac . jp（学生募集・入試）

https://www.akibi .ac . jp/

NPO法人アーツセンターあきた

越後谷洋徳

高橋希、誉田慎一

秋田活版印刷株式会社

秋田公立美術大学






